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　序章　乳より始まる世界革命





※注意：たぶんこれは『だから僕ぼくは、Ｈができない。３』です。






　世界は正されなければいけない。

　世界は元に戻もどらなければいけない。

　つまり、今の世界は間ま違ちがっているのだ。

　そのことに気が付いていない者は仕方がない。愚おろか者ものには付ける薬はないのだ。

　正された世界で今と同じように流されて生きていけばいい。彼らにある罪はただ一つ、『愚か』それだけだ。

　だが、気が付きながら目を瞑つぶる者は許されない。

　それは『愚か』であり『怠たい惰だ』であり『無責任』だ。

　故ゆえに、私は日々研究を続けた。

　邪じや道どうと言われようが、愚かと言われようが、変と言われようが、私はただただ正しき死神界を、死神界の誇ほこりを取り戻すために、才能も努力も時間も惜おしみなく捧ささげてきた。

　そう、死神は人間に媚こびへつらう存在ではない。

　卑ひ小しような人間の魂たましいを管理し、人間界がライフジュエルにより滅ほろびぬように導く存在なのだ。

　だが今の死神はどうだ。

　霊れい力りよくの籠こもったライフジュエル欲ほしさに死神契けい約やくなどを結むすんで、その走そう狗くと化している。

　これは堕だ落らくだ。

　耐たえ難がたい、許し難がたい堕落だ。

　だからこそ私は、死神界を正すために一つの研究を始めた。

　だが、どうだ。

　死神達は、私を弾だん劾がいしあまつさえ犯罪人として捕とらえようとした。

　この六十九スタンザに位置する私をだ。

　私は人間界に逃のがれねばならなかった。

　どれだけ研究が滞とどこおったことだろうか。

　嗚あ呼あ、なんと彼らの罪深いことか。

　だが、私は彼らを許そう。

　そう、彼らは『愚か』なだけなのだ。

　ならば、私は一人でも世界を正さねばならない。

　たとえそれが何年かかろうとも、追っ手から逃れて人間界に潜ひそみ続けようとも、やり遂とげねばならない。

　研究が成功すれば、死神はもうライフジュエルのために媚びへつらう必要はないのだから。

　急がねばならない。早く、早く、世界を正すのだ。

　だから私は、今年もまた欲ほつするだろう。

　聖なる白き力が溢あふれ出る白き双そう丘きゆう──またの名、おっぱいを。

　そう、世界を正すためにおっぱいを搾しぼるのだ！





※注意：やっぱりこれは『だから僕は、Ｈができない。３』です。










　一章　はじまりの話




　キンコンカンコーンと、非常にオーソドックスな鐘かねが鳴なり響ひびいた。それは加か賀が良りよう介すけ達を牢ろう獄ごくから解き放つ特別な意味を持った鐘だ。

　少なくとも天国と地じ獄ごくを分かつ審しん判ぱんを受けるその日までは、誰だれもがこの鐘と共に自由となり、青春を謳おう歌かしてもよいのだ。

　そう、ついに夏休み前の期末試験が全すべて終わったのだ！

　手て応ごたえなんてつまらないことは、忘れちまえ！

「おわった────────！」

　感かん慨がいにふける良介の隣となりの席で、一級死神であることを隠かくして桃もも園ぞの学園に潜せん入にゆうしているリサラ・レストールがシャーペンを放ほうり出して、両手を天てん井じように突つき上げながら体を伸のばした。

　リサラ・レストール、死神界の名門中の名門レストール家の令れい嬢じようで次期当主候補の少女だ。赤い髪かみと美しいと断言出来る顔を持ち、細いウエストに美び脚きやくを持ち合わせる掛かけ値ねなしの美少女である。ただし、そのバストだけは残念無念な真っ平ら。

　もっともその健康美には確かなものがあり、良介は体を伸ばしたことで見事なウエストラインに鎮ちん座ざするヘソがチラッとしてないかと期待してしまう。

　いやっ、両手を天井に突き上げている以上、腋わきチラの神秘性もある！

　良介はその可能性に気が付き、左の目で腋を、右の目でヘソを別々に見られないかと人間の限界に果か敢かんにも挑ちよう戦せんし始めた。

　無理だった。

　瞳ひとみは硬こう直ちよくし、唇くちびるが変に歪ゆがむだけだ。いや、この表情こそが良介という一人の人間が、神が作った限界に挑いどんだ聖なる表情と言えないだろうか。

「なに面おも白しろい顔してるのよ？」

　その崇すう高こうな行為への感想は体を伸ばしたままのリサラによって、面白いの一言で済まされてしまった……。

「肉体という枷かせを打ち破れないか挑戦してたんだよ」

　良介は大人おとなしくヘソを見ることにした。スカートとシャツの狭はざ間まで、少しだけヘソが見えている。

　プールの授業で濡ぬれたヘソもいい。

　だが、こうやってチラリと見える光景には、日本人が追求し続けた侘わび寂さびに通じるエロチシズムがある。

　そんな視線に気が付いたリサラが、慌あわててシャツでヘソを隠しながら良介を睨にらむ。

「良介、あんたって人間は、女の子にエッチな視線投げつけてて、どーしてそうやって堂々としてられるのよ！」

「いいじゃん、リサラだし。それに減るもんじゃないし」

「私の平常心が減るのよ！」

「くっ、確かにそれは問題だな。元々あんまりないんだし」

「なんですってぇっ！」

「ほら短気だ……ん？」

　そう勝ち誇った良介だったが、突とつ如じよ背中に殺気を感じて振ふり返った。

　現げん役えき女子高生グラビアモデル福ふく宗むねイリア──その正体は死神組織であるメルロー人生保障幹部連帯直属一級死神イリア──が、ニコニコとした顔で良介にシャーペンの先せん端たんの照準を合わせていた……。

「刺ささるだろそれ！」

「あは、だってぇ、良介くんってばイリアが呼んでるのに全然気が付いてくれないんだもん♡」

「それだけで刺すなよ、この偽にせち──」

「はい、答案用紙。さっさと前に送ってね♡」

　振り返っていた良介の口を塞ふさぐように、イリアが答案用紙の束を顔面に押おしつけてくる。そう、一見巨きよ乳にゆうのイリアのおっぱいは、偽にせ乳ちちなのだ。一級死神でもある彼女独自の術式でパッド入りを、本物と変わらぬ見た目と手て触ざわりにしている。

　ちなみに、先日の水着コンテストで全校生徒の前で発覚した偽乳だが、イリアの部下で死神契約を説明する講師でもある四級死神パオイ・マルベックをこき使うことで、全員分の記き憶おくを消去したらしい。

「良介くん、答案用紙送らないと乱らん橋ばし先生に怒られるよ？」

　前の席の大おお倉くら美み菜なが、そっと声を掛けてくる。幼おさな馴な染じみで、実は貧ひん乳にゆうなイリアや、誰がどう見ても平たいリサラと違ちがい、正しよう真しん正しよう銘めいの巨乳の持ち主だ。

　何しろ二年にして校内巨乳トップスリー（校内女子観察同好会『マンコカパックパーティー』調べ）に入るのだから。

「もが……」

　いつまでも顔面に押しつけてくるイリアから答案用紙を引ったくると、良介は自分の用紙を重ねて美菜に渡わたす。

「ありがとっ。手応えはどうだったの？」

「任せろ。たぶん補習は免まぬかれている！」

「良かったね」

　美菜はにっこりと笑うと、自分の答案用紙を重ねて前の席に送る。

「思うんだけど、それって自じ慢まんになるの？」

　リサラが、顎あごを手の平に乗せて呆あきれたように良介を見る。

「俺おれの普ふ段だんの成績はもっと悪い。でもな、補習ってことは貴重な青春の一ページである夏休みが減るってことだ。だから、補習にならない範はん囲いで勉強頑がん張ばってるのだよ」

「自慢にならないわよ、それ」

「そーかなぁ。必要最低限だけ勉強して、後は趣しゆ味みや遊びに回すって、時間の有効利用な気がして凄すごいだろ。必要最低限の見切りって難しいんだぞ。毎回六十九点取ってる杉すぎ浦うら先せん輩ぱいには敵かなわないけどさ」

「ああ、八はつ奇き衆しゆうの一人の。はぁ～、その先輩も特異者候補である以上、調べないといけないのよねぇ。正直、憂ゆう鬱うつよ」

　特異者──通常の人間一千万人分とも言われる霊力を秘ひめた人間のことだ。

　それは人間の霊力を生活の基き盤ばんに置く死神界にとって、垂すい涎ぜんの的まとだった。

　故ゆえに上位の死神である一級から三級の死神は、その英えい雄ゆうや天才と呼ばれる希少な人間と専属契約を結むすび、生しよう涯がいにわたってサポートを行う。そして、その死によって発生する霊力の結けつ晶しよう──ライフジュエルを手に入れる。

　通常の死神達が、大勢の人間と死神契約を結んでサポートを行うのとは異なる、きめ細やかな、そして責任の大きい契約形態だ。

　当然、専属契約を結んだ死神は死神界でもかなりの名声を得ることになる。それこそが、リサラが特異者がいるという極ごく秘ひ情報を掴つかんで桃園学園に潜入している理由だった。

　ちなみに一いつ般ぱん人じんが行う契約──通常の死神契約は、一人の死神が多数の人間と結ぶものなので、必然的にサポートもしょっぱい。

「そーかぁ？　シックスナインって言葉が好きで六十九点にこだわるなんて、すげー男気溢れる先輩だと思うけどな」

「この学校の男子って、変態だらけね……」

「男の子はいつだって変態さ。って、その前にイリアに情報を聞くんだろ？」

「…………」

　リサラが黙だまる。

「水着コンテストでお前とイリアで賭かけてたじゃないか。イリアが、所属してるメルロー人生保障の特異者情報をさ！」

「ええ。私は、貴方あなたの魂たましいに刺さっている《折れた剣けんグラム》を賭けたわね」

「刺さってるってあのな、お前が刺したんじゃないかっ。この俺から、人間界に存在し続ける霊れい力りよくを吸い取るためにっ」

「しょうがないじゃない。普ふ通つうは死神契けい約やくを結んだ複数の人間から霊力を貰もらって、私達死神が人間界に居続けるための術式《存在ボドウライス》を使うんだから」

「ああ、ああ、知ってるとも。ところがお前は、レストール家に無断で抜ぬけ駆がけしてこっちに来てるからな。霊力を補給するアテがないってわけだ」

「だって、特異者の情報聞いて抜け駆けしたのよ。そりゃ準備なんて出来てないわよ」

「しかも、キュールに騙だまされてな！」

「まぁまぁ、そう怒らないの。いいじゃない、ちょっと貴方の魂に《グラム》を刺して、魂の奥おくにある生きる力から霊力を頂いてるだけなんだから」

「俺の生いき甲が斐いであるスケベ心がなくなるんだぞ。虚むなしいんだぞ、哀かなしいんだぞっ」

「まさか生きる力がエッチな心だなんて、私だって想像もしてなかったわよ……」

　うんざりとリサラが頭かぶりを振った。

「う、うるせぇっ。とにかくだ、イリアとの賭けに勝ったんだからさ、早くこの桃園学園に特異者がいるっていう根こん拠きよを聞き出せよ」

　リサラが押し黙る。

「お前、もしかして……」

「テヘ、試験勉強に必死で賭けたの忘れてた♡」

「お前なぁっ。今や《グラム》と俺は一心同体なんだぞっ。つまり一いつ緒しよに俺自身まで賭かけの対象にしておいて、それはないんじゃないかっ。この《グラム》のせいで、俺は、俺は……エッチな心をしょっちゅう抜かれて、カピカピの枯かれ男おとこになったり、色々と苦労してるのに……」

「まぁまぁ、男の子は細かいことは気にしない」

　良介の肩かたをぽんぽんと叩たたいてから、リサラは後ろの席のイリアを見る。

「ってわけで、これから屋上にでも行きましょうか」

「えっとぉ、イリア、何を言ってるのか分からないなぁ」

　両りよう拳こぶしを顎の下にあてて、可愛かわいく笑う。そんなイリアにリサラが近づき、耳打ちする。

「貴方のバストにかけてる術式だけど、もう解読してるって言ったらどうする？」

「なっ。そ、そーいう卑ひ怯きような手を使うわけ、リサラさんっ」

「あら、私って特異者のためには手段を選ばないわよ。まして、レストール家の養成学校で死神になったくせに、尻しり軽がるにも裏切ってメルローなんかに行った、イリア相手ならね」

「うぐぐぐ」

「で、どうするの？　教えてくれる？　それともここで、その嘘うそ胸むねに掛かっている術式を解いてあげましょうか」

「んっと、この後すぐに屋上でしょぉ。うん、イリア了りよう解かいでーす」

　ビシッと敬礼をする。

　イリアにとってメルロー人生保障の利益よりも、自分の胸の利益の方が考える必要もなく大切らしかった……。




　　　　※　　　※　　　※




「うう、なんで私まで……」

　イリアに携けい帯たい電でん話わ一つで呼び出されたマルベックが、屋上に直接正座しながら肩を落とした。

　パオイ・マルベック。桃園学園で死神契約の講義を受け持っている、豊満なプロポーションを持ったメルロー人生保障所属の四級死神だ。そしてイリアの直属の下げ僕ぼく──部下でもある。

「どーせ喋しやべるんだったらぁ、マルベックさんも一緒に聞いてもらった方が、手間が省けたんですもーん」

「それって、マルベックさんにも話してないことがあるってことか？」

　良介の問いに、イリアがニタァと笑えみを浮うかべる。

「だってぇ、任務から逃にげ出されたらぁ、めんどくさいでしょぉ？」

「ひっ、そ、そんな危険な任務なんですか？」

「そっれはぁ、聞いてからのお楽しみかなぁ」

「何でもいいから。早く話してよね」

　ベンチで脚あしを組くみ替かえて、リサラがイライラと指で背もたれを叩く。

「もうっ、レストールの死神養成学校の昔っからリサラさん、スッゴークせっかちさんなんだからぁ」

「あら、卒業後すぐにメルローに引き抜かれた人の方がせっかちだと思うけど？」

　微笑ほほえみながら二人がにらみ合う。

「あーあー、お姉様達ってば子供みたいですわ」

　キュール・ゼリアが呆れ顔をした。レストール家の縁えん戚せきで、これまた名門のゼリア家のお嬢じよう様さまだ。

　ウェーブ気味の栗くり色いろの髪かみの毛を持つお人形のような可愛い子だが、その性格はひねくれて腹黒だ。まだ正式な死神ではないものの、リサラの次期当主候補の座を狙ねらい、特異者の情報を使って彼女を人間界に放り出して陥おとしいれようとしたのだ。

　結果、キュールの策は、良介の胸に刺ささった《グラム》の暴走もあって失敗に終わり、彼女もまた人間界に居続けざるを得なくなったのだった。

　今は死神養成学校休学中で、キュールは桃園学園中等部に潜せん入にゆうして特異者を捜さがしている。

　そんなキュールが美菜に同意を求めた。

「美菜さんもそう思いません？」

「え、私はその、お話を進めた方がいいかなとは……」

「ですよね。こーんな日差しの中、お姉様達のくだらない喧けん嘩かに付き合っていたら、日焼けしちゃいますわ」

　そう言いながら、キュールが日ひ傘がさをくるくると回す。

「はぁ～、きっかけは去年の今いま頃ごろなのよぉ」

　イリアはリサラから視線を外はずすと、良介達を見回して話し出す。

「一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけ、メルローの新式レーダーが巨きよ大だいな霊力を複数確かく認にんしたのぉ」

「ちょっと待って、イリア。複数って、特異者が何人もここにいるって言うわけ？　馬鹿らしい」

　リサラの発言にイリアが肩をすくめる。

「メルローだって、そー思ったわよぉ。新式レーダーの故障じゃないかって。でもぉ、ほら一応調査はしなきゃいけないでしょ？　だから、五人ほど死神をこの近辺に派は遣けんしたのよぉ。そしたら……」

　イリアが声のトーンを落とす。

「この桃園学園の調査にあたった死神一人が、失しつ踪そうしちゃったのよねぇ」

　マルベックさんが「ひっ」と悲鳴を上げて、後ずさる。

「それもぉ、学園で活動中にいきなり通信が入ってぇ、しかも『下着強ごう盗とうで……生徒の中に……』ってところで通信が途と切ぎれちゃってるもんだからぁ。メルローとしては、動かないわけにいかなかったのぉ」

「それ、下着泥どろ棒ぼう追っかけてて返り討うちにあっただけなんじゃないか？」

　良介の言葉に、イリアが露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「下着泥棒に消される死神って、どんだけ情けない話にしちゃうの？」

「いや、だって普通に聞いたらそうとしか」

「普通じゃないもん。任務中の報告なんだからね。きっと、何かしらの意味がある言葉に決まってるし」

「そーいうもんかね」

「そーいうものなの！」

「で、その意味は何か分かったのかよ」

「うぐ……」

　イリアが言葉に詰つまる。

「でも良介、レーダーに反応が出てるってこともあるし、イリアが言うことも一理も二理もあると思うけど」

　クスクスと、リサラも笑っていたのは内ない緒しよだ。

「まー、確かにな。もしかしたら、下着泥棒、いや強盗だっけ、をしてるヤツが特異者なのかも知れないし」

「その線で洗ってみたんだけどねぇ。この一年あまり、桃園学園で下着泥棒の被ひ害がい者しやって、表おもて沙ざ汰たになってるのはゼロなのよねぇ」

　イリアがうんざりと答える。

　まぁ、下着泥棒だと警察に言わない女の子もいるのかも知れないが……。

　そもそも下着泥棒やってて英えい雄ゆうの霊力を持っているってのも、どうにも納なつ得とくがいかない。

　自分なんて犯罪は起こさない、紳しん士し的なスケベなのに常人以下の霊力なのだ。と、ちょっとひがみたくなる良介だった。

「はぁ～。まあ、とにかくだ。普通に考えれば生徒の中に特異者がいるってことだよな」

「私も良介に同感ね。ただ、調査に当たった死神が失踪したってのが分からないけど」

　リサラが腕うでを組む。

「そーなのぉ。メルローも同じように、この桃園学園の生徒の中に特異者がいる可能性が強いってぇ、判断したんだけどぉ」

　イリアが言葉を切り、良介達を見み渡わたす。

「下着強盗はともかく、失踪ってところが、やっぱり疑問になったわけぇ。いくら特異者でもぉ、普通は死神に敵かないっこないでしょ？」

「ええ、当然ね。人間が霊力を直接的な力に変えられるわけじゃないもの。霊力の大きさが才能に影えい響きようはするけれどね」

　リサラにイリアが頷うなずく。

「そうなのぉ。だからメルローとしては特異者が学園にいて、その周囲に何らかのトラブルがあるって判断したわけ。それって、通常の調査員だと手に負えないってことでしょ？」

「確かにメルローの通常の調査に携たずさわるのは、下級の六級か五級の死神ですし。彼らのレベルだと、戦せん闘とう系の術式はほとんど使えないですから」

　下級死神を統とう括かつする四級死神のマルベックが何な故ぜか少し怯おびえながら、イリアの説明を補足する。

「そうそう。だっからぁ、イリアが支部長やってるメルロー幹部連帯直属特務室極東支部に調査指令が下ったってわけ、分かったぁ？」

「わ、分かるもなにも、そ、そんな危険な任務って聞いてないんですけどっ。失踪してる死神がいるなんてっ。私だって四級なんですよっ。ねぇっ、戦闘系の術式が使えるって言ったって、ほんの少しだけですし、《装束デイスラード》だって中ちゆう途と半はん端ぱだしっ、襲おそわれたら超ピンチ間ま違ちがいないんですけど！」

　がたがたと震ふるえながらマルベックが、イリアを見上げた。その姿に冷たい視線を投げかけながらイリアは、さも当然と言い放った。

「言っだら、おめぇ逃にげっぺ」

　急にイリアがなまる。

　その言葉に、マルベックがサァッと顔を一気に青くした。

　死神界のど田舎いなか出身のイリアは、その根っこには故こ郷きようの方言がしっかりと根付いているのだ。普ふ段だんからそれでも良いだろうにと、良介もリサラも思うが、意地で可愛かわいい言葉使いをしている。で、怒ったり驚おどろいたりと平常心が保てなくなると、一気に根っこの言葉使いが表に出てきちゃうのだ！

　もちろん今は誰だれがどう見ても怒っている。かなり怒っている。

「いえその、し、室長の命令に逆らったりは、そのあの、で、でも」

　つっかえつっかえしながら言うマルベックに、イリアは一転にこやかに笑う。

「ふふふ、そんなに怯えないでもいいんだからぁ。ほら、他ほかの調査員は無事に帰ってきてるし～」

「い、いえでも、失踪した調査員は唯ゆい一いつ真相に近づいたから始末されたんじゃ……な、ないでしょうか」

「うん、イリアもそう思う♡」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ」

「でもでも、マルベックさんがぁ、真相に近づけるほど有能だなんて、イリア、これっぽっちも思ってないからぁ。下調べしてくれてるとイリアが楽でしょ？」

　そう微笑むイリアを見つつ、マルベックが顔中にクエスチョンマークを浮かべる。

「つまり無能だから期待してないってことか、はぁ、性格悪いな」

　グラビアアイドルイリアの大ファンだった良介としては、リアルのイリアは残念でたまらない。性格はねじ曲がっていて、あげくに──、

「偽にせ乳ちちだもんなぁ」

　しみじみと良介が呟つぶやく。

　良介は巨きよ乳にゆう派はだが、貧乳には貧乳の良さがあることも十分に（脳内妄もう想そうでは）心得ている。それをこともあろうか、パッドを入れて、さらに術式を使って本物としか思えない触さわり心ごこ地ちに揺ゆれ具合の偽乳にするとは、おっぱい様に対するとんでもない裏切りだ！

　リサラのような整地されてコンクリ打ったみたいなおっぱい様だって、偽にせ物ものにはない真実の美がある。それを偽いつわるだなんて、おっぱい様の天てん罰ばつが下るに違ちがいない。

　そう、良介は切にそう思うのだ。

「良介、誰のバストが整地されてコンクリ打ったですって？」

「偽り……ふふふ、男の良介くんに何が分かるって言うのぉ？」

　気が付けば、ベンチに座ったまま考え込んでいた良介を、立ち上がったリサラとイリアが挟はさんで見下ろしていた。

「お前ら、俺おれの心を読んだのか！」

「良介くん、裏切りだってあたりから呟いてたよ……」

　美菜が少し体を乗り出して教えてくれる。それだけで、天然巨乳の美菜のおっぱいがたゆんと揺れる。幼おさな馴な染じみの美菜だけに、恋れん愛あい感情などは湧わかない良介だが、このおっぱい様だけは凄すごいと思っている。マジ凄い。超ちよう凄いおっぱいだ。

「この二人に比べてこのおっぱい。比ひ較かくすることすら出来ないボリュームだし」

「あ、あの、良介くん、また声に……」

　顔を赤らめながら美菜が言う。そして良介を挟むリサラとイリアが、赤くなった美菜をじっと見つめる。

「イリアのこともあるし……」

「人間がそんな技術あるとは思わないけど……」

　呟きながら、二人の手が伸のびる。

「え、ええと、あの──きゃぁぁんっ!?」

　美菜が可愛らしい声を上げる。そのおっぱいを片方ずつリサラとイリアが、揉もんでいる。
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「ひあぁんっ、あ、あのちょっと、リサラっ、あんっ……んっ、イ、イリアさんもぉっ」

　美菜が悲鳴を上げる。そんなことにはお構いなしに、リサラとイリアはしっかりとじっくりと揉み続ける。

「お姉様達、それではよく分からないと思いますけれど？」

　キュールが、いつの間にか美菜の背後に立っていた。

「やっぱり本物か偽物かを調べるのなら、こうしなくては」

　美菜の背中でキュールが何かごそごそと手を動かす。

「え、ちょ、ちょっとキュールちゃんっ!?」

「えいっ！」

　カチャッと何かが外はずれた音がした。同時にリサラとイリアが、美菜の服の上からブラジャーを上にずらした。

「ひゃぁぁぁんっ、だ、ダメですっ、こ、これ以上は、そのっ！」

「う、うーん、何この柔やわらかさ。フワフワのフニュフニュなんだけど」

「これは、ゴクッ……この温かさと滑なめらかさ、柔らかいにもかかわらずしっかりとした弾だん力りよく……イリアの術式も、まだまだ改造の余地があるみたい～」

「あっ、んっ、や、やめて下さいぃっ、ああぁ、良介くんっ、助けてぇ」

　真しん剣けんな目でおっぱいを揉むリサラとイリアのせいで、美菜が体をよじらせながら良介を見る。肝かん心じんの良介と言えば、

「こ、これが百ゆ合りってヤツなのか、誰もが夢見る女の子だけの桃とう源げん郷きよう、百合が今目の前に……ありがたやありがたや」

　祈いのるように両手を合わせてこの光景を拝んでいた。もちろん目は閉じない。この光景を生涯脳内でリフレイン出来るように、目を血走らせながら見つめている。

「ああぁ、分かってたけど頼たよりにならないぃ」

「うう、どう見ても触っても本物よね。その、なんだか硬かたくなってきてる部分もあるし」

「うん、本物みたい。ああんっ、これ凄いなぁ、欲ほしいなぁ」

「その点、これは偽物ですものね」

　キュールがイリアのおっぱいをそっと撫なでた。

「え、あっ……な、なにするだぁぁぁぁっ!?」

　光と共にイリアのバストが急速に縮む、いや無くなる。そうリサラとほぼ同じ真っ平らな、イリア本来のバストサイズに戻もどってしまう。

「確かに、このバストじゃ美菜さんを羨うらやましがる気持ちは分かりますわね。でも、あまりやり過ぎると、良介さんがまた暴走してしまいますよ？」

　美菜のブラジャーのホックを外した張本人のくせに、キュールが自分は当事者ではないとばかりにクスリと笑う。

「お、覚えて、覚えておくっぺっ。こ、このロリ巨乳!!」

「それ、キュールとしてはほめ言葉に聞こえるんですけれど？」

「う、うわぁぁぁぁぁんっ、おっぱいのバカぁぁぁぁ!!」

　イリアが胸パッドを押おさえて、涙なみだ目めになりながら走り去る。

「あ、ちょっと支部長ぉぉぉっ！」

　その後を、マルベックが慌あわてて追っていった。

「どこ行ったんだ？」

　良介の疑問にリサラが肩かたをすくめて答える。

「大方、術式でバストサイズをまた大きくしに行ったんでしょ」

「イリアも、虚むなしい胸に必死だな……。ふむ、虚しい胸で虚きよ乳にゆうか」

「上う手まくないんだけど、それ」

　同じく整地された胸を持つリサラが、少し唇くちびるを尖とがらせた。

「その点、キュールと美菜さんは、ちゃーんと実のある胸ですけれどね。まぁ、キュールも美菜さんのバインボインには敵かないませんけれど……」

　美菜のおっぱいをキュールが、羨うらやましげに見つめる。つられて良介もリサラも、美菜のおっぱいをしげしげと見る。

「ちょ、ちょっとあのっ」

　慌てて隠かくそうとする美菜の両手を、リサラとキュールが押さえる。

「なんでぇぇぇっ!?」

「いや、やっぱりコレはずるいわよ」

「ええ、非実在おっぱいとしか考えられませんわ」

「実在してますってばぁぁ」

　悲鳴に近い声を美菜が上げる。

「いや、これは確かに実在してるだろ」

　良介は静かに、落ち着いて、まるで顕けん微び鏡きようで観察を続ける教授のように断言する。

「良介くん……ひっ!?」

　いぶかしげに美菜が良介を見て──固まった。

　美菜のバストに顔を近づけて、しげしげと良介は見ていた。イリアやリサラのように触るのではない。ただじっと見つめている。おっぱい全体を見み渡わたすわけではない。ただじっと、静かに静かにおっぱいの中央と思わしき箇か所しよを見つめている。

「何を……してるわけ？」

「ええ、何をしてるんですの？」

　リサラとキュールが、何か別の生き物を見るような視線を良介に向ける。

「分からないか、二人とも」

「分からないから聞いてるんだけど」

「右に同じですわ」

「起き伏ふくだ。全すべての事象には意味が存在している。それは、おっぱいだって同じだ。つまりだ、この美菜のおっぱいの曲線をしっかりと見つめればだ、そこにはおっぱいではあり得ない曲線が発見されるはずなんだ」

「意味不明なんだけど」

「右に同じ」

「分からないか？　柔らかなおっぱいの曲線が突とつ如じよ変わる一帯、すなわちこの中央部だ」

　触ることなく指さす。

「ここはおっぱいではない箇所ということになる。それはつまり……」

　良介が、言葉を一度飲み込む。それは神聖な言葉だ。男がおいそれと触ることの出来ない、神秘に満みち溢あふれた箇所を表す言葉だ。

　だが、良介は勇気を振ふり絞しぼる。

　制服の生き地じ越ごしに、ソコを感じ取る。それは、背中に透すけるブラジャーよりも魂たましいのステージが遥はるかに高い、全世界の中高生男子が夢見ることなのだ。今、良介は中高生男子の代表として、それが実際にあり得うることを高らかに宣言しなければいけないのだ。

「そう、乳ち首くびの姿が制服越しに確かく認にん出来てるってことだ！」

　唇を噛かみ、鼻を啜すすり、涙を流し、視線は動かさずに良介は宣言した。

「乳首ポッチは、本当にあったんだ[image: !!!]」

「良介……」

「……あれ、何その顔。そのゴミ箱の中のティッシュペーパーを見るような顔」

「毎朝、必ず貴方あなたのその汚よごれた魂を吸い取ることにしようかしら……」

「ち、違ちがうっ、汚れてるんじゃないっ。これこそが、青春の輝かがやきで……」

　もの凄い勢いで睨にらまれた。

「……あのその、ごめんなさい!!」

「なら、まずは後ろを向く！」

「はいっ！」

　良介が逆らうことなく後ろを向くと、リサラが美菜の肩に手を置いた。

「美菜、とりあえずブラをちゃんと直しましょ。このケダモノに餌えさを与あたえるようなものよ。というか、そもそも怒っていいのよ？」

「その、お、驚おどろいちゃって」

「油断しない方がいいわよ。美菜は私と違って、襲おそわれても良介からエッチな魂を吸い取ったり出来ないんだから」

「良介くん、私にはそういうことしないから……」

　ブラジャーをかけ直しつつ、美菜が少し寂さびしそうに呟つぶやいた。

「別に私は構わないのに、リサラとかにはするのに、ずるい……」

　ぼそぼそと、さらに続ける。

「え、よく聞こえないんだけど？」

「あ、あははは、なんでもないです」

　ブラジャーをかけ直し終わった美菜が、微笑ほほえむ。

「うーん、キュールはこのバストがあれば、将来どうなるか分からないと思いますけど」

「でしょ、襲われかねないわよね」

　キュールが軽く苦く笑しようする。

「やれやれですわ。ね、美菜さん」

「ええと、その……何でもないってことで」

　顔を赤くして俯うつむく美菜に、キュールは肩をすくめながら微笑む。リサラは、ただ顔にクエスチョンマークを浮うかべるだけだ。

「で、俺はもう振り向いていいのか？」

「いいですわよ。バストをじっと見たりしなければ」

　キュールの言葉に良介はひらひらと手を振り、振り向いた。

「基本的には、美菜の胸なんて見慣れてるんだぞ。あーいう異常事態でもない限り、見つめたりするもんかよ」

「うん、知ってる……」

　美菜が、はぁとため息を吐つく。

「やれやれ、贅ぜい沢たくな話ですわね。これだけの巨きよ乳にゆう、死神界だって滅めつ多たにいませんのに」

「あの、キュールさんだってあと数年すれば、その」

　慌てて胸を隠した美菜が、顔を赤くしながら言う。

「数年でそこまでなりますかしら」

「そーいや、美菜は一気に胸がでかくなったよな」

「え、そうだったかな」

　美菜が首を傾かしげると同時に、キュールが身を乗り出してくる。

「もしかして、それは牛乳ですかっ。やっぱり秘ひ訣けつは人間界に伝わる神秘の育乳霊れい薬やく牛乳ですか？」

「い、育乳って」

　美菜が顔を引きつらせる。

「死神界では有名ですのよ。人間界には、牛乳という胸を育てる霊薬があるって。メルローだって、その噂うわさを知っているからこそ、紋もん章しように牛と牛乳瓶びんをあしらったモーモーラビットを使っているわけですし」

「マジかよっ！」

「本当よ。胸を育てることは、繁はん栄えいにも繋つながるし」

　リサラが大真ま面じ目めに頷うなずく。

「いやでも、お前ら紅茶とか飲むだろ。ってことは、死神界にはミルクだってあるんだろ？　そもそも、こっちでミルク飲んでるじゃないか」

「ミルクと牛乳って同じものなの？　瓶に入ってるのだけが、牛乳じゃないわけ？」

　その答えに、思わず良介は頭を抱かかえてしまった。

「確かにうちのはパックの牛乳でミルクって書いてあるけどさ。っつーか、死神界の知識って偉えらく偏かたよってないか、なぁ。人間の男はみんな巨乳好きで、試験項こう目もくに胸の大きさがあるとかさ……」

「あら、そうかしら。なら、牛乳神話は嘘うそなの？」

「ええ、そこのところはキュールも詳くわしく聞きたいですわ。お姉様みたいに成長の止まった整地乳と違って、キュールはまだまだ大きくなる余地があるんですから」

「キュール、今なんて言った……？」

　低い低い、地じ獄ごくの底から響ひびくような声をリサラが出す。

「ええと、控ひかえめで無む駄だのない素す晴ばらしい貧ひん乳にゆうと」

「褒ほめ言葉に聞こえないのよ!!」

「あはーはー」

「キュールぅぅぅぅっ！」

「言われてみれば、美菜は牛乳好きだったよな？」

　良介の呟きにリサラとキュールが、争いも忘れて美菜を見つめる。

「いえ、その栄養豊富で健康にいいものだし美お味いしいから好きですけど、別にその、バストサイズのために飲んでるわけじゃ……」

「でも、牛乳様の効果があった可能性は否定出来ないわよね」

「ええ、まったくですわ。牛乳様の奇き跡せきでもない限り、このバストは……」

　いつの間にか、二人して牛乳に様を付けている。死神界では、どこまで牛乳が神格化されているんだろうか。そう良介が呆あきれながら疑問に思った時だ。

　ピンポンパンポーンとチャイムが鳴って、校内放送が流れてきた。

『高等部三年Ｃ組五十嵐いがらしさん、Ｄ組鬼おに崎ざきさん、二年Ｂ組大倉さん、加賀リサラさん、加賀良介くん、福宗イリアさん、中等部一年加賀キュールさん。期末試験休きゆう暇か祭実行委員会が呼んでいますので、生徒会室に来て下さい』

　五十嵐に鬼崎と言えば、《清せい楚そなる野や獣じゆう》と《プリティーモンスター》と異い名みようをとる桃園八はつ奇き衆しゆうの先せん輩ぱい達だ。それぞれ、茶さ道どう部部長と女子プロ──女子プロレス同好会の会長を務めている。もっとも鬼崎は、美少女にしか見えない男性で、ミスコンで良介が投票してしまうというトラウマを与えた存在ではあるが……。

「良介、期末試験休暇祭実行委員会ってそもそも何よ」

「その名の通り期末試験休暇中にある、生徒会主しゆ催さいのお祭りを取り仕切る委員会だけど？」

　リサラの質問に、良介はさも当然と答える。

「何そのお祭り……」

「いや、夏休み前の期末試験休暇で、みんな仲のいい連中とでしか連つるまないだろ」

「まぁ、そうでしょうね」

「で、夏休みを意識し始める期末試験前は試験勉強で忙いそがしい。となると、必然的に夏休みに向けた新しい出会いが、どこにもないだろ」

「え、もしかして……」

「ああ、夏休みに向けた新しい出会いを生むために、毎年生徒会が自主的にやってるイベントが、期末試験休暇祭だ。ちゃんと学校の許可も取ってるぞ」

「この学校って、頭の中がピンクな連中しかいないんじゃないかしら……」

「桃園だけにな！」

「上う手まくないわよ……」

　リサラがはぁと肩かたを落とす。

「でも、毎年楽しいですよ。友達が増えるのは楽しいことだし」

　美菜がにっこりと笑うが、リサラはその笑え顔がおに首を振る。

「美菜、貴方はそうかも知れないけど、良介は友達なんて望んでないわよ」

「え？」

「こいつの頭の中は『エッチな妄もう想そう』でいっぱいなんだから」

　リサラがジトーと良介を見る。

「げ、なぜ分かった」

「良介さん、分からないと思ってる方がおかしいですわ……」

　キュールまでジトーと見ている。

「いやでも、ほら、普ふ通つうだろ。夏は女の子を開放的にするって言うし、そこに便乗して大人への一歩を踏ふみ出したいってのは、そのあれだ、当たり前のことじゃないか。夏休み前と夏休み後で、大人になった俺をみんなに見せたいじゃん。そのために必要なのは、出会いだっ。一夏のアバンチュールだ！」

　ジトーと纏まとわり付く視線を振ふり払はらうべく、良介は力説した。そう、青春のただ中にいる青年の主張と熱意を伝えるべく。

「あれ？」

　気が付けば、周りに主張と熱意の受け取り手は居ませんでした。

「でも、不思議なメンツよね。八奇衆の人達まで呼ばれてるなんて」

「ええ、その割には《六十九番》杉浦先輩は呼ばれてませんし」

「玉たま野の先輩も呼ばれてませんわ。ま、行けば分かりますわよ」

　リサラ達はさっさと階段に向かって歩いていた。

「ひどく健全なことしか言ってないぞっ。くそぉ、男の子のピュアなハートくらい受け取ってくれよなっ。そういう優やさしさが大切なんだよっ、女の子らしいって可愛かわいさなんだよっ。うう、優しさをプリーズ……」

　受け取り手のいない主張を言い続けるわけにもいかず、良介はリサラ達の後を追いながらブツブツと文句を垂れた。

　結構、惨みじめな気分だった……。

　そして生徒会室に着くと、

「やぁ、よく来てくれた」

　玉野光ひかるが諸もろ手てを挙げて出で迎むかえた。玉野光、家が大金持ちで、ボクシング部部長を務める、桃園学園一のプレイボーイだった。そのこともあって《ピンクボクサー》の異名と共に八奇衆にも名を連ねている、この学園で最も目立つ男だった。もっとも、その霊れい力りよくは良介と同じく低レベルということが、すでに発覚している。

　さらに、リサラをナンパしたせいで、キュールに利用されて死にかけた経験もあった。

　もっともそのおかげで、この学園でリサラ達が死神であることを知る数少ない人間の一人だった。

「なんで玉野先輩がいるんだよ」

　良介の疑問に、リサラ達も頷く。

「ハハハ、当然じゃないか。何しろこの僕ぼくが、期末試験休暇祭実行委員会委員長なんだからね！」

「あんた、プール開き実行委員会委員長もやってたよな……」

「ああ。僕はこの手のお祭りが大好きだからねっ。そして、自分の手で実行すれば、より自分好みの祭りになり、一夏のアバンチュールもより確実ってわけだ！」

「お、おおっ、なるほどっ」

　思わず、良介は玉野とがっちり握あく手しゆしてしまう。

「好みのシチュエーションで、好みの子を口く説どき落として、好みのアバンチュールを目指そうってわけだな、先輩っ」

「その通りだとも、良介くん。気になる子に、僕好みの格好をさせ、僕をより引き立てる演出で魅み了りようさせる、絶好の機会ってわけだ！」

「やるな、先輩。ふふ、でもな、俺にはもう先輩の意図がはっきりと読めてきてるぜ」

「な、なんだと？」

「夏と言ったら、浴衣ゆかただろ。日本人の心を、和の心を鷲わしづかみにする、あの浴衣からのぞくうなじこそがっ、夏の女の子を最も美しく見せる！」

「ほほう、さすがは良介くん。やるな……だがね、まだ足りない」

「足りない？」

「ああ、そうさ。それでは見て楽しむだけだ。それではアバンチュールは発生しない！」

　玉野がビシッと良介を指さす。

「しまったぁぁぁぁっ！」

「甘あまいっ、まだまだ甘いな！」

　頭を抱えた良介を、勝ち誇ほこった玉野が見下ろす。そんな二人の寸劇を、リサラが冷ややかに見ながら、

「ねぇ、呆れたんでもう帰っていいかしら？」

　これまた冷たく言い放った。

「待った、ちょっと待って欲ほしい。今回の期末試験休暇祭には、是ぜ非ひとも君達の協力が必要なんだよ」

「って言われてもね。特異者捜さがしで忙しいって、先輩も分かってるでしょ？」

　腕うでを組んで、リサラがけんもほろろに言う。もっとも良介としては、期末試験に熱中して忘れてたくせにと突つっ込みたくなるが。

「ああ、分かっているとも。だけどね、この僕の提案はその特異者捜しにも役立つと思うんだよ」

「役立つ？」

「ああ。何しろ期末試験休暇祭は、毎年出席率が百パーセントに限りなく近いイベントだからね」

「そんなの、いつもの授業だってそうじゃないの」

「そこが違ちがうんだなぁ。このイベントでは、一人一人のチェックが容易なんだよ」

　自信満々に頷く玉野を、良介が睨にらむ。

「ちょっと待て、先輩。それってもしかして、今年も……」

「ああ、その通りだ。今年も、肝きも試だめしを執とり行おこなう！」

「今年もって、確か先輩が中学に入ってからずっと肝試しだろっ」

「ああ。何しろ僕はまだ、キャーッ怖こわかった！　って抱だきつかれた経験をしていないんだ」

「……それは仕方ないな」

「だろ？」

　良介と玉野が頷うなずきあう。そんな二人に、リサラが苛いら立だたしげに言う。

「それと、特異者捜しがどう関係あるわけ？」

「簡単な話さ。今日ここに呼んだ人間が、脅おどし役になるのさ。そうすれば一人一人チェック出来るだろ？」

「でも、全校生徒ってかなりの数ですわよ？」

　キュールの疑問に美菜が笑って答える。

「二学年ずつ三日にわたって行うんです」

「三日って、凄すごく疲つかれそうですわ」

　露ろ骨こつにうんざりとした顔をキュールがする。

「でも、二学年ずつなら肝試しの場を借りて特異者を捜すことも、そう不可能ではなさそうね」

　うんうんとリサラが頷き、ぼそりと呟つぶやく。

「それに、脅おどす側ならそんなに……」

「リサラ、お前ひょっとして怖いのか？」

「いいえ。怖くなんてないわよ。なんでこの私が、偽にせ物もののお化けに怯おびえなきゃいけないのよ。ええ、怖くなんてないわよ。絶対よ、絶対」

　何度も何度も強く頷きながら、リサラが強く言う。

「そう言えばさ、怪かい談だんとか肝試しって幽ゆう霊れいを呼び寄せる効果があるらしいな」

　良介の言葉に、リサラとキュールが同時に「ひいっ！」と、声を上げる。

「死神が幽霊を怖がるってのが、やっぱり俺には信じられないな……」

「全然違うわよっ。あんな、め、迷信と死神を一いつ緒しよにしないでよね！」

「はいはい、分かったから。それで玉野先輩、このメンツは特異者捜しに協力するためなんで？」

「ん、まぁ、それもあるかな」

　玉野が微び妙みような返答をする。

「でも、五十嵐先輩と鬼崎先輩も呼ばれたみたいだけど。ここには居ないけどさ」

「あの二人は部活中って連れん絡らくだったからね。後で、僕が説明するよ」

「呼んだ意味は？」

「毎年、この肝試しは綺き麗れいな子が脅かす側になることになってるんだよ。美人に脅かされるってのも、なかなか乙おつなものだろ？」

「それ、先輩がマゾだからじゃ……」

「し、失礼なっ。この僕には別の楽しみがあるのさ。そう、可愛い子達を脅かしてキャァァッて可愛らしい悲鳴を上げさせる崇すう高こうな使命がね。そして、怯えた子達に即そく座ざに優しく手を差し出してキャー怖かった！　って、頼たよりにしてもらう。どうだ、この緻ち密みつに計算され尽つくした作戦は！」

「毎年それやって失敗してると……」

「ああ、何な故ぜかみんな手を差し出しても怯えて逃にげてしまうんだ」

　しょんぼりと玉野が俯うつむく。

「どうせ興奮を抑おさえきれないで、ハァハァしながら女の子に迫せまってるんですわ」

「うぐっ」

　キュールの言葉に、玉野が胸を押おさえた。どうやら図星らしい……。

　そんなおバカさんは放ほうっておいて、良介はリサラを見る。

「で、どうするよ」

「そうね。試験休み中や夏休みの捜そう索さく方法は正直悩なやんでいたし、イリアの話からすると、この学園に特異者がいると見て、ほぼ間ま違ちがいなさそうだし、乗ってみようかしらね」

「でも、トラブルが周りにある可能性があるって言ってましたわよ？」

　そう言うキュールにリサラが、ニヤリと笑う。

「キュール、この私をメルローの調査員程度と一緒にしないでよね。少々の厄やつ介かいごとなら、ひとひねりよ」

「だといいんですけど」

　リサラの言葉にキュールは何か言いかけてそれを飲み込むと、ただ苦く笑しようした。きっと、相変わらず自信過か剰じようだのと、余計なことを言いかけたのだろう。それは、良介も実は同意見だったりする。

「話はまとまったかな」

　玉野の言葉にリサラが頷いた。

「メンバーはここにいる私達と、五十嵐先輩に鬼崎先輩に、そしてイリアだけ？」

「細かい雑作業は、各部活が分担するよ。脅かす役は、今言ったメンツと、乱橋先生とマルベックさんになるね」

　乱橋先生、良介達のクラスの担任にして、その三み十そ路じ近くになってなお幼い風ふう貌ぼうから《イモータル》と呼ばれて愛され、弄いじられている女教師だ。

「男役が少なくないですか？」

「そうかな。僕は男といても楽しくないし」

「いや、誰だれもそんな意味で言ったんじゃなくて」

「ま、鬼崎くんも実は男だし、いいんじゃないかな」

「ぐっ、い、嫌いやなことを思い出させないで下さい……」

　男の鬼崎にミスコンで投票してしまった心の傷が、ズキンと痛む良介だった。

「それで、肝試しは何い時つなの？」

　聞いてきたリサラに、玉野がテキパキと説明を始める。

「期末試験休きゆう暇かは、来週金曜の終業式までだからね。火曜水曜木曜にイベントを行うよ。リハーサルは月曜だ。それまでに、舞ぶ台たい設定や衣い装しようを期末試験休暇祭実行委員会で準備しておくよ。細かいところはこの冊子に書いてある」

　小冊子を玉野が配る。そこには『期末試験休暇祭スタッフしおり』と書いてある。ぱらぱらとめくると、スタッフメンバーにしっかりと良介達の名前が列挙してあった。

「先輩、断られるとか考えてなかったのか……」

「当然だろ。この僕ぼくがお願いしてるんだからね」

　堂々と言い切る玉野に、良介はため息しか出なかった……。

「玉野先輩、一つお願いしてもよろしいかしら」

　しおりを閉じたキュールが、玉野を見上げる。

「なんだい、キュールくん」

「カエサルも参加させてもらってもよろしい？」

「カエサル……ああ、良介くんの家の犬だね。飼い主に似ず、かなり男前の犬だったと記き憶おくしてるな」

　自分に似ずとわざわざ言う必要はないだろうと、思わず心の中で突っ込む良介だった。

「ええ、良介さんには似ても似つかない、男前で強い霊れい力りよくを持った犬ですわ。もし、特異者が見つかった場合、当日に何があるか分かりませんもの」

　似ても似つかないは余計だと、また心の中で突っ込む良介だった。なぜ口に出さないかだって？　そんなの簡単だ。それが事実だからだ。悲しい現実だった。

「カエサルがいると、どうにかなるのかい？」

「リサラお姉様が良介さんの魂たましいに《折れた剣けんグラム》を突き刺さしてスピリットマネーを吸い取っているのと同じで、カエサルの魂にはキュールの《竜りゆう殺しのリジル》が刺さってますの。ここからキュールはスピリットマネーを補給してますの。だから、連れてきたいんですの。それにあの賢かしこいカエサルなら、脅かす役だって十分にこなしてくれますわ」

「なるほどね。確かに彼は、水着コンテストの審しん査さ員もしっかりとこなしてくれていたし、問題ないかな。この僕と肩かたを並べるモテ男が一緒にいるのは、少々気が乗らないけどね」

「フフフ、カエサルは玉野先輩と同格ではありませんわ」

「ん、そうかな。ハハハハ、そうだな、そうとも、うん。いいだろう、カエサルくんも参加としようじゃないか」

　上じよう機き嫌げんに玉野が頷き用紙に書き込んでいく。その姿を見ながらキュールがぼそりと呟く。

「玉野先輩と違って、カエサNは中身がありますもの。同格とか言ったら、カエサルが可哀かわい想そうですもの、クスクス」

「同感ね」

「はい、私も……」

　リサラと美菜も、キュールに小さな声で賛同する。

　女って怖い。そう思う良介だった。








※注意：これは『だから僕は、Ｈができない。３』です。間違いありません。






　世界を正す。

　言葉にすればなんと簡単だろうか。

　だが、実際にはそれは大変な事業だ。

　堕だ落らくした死神達の意識から変えなければいけないのだ。

　そのために私は研究を続けてきた。

　そう、技術革新を模も索さくし続けてきた。

　そして、その技術は今、私自身を満たす結果をももたらしている。

　この研究が完成すれば、死神はもう死神契けい約やくなどで人間にこき使われることはない。

　この研究成果である術式だけを使うようになるだろう。

　一部の人間は、喜んでこの術式を受け入れるに違ちがいない。

　誰しもが、己おのれを抑え付ける戒いましめから解き放たれたいのだ。

　誰しもが、窮きゆう屈くつさを本当は嫌きらうのだ。

　そう、それは見ている側にとっても辛つらいことだ。

　あのように、窮屈にしてしまっては、可哀想としか言いようがない。

　だからこそこの慈じ悲ひ深ぶかい私は、死神界を正すついでに、人間界を解放しよう。

　そう、人間のおっぱいを押さえ付け締しめ上げる、あのブラジャーを剥はぎ取ろう。

　我わが、術式で剥ぎ取れぬブラジャーなど、ないのだ！





※注意：ほらね『だから僕は、Ｈができない。３』だったでしょ。










　二章　手は腰に、頭は膝に




「さて、良りよう介すけ」

　学校から帰った夜、食しよく卓たくでリサラが真しん剣けんな瞳ひとみを良介に向けた。いや、リサラだけではない、その隣となりでキュールも顔を引き締めて良介を見ている。

「これは、ある意味では私達の将来を決める重要な質問だからちゃんと答えて欲ほしいの」

　その真剣な視線に、良介もゴクと唾つばを飲み込み頷うなずく。

「美み菜なのことよ」

「み、美菜がどうかしたのか。実はあいつが特異者だったとか……」

　美菜ならあり得た。良介の霊力一万五千を、いや一いつ般ぱん人の平均である三万すら大おお幅はばに上回る百万の霊力を持っているのだ。確かに特異者は千万を優に超こえる霊力を持つ。だが、美菜なら、成績も容姿もいい美菜なら、なによりあのおっぱいなら、実はもっと凄すごいとなっても納なつ得とくがいく。

　そう良介が考えていると、リサラが首を左右に振ふった。

「違うわ。美菜は、十分に凄い霊力だけどやっぱり特異者ではないわ。百万では、一人の一級死神が専属に付くわけにはいかないの。それだけ、一級は特とく殊しゆな存在なのよ」

　リサラと出会い、イリアという一級死神とも出会った良介には、なかなかピンとは来ないが、それが事実だった。

「なら、美菜が……なんなんだよ」

　少し苛いら立だちながら、良介はリサラを睨にらんだ。お漏もらしして泣いている美菜の世話などしてきたことから、近すぎて恋れん愛あい対象にはどうしても見えない相手だが、いや、だからこそ幼おさな馴な染じみの身に何かあるとなれば、心配になる。

「美菜が、どうしていたか教えてちょうだい」

「どうして？」

「ええ、美菜が神秘の育乳霊れい薬やく牛乳を、どう使っていたか教えてちょうだい」

「……は？」

　思わず椅い子すからずり落ちそうになった良介だ。

「インターネットで調べても、牛乳の普ふ通つうの飲み方しかなかったわ。でも、美菜のバストがあそこまで育ったってことは、育乳としての飲み方があるんでしょっ」

　どんとリサラが机を叩たたく。

「ええ、その通りですわ。もはや望みの欠片かけらもないリサラお姉様はいいとしても、このキュールはまだまだこれからですもの。美菜さんと同じ飲み方なら、あそこまではいかないまでも、もっともっと育つ可能性があるはずですわ！」

　隣で、リサラが顔を引きつらせるが、今は育乳としての牛乳の使い方が重要なのか、我が慢まんしている。

「お前ら、それ……本気で言ってるのか？」

　半ば呆ぼう然ぜんと良介が見るが、二人とも真剣な表情で頷く。

「本気よっ」

「大おお真ま面じ目めですわ！」

「いや、そう言われてもな……」

「お願いっ。その代わり、良介にはスペシャルディナーを用意してあるから！」

「い、いつものタイムセールで作った夕飯とは違うってのか！」

　何しろリサラもキュールも、まともな用意もせずに人間界に来ている。当然、お金なんて持ってきていない。結果、海外にいる両親から送られてくる良介の乏とぼしい生活費で、三人は暮らしているのだ。贅ぜい沢たくな食事なんて出来るわけがない。

　つまり、売れ残ったお魚やお肉が加か賀が家の補給ラインを握にぎっているのだ！

「ええ。私とキュールの分を削けずって、ステーキ肉を買ってあるわ」

「な、なんだとっ、ステーキ様だと!?」

「もちろん、そんなに高い肉じゃないけれど、タマネギの汁しるに浸ひたしてよく叩いておいたから、柔やわらかい美お味いしいお肉になってるはずよ！」

「くっ、リサラ……お前はいい奥おくさんかっ！」

「へ……な、何よ急に。その、まぁ、えっと、うん、そりゃあ私みたいな美人で料理も出来るってなれば、いい奥さんになるのは決定的に明らかだけど、きゅ、急に言われたら驚おどろくじゃない。や、やーねぇ、もうっ」

　俯うつむきながらリサラが左手を頬ほおにあて、右手をヒラヒラと上下に振る。

「あのお姉様、照れてるところ悪いんですけど、良介さんはさっぱり聞いてないみたいですわよ？」

「へ？」

　顔を上げたリサラの前には、瞳に肉を浮うかべてブツブツ呟つぶやく良介の姿があった。

「肉、肉か、お肉様、お肉様。世界を支配する三つのパワー、すき焼き、焼き肉、しゃぶしゃぶ、それら全すべての素もとになるお肉様……くっ、お肉様と聞いて、逆らえるわけがないじゃないかっ。肉にく欲よく性せい欲よく睡すい眠みん欲よく、それが人間の三大欲よつ求きゆう！」

「食欲だからっ。というか、肉欲と性欲は同じじゃないの!!」

「やだ、お姉様のエッチ」

「え、やだ、私ったらつい突つっ込みを……って、そうじゃなくて良介、帰って来なさいっ。牛乳の飲み方を教えてくれないと、お肉はないのよっ」

「お、おおそうだったっ」

　頭あたまを振って、良介が肉トリップから立ち直る。

（って、そう言われても牛乳におっぱい育てる飲み方なんてあったかなぁ……）

　頭の中で知識を総動員してみる。

　あるわけのない知識を、お肉の誘ゆう惑わくに駆かられて検けん索さくしてみる。

（そういや昔、一いつ緒しよに温泉に連れてってもらった時に美菜が言ってたな。風ふ呂ろ上あがりに、バスタオルを巻いて腰に手を当ててグビグビ飲むのが牛乳の作法だって）

　まだ幼い時分の、すっかり忘れていた思い出だ。

（バスタオルを巻いたスレンダーなリサラの体と、幼さが残るくせにワガママバディなキュールのツーショットか。それはかなりイイな。しかも、あの長い髪かみの毛をタオルで巻いて、ホカホカでツヤツヤなうなじが見えるわけだ。ほんのり香かおるシャンプー。そして牛乳を飲む時に見えてしまう腋わきの下っ）

　想像するだけで、もう止まらなくなってくる。牛乳の育乳的飲み方という初期目的を完全に忘れて、妄もう想そうが次々と溢あふれて来ちゃう。

（それに足あし下もとだ。太ももからふくらはぎには、拭ふき残ったお湯と汗あせがきっと流れてきてるに違いないっ。てか、女の子が隠かくした下半身から液体を脚あしに流してるってだけで、俺はご飯三杯ばいはいけるね。ああ、いける。一生の思い出に出来るね。そうとも、男だったら夢に素す直なおになるべきじゃないか！）

　ぐっと拳こぶしを握り、キッと眼光も鋭するどくリサラとキュールを見つめる。

「何か思い付いたの？」

「ああっ。風呂上がりにバスタオル姿で、腰に手を添そえて、上を向きながら飲むと、とってもステキだ！　大満足だ！」

「それよっ、それに決まってるわ！」

　リサラが手を打つ。

「なるほどっ。お風呂で血行をよくして、体中に牛乳の成分を巡めぐらせて育乳するわけね」

「そう言われれば理に適かなった作法ですわね」

　二人が頷きながら立ち上がるが、良介の脳内はもう風呂上がりにトリップ中だ。

「これで私だって、ハイパーぷりんぷりんボディになれるのね、フフ、フフフフフ」

「ふふふ、お風呂上がりにバストアップの楽しみがあるだなんて、もっともっとお風呂が好きになりますわ」

　はたと良介が気が付いた時には、二人はお風呂に行ってしまっていた。

「あれ、なんか目的が違った気が……」

　一人、首をひねる良介だった。

　それから信じられないことに一時間も経たってから、二人がお風呂から出てきた。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、思わず良介は大声を上げてしまった。一時間も待たせたことに怒いかりはない。女の子には、女の子のキャッキャウフフする入浴タイムがあるのだろう。それは想像するだけで、ほっこりと幸せになれる。

「キュール、貴方あなたのおっぱい大きくなったんじゃないの？」

「やんっ、お姉様ったら。揉もまないで下さい～♡」

　とか、きっとそんな感じだろう。

　だがこの二人の姿を見て、良介は大声を出して指し摘てきせざるを得なかったのだっ。

「いいか、風呂上がりにバスタオルだけで活動するならだ、頭にもタオルを巻かないとダメだろっ。特に二人とも、髪の毛長いんだぞ。なおさら、なおさらタオルで巻くだろ！」

　リサラとキュールの前の床ゆかに崩くずれ落ちて四よつん這ばいになると、ドンドンと床を叩く。
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「そ、そう言われても、ちゃんと乾かわかしたいし……ねえ、キュール」

「ええ。特にキュールは癖くせっ毛けですし、お手入れはしっかりと」

「バカぁぁぁぁぁっ。うなじだよっ、うなじっ。ホカホカでちょっと桃もも色いろに染まったうなじと、シャンプーの香りを振りまかないで、なんで風呂上がりなんだよっ」

「そ、そうなんですの？」

「さあ？」

　面めん食くらった顔を向けて来たキュールに、リサラは首を振る。

「そうなんだよっ。で、途と中ちゆうで吐と息いきと共にしゅるってタオルを取って、髪の毛を振るんだよ。それが、お色気ってもんじゃないかっ」

「お、お色気？」

　リサラがぴくんと眉まゆを跳はねさせる。

「良介、風呂上がりにバスタオルを巻いて牛乳を飲む目的は？」

「リサラのスレンダーバスタオル姿と、キュールの幼いくせにワガママバスタオル姿を、特にうなじとか、腋の下とかを重点的に見るためです!!」

　何の迷いもなくきっぱりと言い切ってから、良介は上半身を起こして首を傾かしげた。

「……あれ、それが目的だったっけ？」

「はぁ～。食欲に性欲が勝まさったわけね。この、このエロ介すけ……」

　胸むな元もとのバスタオルを左手で押さえながら、リサラが良介に近づく。

「え、ちょ、ちょっと待ってリサラっ」

　尻しり餅もちをついた良介が脚を投げ出しながら後ずさるが、すぐにゴンッと食卓の脚に背中がぶつかってしまう。

「ひえっ、それだけは、それだけは勘かん弁べんして下さいっ。僕ぼくまだ枯かれたくないの！」

　良介が、それでも後ろに下がろうと、膝ひざを曲げて床を蹴ける。が、意外に重い食卓はさして動いてくれない。

　リサラが、そんな怯おびえる良介の脚をまたいで膝立ちになり、胸元に手を伸のばしてくる。

「フフ、枯れてる方が世のため人のため、純情な乙女おとめ心ごころのためだと思わない？」

　乾いた笑みをリサラが浮かべる。その後ろで、キュールもウンウンと頷うなずいている。

「はい、リサラさん！」

「なによ、往おう生じよう際ぎわが悪い」

「純情な乙女は、タオル一枚、ノーパンノーブラで男にまたがらないと思います！」

「エロ介ぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　その指摘にプチッと何かを切らしたリサラが、エッチな魂たましいを吸い取るために良介の胸元に手を置く。左手をバスタオルを押さえるために使っているせいで、やや強ごう引いんに前のめりになってしまう。

　良介の膝の上を膝立ちのリサラが、腰を落としてまたいだのだ！

　サワッ。

　少しくすぐったくて、膝が揺ゆれてしまう。

「ひゃぁんっ!?」

　リサラが、可愛かわいらしい声で鳴いた。

「…………」

「…………」

　良介とリサラが、刹せつ那なの間見つめ合う。確信の持てない良介の疑ぎ惑わくの視線に、リサラがカァァァァと顔を赤らめた。

　それは良介の疑念への肯こう定ていの返事だ。

　そう、下半身に茂しげる……赤い、赤い草原。黄金よりも貴重な、全ての男の子が夢見て求めるエルドラドとの遭そう遇ぐうっ。

「え、ちょっとマジでっ!?」

「いっ、い───やぁぁぁぁぁぁっ」

　良介の魂の最も深い箇か所しよ──人間の生きる力が蓄たくわえられている最も強い霊れい力りよくがある場所が、激しく脈動し始める。生きる力が霊力が溢れ出していく。

　そう、エッチな心こそが加賀良介の生きる力だった。そして、普ふ通つうではあり得ないことに、良介はエッチな刺し激げきに呼応して、それを増大させていく。

　と、魂の奥おく底そこまで突き刺ささった《折れた剣けんグラム》もまた、咆ほう哮こうを始める。

　溢れ出す良介のエッチな心を吸い取り、身み震ぶるいし、強くいきり立ち始める。

　良介の男の子の剣と共に、《折れた剣グラム》もまた、強く太く伸びていく。

「お、お姉様っ、まずいですわっ。《グラム》に覚かく醒せいされたら、キュール達で押さえ込めるかどうかっ」

「安心しなさいっ。我わがレストール家の秘宝《グラム》の主あるじは、この私なんだから！」

　キュールの悲鳴にも似た声に、リサラが叫さけび返す。そして、良介の胸元に置いた手に集中する。

「《グラム》、《折れた剣グラム》よ。汝なんじの主リサラ・レストールの名において命ずる。この私に、可か及きゆう的てき速すみやかに、超ちよう特急でかき抱いだいた魂の力を捧ささげるのよ！」

　──オオォォォォォォォン。

《グラム》が身じろぎした。

「《グラム》！」

　リサラが叫ぶ。

　一いつ瞬しゆんの間の後に、良介の生きる力が《グラム》を通してリサラに流れ込んでいく。大量の霊力がリサラのモノになっていく。

　彼女は、死神が人間界に居続けるための術式《存在ボドウライス》を、こうやって補給していた。

　それは同時に、良介のエッチなエネルギーがなくなることだ。

　まして、今のようにイレギュラーの場合は、容よう赦しやなくすっからかんになるまで吸い取られてしまう。その後の良介といえば、女の子のこととか、どーでもよくなっちゃった枯れた男になるのだった。

　エッチなことを見ても、エッチなことに出会っても、何も感じない、ただ涙なみだする男に。

「ふぅ……」

　一仕事終えたリサラが、乱れたバスタオルから薄うすい胸元を半ばまで露あらわにして、荒あらい息を吐ついた。しかも目の前でだ。

　お風呂上がりの女の子特有のシャンプーの匂においが鼻び孔こうを満たし、まだ少し火ほ照てっている肌はだの温かさを感じる。

　良介は、血けつ涙るいを流しながら淡たん々たんと言葉を紡つむぐしか出来なかった。

　何より、谷間はないものの薄いバストの膨ふくらみが胸元にはっきりと見えていた……。

「この状じよう況きようで重いとしか感じない俺って、もう男として死んだも同然だよな……」

「お姉様ってば、だいた～ん♡」

「え？」

　良介とキュールに言われて、自分が今どんな姿勢をしているのか、そして下半身の感覚にリサラが気が付く。それは、彼女の羞しゆう恥ち心しんのキャパシティを遥はるかに超こえる事態だった。

　そう、リサラの脳みそが完全にショートしてしまう。

　目を回しながら、首から徐じよ々じよにリサラの顔が赤くなっていく。

「…………………………」

　そして、耳まで赤くなってから一秒、わなわなと震ふるえながらようやくリサラの脳みそが動き出す。

「い、い───や─────────────────[image: !!!]」

　涙ながらも走り出すと、

「いったぁぁぁぁいっ」

　足の小指とかを時々ぶつけながら、バスタオルを落として慌あわてて拾い上げたりしながら、リサラは自分の部屋に駆かけ込んだのだった。

　その後を、

「うう、何でだ、俺の、俺の息むす子こよっ、立て、立つんだぁぁっ、う、うおぉぉぉぉんっ」

　良介もまた泣きながら部屋に駆け込んでいく。

「オン？」

　何事かと顔を出したカエサルにキュールは苦く笑しようしつつ、

「あーあー、似た者同士なんですから」

　軽く肩かたをすくめた。

　ちなみに夕飯はリサラが立ち直った三時間後、夜十時になったのでした。

　その席上で良介は、

「ええとその、牛乳は毎日飲むのが一番だと思う」

　そう伝えながら、もう吸い取らないで下さいお願いしますと頼たのみ、リサラは、

「ステーキ、みんなで分けよっか」

　と提案して、さっきの恥はずかしい出来事は忘れなさいと頼んだ。

　で、

「あは、あはははは」

「あは、あはははは」

　二人して乾いた笑い声を上げながら、互たがいの提案を認め合ったのだった。

「やっぱり、似た者同士ですわ……ね、カエサル」

「オンッ」
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　起きたら昼だった。

　それも一時をかなり回っている。

　朝の反応はない。エッチな夢も見なかった。

　ただただ、なんかもうどーでもいいや的なだらーんとした感覚のまま、昼まで寝ね続つづけていたらしい。

「虚むなしい……」

　良介はダラダラと起き上がり、ダラダラと朝の身み支じ度たくをして、ダラダラと試験休みで学校がないことに気が付き、ダラダラと私服に着き替がえ直し、ダラダラと二階の自分の部屋から食しよく卓たくに移動した。

「随ずい分ぶんと遅おそいお目覚めね」

　おはようもなく、リサラがいきなり嫌いやみを言ってくる──と思ったら、

「おはよう、良介」

　ちゃんと挨あい拶さつしてくれた。

「お昼ご飯にしてもいいかしら？」

「ああ、問題ない」

　若さの特権か。起き抜ぬけにもかかわらず良介の胃い袋ぶくろは、グーグーと猛もう烈れつな抗こう議ぎを始める。

　栄養だ、栄養がとにかく欲ほしい。

　精神にエッチという名の栄養が無いのなら、せめて肉体にカロリーという名の栄養を補ほ充じゆうしなければ死んでしまう。

　とか思いつつ、ふと気が付いた。

「リサラ、もしかしてまだ昼飯食ってないのか？」

「ええ、そうよ。どっかのお寝ね坊ぼうさんのせいで、空腹もいいところだわ」

　エプロンの紐ひもを締しめながら、リサラが横目で睨にらんでくる。

「もしかして、待っててくれたのか」

「ま、別々に作るのも面めん倒どうだしね」

　その答えは、待っててくれたってことの素す直なおじゃない肯こう定ていだ。

「悪いな」

「どういたしまして、家主様。といっても、サラダとお素そう麺めんだけどね」

　エプロンを着たリサラが台所で料理を始めるのを見つつ、良介は思う。

　素麺に別々に作る面倒とかあったかな……と。

「ちなみに、おつゆは私のお手製だからちゃんと味わいなさいよ？」

「お手製？」

「キッチンの奥に、利り尻しり昆こん布ぶと鰹かつお節ぶしと煮に干ぼしがあったからね。出だ汁しを取って、醤しよう油ゆとみりんで作ったのよ」

　リサラが、沸わいた鍋なべに差し水を入れる。

「煮干しの頭とワタをいちいち取るのって、意外に面倒なんだから」

「はぁ」

　さっぱり料理のことは分からない良介だ。

「……そうだったわね。良介に説明しても意味ないのよね」

「すんません」

「いえいえ」

　背中を向けながら肩をすくめる。

「どうせお腹なか減ってるんでしょ？」

　リサラがサラダと共に、大きな器うつわに大量の素麺を入れて食卓に置く。

「って、二人分しか箸はしないじゃないか。キュールの分は？」

「キュールなら、桃もも園ぞの学園で出来たっていう友達に誘さそわれて映画を見に行ってるわよ。夕方まで付き合うって言ってたわ」

「もう友達いるのかよ。あいつ、意外に社交性あんのな……」

「猫ねこ被かぶるの得意だからね」

「なるほど。被ひ害がい者しやの言葉には信しん憑ぴよう性せいがあるな」

「……悪かったわね」

　憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべてリサラが蕎そ麦ば猪ちよ口くにおつゆを入れる。

「ま、いいわ。じゃ、いただきます」

「いただきます」

　ズルズルと素麺を啜すする。

　あっさりめのおつゆが、ちょっと新しん鮮せんだった。市し販はんのおつゆよりも甘あまみがなく、スルスルと胃袋に落ちていく。

　それでいて、味はしっかりあるのだからリサラの料理の腕うではやはりなかなかのものだ。

「ねえ、良介」

　リサラがツルンと素麺を飲みこんだ。

「試験休みだけど、貴方あなたは用事はないわけ？」

「現時点ではないな。美少女にデートに誘われるわけでもなく、お姉様に付き従うわけでもなく、なんの予定もない」

「……もしかして良介、友達いない？」

「失礼なっ。いるっての！」

「だったら、なんで誰だれにも誘われてないのよ」

「うん、まぁ俺おれの普ふ段だんの休日はエッチなＤＶＤ見たりエッチな本を読んだりエッチなポイント探しに行ったり、色々と研けん鑽さんに忙いそがしいからな。みんなよく知ってるんだよ」

「ざ、残念な青春ね……」

「うっせぇぇっ。その青春だってな、お前にとっちゃ残念に見える青春だってな、楽しいんだよっ。俺には楽しかったんだよっ。でもな、今日は……くそっ、今日も明日も、お前にエッチな心吸われちゃって、全然やる気起きないんだよ。えぐっ、えぐえぐ」

「責任を感じるべきなんでしょうけど、感じないのは何な故ぜかしらね……」

　リサラが苦笑よりも、引きつったといった方が正しい笑えみを浮かべる。

「ま、どっちにしろ暇ひまってことよね？」

　顔を軽く叩たたいて、リサラが気分を入れ替かえる。

「ああ、暇だよ。暇さ、暇とも」

「なら、ちょっと私に付き合ってよ」

「付き合うって、何にだよ」

「もちろん、特異者捜さがしよ。他ほかに何かあると思う？」

「いや、そうだけど。特異者って、イリアの話だと学園で見つかってるんだろ？」

「部活やってない生徒だったら、休み中は学園にはいないでしょ。だから、生徒達がよく遊んでる場所を案内して欲しいのよ」

「ああ、なるほど」

「じゃ、決定ね。お昼を食べ終わったら行きましょ」

　勝手に結論を出したリサラが、素麺をまた啜り始める。

　その姿を見つつ、まぁおつゆのお返しと思えば仕方がないかと、ダラダラと思う良介だった。




「暑いわね」

　リサラが汗あせを拭ぬぐった。もう四時近いのに、夏の日差しが容よう赦しやなく降り注いでくる。

　そんな中を、ファーストフード店、ゲームセンター、映画館（お金がなくて入らなかった）などを歩いた。さらに商店街では百円ショップを初めて知って興奮したリサラが、綿棒や電池などの雑貨を買ったトラブルもあったが……。

　最後に、桃園学園近くにある大きな公園に良介とリサラはやって来ていた。

　中央に大きな池があり、周囲を木々が囲っている。その空気と雰ふん囲い気きで、間ま違ちがいなく町中よりも数度気温は低い。それでも夏はやっぱり暑いのだが。

「成果は芳かんばしくないんだろ？」

「まあ、元々あまり期待はしてないから。だって、良介と会ったあの日だって、探査の術式使いながら歩いてダメだったんだもの。それでも、まぁ家にいるよりは何かしていたいじゃない」

「なるほどね」

　イリアの話からしても、どうやら特異者は一ひと筋すじ縄なわでは見つかりそうにない。

　それは覚かく悟ごしていたことでもある。

「あ、良介」

　いきなりリサラがＴシャツの袖そでを引っ張った。

「特異者か!?」

「え……ああ、違ちがう違う」

　リサラが目をぱちくりとしてから笑う。

「じゃぁ、なんだよ。焦あせったじゃないか」

「あはは、ごめんね。そうじゃなくて、あれよ、あれ！」

　リサラが池を指さした。

「あれって……」

　指先から線を延ばしてみると……、

「池のボートのこと言ってるのか？」

「ええっ。なにあれ、すっごく可愛かわいい!!」

「可愛いってことは、手こぎボートじゃなくて……白鳥の方だよな」

「そうよ。あの白鳥のボート、乗ってみたい！」

「はぁぁぁ？」

「何よ、ボートに乗ってる中に特異者がいるかも知れないじゃない。そのためよ、そのためっ。可愛いからじゃないわよ？」

「信じられるかっての」

「テヘ♡」

　わざとらしく舌を少し出して笑う。

「ま、いいじゃない。試験も終わったことだし、息いき抜ぬきも大切でしょ」

「今のリサラの言葉は、全部言い訳に聞こえるぞ……」

　するとリサラがぴょんと良介の前に跳とんで、

「うーん、じゃぁ……可愛いから乗りたい。これでいいでしょ」

　下からのぞき込むようにして言ってくる。

　なんか、それは逆らい難がたいポーズだった……。

「へいへい、分かりましたよ。付き合うよ、付き合えばいいんでしょ」

「ありがとっ」

　満面の笑みを浮かべると、リサラは姿勢を直して早足で桟さん橋ばしに歩き出したのだった。

　ボート乗り場はそこそこ混雑していて、十五分ほど並んでようやく順番が回ってきた。

　白と黒のオーソドックスな塗ぬりの白鳥ボートは、自転車のようにペダルを踏ふんで前に進むタイプで二人乗りだ。

「たまに思うけど、人間って面おも白しろいこと考えるわよねぇ」

　とか言いながら、ペダルを踏むリサラは上じよう機き嫌げんだ。

「しかし、さすがに休日、それも夏休み前だよなぁ」

　周りを行き交かうボートを見つつ、良介は少し自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようした。

「どういうこと？」

「どうって、見ろよ。家族連れよりも、カップルだらけじゃないか」

「あ……本当ね……」

　リサラが目を丸くする。

「ま、公園のボートなんて本来そーいうもんだからな。カップル向けのアトラクションみたいなもんだ」

「……そうなの？」

「ああ。俺が渋しぶった理由が分かるだろ？」

　ジロリと良介が睨にらむと、リサラが顔を背そむける。

「知らなかったんだから仕方ないじゃない」

「そりゃ、そうだけどさ。これでクラスメイトなんて遭そう遇ぐうしてみろ、お前、また俺と付き合ってるとか勘かん違ちがいされるぞ？」

「そ、そうかしら」

「間違いないね」

「ふ、ふうん、そう。それは困りものね」

「だろ。ま、俺は別に構わないけどさ」

「えっ」

「だってほら、俺はモテないし、気にするような立場でもないしな」

　自分で言いながら、少し悲しくなる良介だった。

「あ、そう。そうね、そうよね……」

　良介の悲しみが伝わったのか、リサラも少し暗い口調で言ってくれる。

「なっ[image: !!!]」

　いきなり、リサラが高い声を上げた。

「なんだよ、驚おどろかせるなよ」

「あれ、あそこを見てよ」

　顔を隠かくすように身を屈かがめてリサラが指さす。

「また可愛いものとかか──」

　とは正反対の生き物がそこにはいた。

　そう、玉たま野のとクラスメイトの大おお平ひらだ。

　何故か二人仲良く手こぎボートで池に浮うかんでいる。

「あいつら、ホモだったのか……？」

　いや、それは考えられない。

　校内女子の好こう事ず家かによる情報ネットワーク『マンコカパックパーティー』、初代会長の玉野と二代目会長の大平なのだ。良介に並び立つ女好きの玉野と、良介に並び立つフェチな大平なのだ。あの二人が、女ではなく男が好きだなんてあり得るわけがない。

「何をやってるんだ、いったい……」

「良介、隠れてっ！」

　いきなりリサラが良介の頭を押さえる。

「お、おいっ」

「い、一いつ緒しよだと、ほら、その……あ、あれでしょっ」

　下から見上げるリサラの顔は、なんか赤い。

「ええと、あれって……あ、ああ、確かにあの二人にこんなところ見られると、後々やっかいだな」

「でしょっ」

「しかし、ここそんなに広くないし……」

「ええと……ひ、膝ひざの上に頭を置いていいわよ、仕方ないし」

「えっ!?」

「こっちの白鳥ボートの方が大きいし高いから。視線が低いボートからなら、それで見えないはずよ」

　そう言いながらリサラが良介の頭を掴つかみ、仰あお向むけに誘ゆう導どうして太ももの上に後頭部を置く。

　フワ、フニュン。

　後頭部が、フィットしていく。

　柔やわらかく温かく、後頭部だけではなく、頭部全体を包み込むようだ。

「はぁぁぁぁ」

　思わず吐と息いきが出てしまう。

「こらっ、静かにしてて！」

「むぐっ」

　口をリサラにふさがれてしまう。

「あれ、そこにいるのはリサラくんじゃないか？」

「確かに、リサラさんだ」

　玉野と大平の声が聞こえてくる。

「お、おほほほ、二人とも奇き遇ぐうね」

「いや、まったくだね。やはり僕ぼくとリサラくんは、運命で繋つながっているようだね」

「明日あしたにでも切っておきますね」

「はう……」

「リサラさんは一人なんですか？」

「ええ、大平くん。ちょっと息抜きしてたの。そういう二人こそ、こんなカップルの中で何をしてるわけ？　もしかして、男同士でお付き合いしてたの？」

「「いいえ」」

　玉野と大平が、息もぴったり否定する。

「校内女子の調査に来てました。付き合ってる相手がいるといないとでは、ランキングに影えい響きようが出るので、定期的に調査しておかないと」

「大平くん、それは内ない緒しよだろ」

「あ、ああ、そうだった玉野先せん輩ぱい」

「ええと、どういうこと？」

「あはははは、では、期末試験休きゆう暇か祭のリハーサルで会おう！」

「あ、玉野先輩っ」

　玉野と大平のボートが離はなれていく。

「……何だったのかしら。良介、もういいわよ」

　だが、そのリサラの声は良介の耳には届いていなかった。

　何な故ぜって？

　だって、今は膝ひざ枕まくら。

　神秘の膝枕。

　女の子の膝枕。

　この世界において最も尊い、最も価値ある、最も柔らかい、最も素す晴ばらしい女の子の膝枕。膝と言いつつ実はあの柔らかく、ちょっとむっちりした太ももに頭を埋うずめる、膝枕だ。

　ダーウィンの進化論的に言えば、

（人類は、膝枕を手に入れるために二足歩行に進化したんだ!!）

　と言えなくもない膝枕だ。

　後頭部から伝わる太ももって幸せって感覚が、良介の中を徐じよ々じよに熱くしている真っ最中なのだ。

　荒あれた草原に、恵めぐみのパトスが降り注ぎ始めている。

　こうしていると、フツフツと生きる力が復活してくる気がする。

「ああもうっ、なんか幸せそうな顔してっ」

　もし不満があるとすればただ一つ。

　こうやって仰向けになっているのに、おっぱいの山がリサラにはないことだ。

　下から見上げる聖なる双そう丘きゆう、そのお姿はさぞ神こう々ごうしかっただろうに……。

「──っ！」

「いてっ！」

　リサラがポカンと頭を叩たたいた。

「何すんだよ！」

「今、何か失礼なこと考えてたでしょっ！」

「え、いやぁ、あははははは」

　仕方なく体を起こし──、

「またぁっ!?」

　良介の頭がまた掴まれる。

「今度はなんだよっ」

「あの二人、なんかまた戻もどってきてるのよ！」

「グッジョブ！」

「あ、あのねぇっ」

「では、改めてふつつかな者ですが……」

「何よ、それ……って、ちょっとぉぉっ！」

　魅み惑わくの太ももにダイブしようとした瞬しゆん間かん、良介の頭ががっしりとリサラに掴まれた。

「なんだよっ、ただ膝枕に戻ろうと思っただけだぞ！」

「なんで顔からしようとしてるのよっ。仰向けでしょ、仰向けにしなさいよ！」

　そう、今度は顔面から、つまり俯うつぶせの膝枕を良介はしようとしたのだ。

「だって、正式な作法に則のつとった膝枕は、きっとこっちだって。そうに決まってる。てか、後頭部だけに幸せを感じさせるのは不公平だ。顔面にも幸せになって欲ほしい」

「そんな幸せは捨てなさい！」

「いやだねっ。自分からするのは躊躇ためらうけど、してもらえるなら万ばん々ばん歳ざいで幸せを噛かみしめるね！」

「だ、誰だれが、させるものですか！」

　顔を太ももに埋めようとする良介と、そうはさせじとその頭を握にぎるリサラの力がせめぎ合う。良介の頭が、太ももに近づいては離れ、また近づいては離れ、膠こう着ちやくする。

「くっ、そんなに嫌いやか」

「い・や・よ！」

「………………な、なら、横でどうだ」

「横？」

「横向き膝枕。ほら、耳かきとかして貰うスタイル」

「……………………」

　リサラが一秒ほど考える。

「その代わりに、変なことしないわよね？」

「変なことって、夢の膝枕中にお尻しりを撫なでるとか、クンカクンカするとかか？」

「ちょ、ちょっと……耳かきでもなんでもしてあげるから、それはナシよっ、絶対にナシだからね！」

「真に受けるなよっ。俺はそーいう女の子が嫌がることは、暴走でもしてないとしないっての！　そのあたりは、実じつ践せん派はではなく妄もう想そう派だ！」

　きっぱりと言い切る。

「そう言われればそうよね。変なところで優やさしいのよね」

「フフッ、女の子に優しくが俺のポリシーだ……って、あれ？」

　顔を横向きにしながら、良介は気が付いた。

「何よ？」

「リサラ、耳かきしてくれるって言ったよな？」

「え、あれはその勢いっていうか………………して欲しいの？」

　リサラが、視線をずらしながら言ってくる。そう素直に言われると、なんというか、まるで漫まん画がで読む初うい々ういしいカップルみたいにドキドキしてしまう良介だ。

「その、ええと、無理は……言わないけど……してくれると、嬉うれしいです」

「…………………………いいわよ」

「え？」

「ほら、さっさと膝枕になって隠かくれる！」

　リサラが力任せに良介の頭を、太ももに押しつけた。

「むぎゅっ！」

　横向き膝枕の完成だった。

　結局、玉野と大平は途と中ちゆうで曲がって離れていった……。

「ええと、意味なかったのか。ってことは、耳かきはナシか……」

　残念な気持ちと、何故か少しの安あん堵ど感かんが良介にはあった。

　夢にまで見た、男子一生の夢である女の子に膝枕されての耳かき。今後、良介の生しよう涯がいには二度とないかも知れない好機が、なくなったのにだ。

「ほら、動かない」

　起き上がろうとした良介の頭を、リサラが押さえる。

「え？」

「……百円ショップで綿棒を買ったでしょ。ほら、使い勝手も知っておきたいし」

「え、え？」

「だからっ、耳かきをしてあげるって言ってるのよ！」

「マジでっ!?」

「だから、動かないの！」

　思いっきりリサラが良介の頭を押さえつける。

「イ、イタタ、痛いですっ」

「私だって痛いわよっ！」

「いや、ならするなよ……」

「…………そ、そうよね」

　そう言ってから、リサラがクスクスと微笑ほほえむ。

「ふふっ、くすぐったくても動いちゃダメだからね」

「お、おう」

　顔を横にしていて良かったと、良介は思った。

　なんでか、降ってきた笑い声に顔が真っ赤になってしまったから。絶対に、リサラに純情だのなんだのと笑われるに違ちがいないのだ。








[image: ]








（なーんか、調子狂くるうなぁ……）

「ふうん、硬かための綿棒ね……」

　呟つぶやきながらリサラが良介の耳に綿棒を入れた。

　そして数秒後、

「いってぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　悶もん絶ぜつする良介の姿がった。

「…………よく考えたら、揺ゆれてるボートの中で耳かきなんて絶対に不可能よね」

「波のバカぁぁぁぁぁぁ!!」








※注意：これは『だから僕は、Ｈができない。３』の続きです。印刷ミスではありません。






　今年もまた愚おろかな人間達が、私のためにバカ騒さわぎをしてくれる。

　暗くら闇やみの中で、我わが研究はさらに進むことだろう。

　そして研究はそのまま、私が人間界に存在し続ける力の源みなもとにもなる。

　まして今年は、私が狙ねらいを付けていた人間共をわざわざ選んで集めてくれた。

　人間とは、なんと愚かな連中だろうか。

　私の研究は順調に進む。

　世界を正す日は近い。

　ああ、確かに去年はイレギュラーがあるにはあった。

　取るに足らぬイレギュラーではあったが、少々処理を失敗したようだ。

　おそらくはその影えい響きようだろう。

　幾いくつか邪じや魔まな要素が紛まぎれ込んでいるのは、事実だ。

　だが、あの程度の要素であれば問題なく排はい除じよ出来る。

　レストール家すら恐おそれたこの私に敵かなう死神など、存在しない。

　まして我わが手には、アレがある。

　全く問題はない。

　しかも、その要素すら選ばれて、狙いを付けている人間と共に一箇か所しよに集まっている。

　なんと幸運なことだろう。

　邪魔な要素を取り除くと同時に、今年もまた得ることが出来るのだ。

　人間よ、解放するがいい。

　全すべてをさらけ出すがいい。

　喜べ、悦よろこびに打ち震ふるえるがいい。

　この私に搾しぼり取られて。

　そう、選ばれた人間共から私は搾るだろう。

　おっぱいを搾るのだ。

　白き聖なる力を、おっぱいから搾り取るのだ。

　私はそれを飲み干し、力とするだろう！

　待っているがいい。

　おっぱいという名の、タンクを持つ者共よ。

　我が技術によっておっぱいを解放し、搾り取ろう。

　その時、人間共は悦びと共に私に感謝するのだ！





※注意：案の定これは『だから僕は、Ｈができない。３』の一部でした。










　三章　でんじゃらすりはーさる




　リハーサルが行われる月曜日の朝がついに来た。

　おかげさまで良りよう介すけのエッチな魂たましいはかなり復活したとみえて、寝ね起おきはちゃんと息むす子こ様も元気な姿を見せてくれていた。そんな爽そう快かいな気分のまま、リサラとキュールが律りち儀ぎに朝の新習慣牛乳を飲み終えるのを確かく認にんして、学校に向かった。

「ねえ、良介。そもそも肝きも試だめしって、学校のどこでやるのよ」

　リサラが聞いてくる。

「そうですわね。それはちょっと気になりますわ。体育館とか、しょぼいのはちょっと遠えん慮りよして欲しいんですけれど」

「オンッ」

　キュールとカエサルも会話に加わってきた。

「行けばすぐ分かるって」

「もったいぶってるわけ？」

　良介の答えに、リサラが唇くちびるを少し尖とがらせる。

「もったいぶってるっていうか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだからさ。わざわざ説明するのもバカらしいっていうか」

「ふうん」

「そもそも、そこの角を曲がればもう着くんだし、慌あわてるなよな」

「どうせ私はせっかちですよ。ええ、せっかちですとも」

「確かにリサラお姉様はせっかちですわね」

「オンッ」

　キュールとカエサルがうんうんと頷うなずく。おかげでリサラの唇は少しどころか、思いっきり尖ってしまっている……。

「こんなんで拗すねるなよ……」

「うっさいわね。乙女おとめ心ごころは傷つきやすいのよ。それともなに、慰なぐさめてくれるっていうの？」

　ジロリとリサラに見られて、良介が目を瞬しばたたかせる。

「へ、俺おれが？」

「あー、はいはい。期待した私が悪うございました」

　スタスタと早歩きでリサラが先に行ってしまう。

「ちょっと待てってっ、なぁ、おい。なに怒ってるんだよっ」

「怒ってませーんっ。怒ってないったら、怒ってないわよ」

　慌てて追いかける良介の速度に合わせて、どんどんリサラの歩くスピードも速くなっていく。

「てか、それもう走ってるだろ！」

「走りたい気分なのよっ！」

「なんでだよ！」

「知らないわよ！」

「いや、お前の気分なんだし！」

「だから、知らないっての！」

　完全に駆かけっこ状態だ。

「はぁ～、何をやってるんだか。下らないもいいところですわ」

「オン（お子様の相手は疲つかれるってことさ）」

　キュールとカエサルは、成立しているような、していないような会話をしつつ、のんびりと後を追う。

「って、角曲がってすぐに止まってますしっ」

「まぁ、リサラが走るのをやめてくれたからな」

「仕方ないじゃない。ホントに一目瞭然なんだもの」

　リサラが半ば呆あきれ気味に呟く。その視線の先には、桃もも園ぞの学園の高等部校舎が見えている。その右半分の窓と壁かべが黒く塗ぬられていた。所々にお化けの装そう飾しよくなんてものもある。

「な、言った通りだろ？」

「いや、その、これ……美術部とかがやったの？」

「美術部と玉たま野の先せん輩ぱいの家。なんかあの先輩が入学してから、イベント全体が大規模になってるらしい」

「ま、まあ、ありがたいっていえばありがたいんだけど……」

「本人が一番楽しんでるみたいですし、いいんじゃないですか？」

「そうそう、キュールの言う通りだ」

　良介が歩き出すと、首をひねって「いいのかしら？」と呟きながらリサラも歩き出す。

「おお、いいところに来たね」

　校舎一階の昇しよう降こう口に行くと、そこが受付らしく玉野が見るからにウキウキとした顔で待ち受けていた。その他ほかにも脅おどかす役に選ばれた、美み菜な、イリア、マルベック、乱らん橋ばし、五十嵐いがらし、鬼おに崎ざきといった面々が揃そろっている。

「おはよう、良介くん」

　美菜が小さく手を挙げて、挨あい拶さつしてきた。

「早かったな、美菜」

「うん、ドキドキして早起きしちゃったから……」

　遠足とか、意外に好きなタイプである。

「リサラさん、遅おそいんですけどぉ」

　イリアの小こ馬ば鹿かにしたような言葉に、リサラがフンッと鼻を鳴らす。

「そっちが早すぎるのよ。せっかちはそっちなんじゃないの？」

「残念でしたぁ。イリアってばぁ、売れっ子グラビアアイドルだから～。朝まで収録があったのぉ。おかげでタクシーの中で寝ねただけだもん。ふわぁぁぁ、テレビ局でシャワーを浴びて家にも帰らないで直接来たんだから～。売れっ子モデルも大変なのよぉ♡」

　わざとらしく欠伸あくびをする。

「偽にせ乳ちちで騙だましてるくせに」

「っ──あ、あらぁ、そういうリサラさんのバストだってぇ、ブラジャーいらないレベルじゃないのぉ」

「失礼ねっ。ちゃんとしてるわよ！」

「パッド入りでしょ？」

「あんたと一いつ緒しよにしないでよねっ。この偽乳アイドル！」

「に、にせじゃないもんっ。ファ、ファンの夢と希望で膨ふくれてるだけだし！」

「そのファンってのは、ここのエロ介すけみたいのだけどねっ。詰つまってるのは、夢でもなんでもなくて、エッチな妄もう想そうでしょ！」

「なっ……」

　リサラの指し摘てきに、イリアがギギギと軋きしむ音を立てながら良介を見る。

「いやぁ、男の夢って基本エロいことじゃん。仕方ないっていうか……その、お世話になりました」

　斜ななめ四十五度で深々と良介がイリアに頭を下げる。

「ひううぅぅぅぅぅぅぅっ。分かってて、分かってて、あえて目を逸そらせていた現実が今ここにぃぃ」

「ふふふ、ざまー！」

「くっ、くぅぅっ、なんだべっ、リサラさぁなんてエッチな妄想さぁ、詰め込むバストもねぇっすべ！」

「あ、あるわよっ。そのくらいはあるから！」

　もうよく分からない対立になりつつある……。キュールなんて口を押おさえて「ぷーくすくす」と必死に笑いをかみ殺しているし、他のメンツも呆れたり失しつ笑しようしたりしながら二人を見ている。良介は良介で、女の子がおっぱいで喧けん嘩かしてる姿は可愛かわいいなぁと一人満足中だ。

　そんな中、唯ゆい一いつの良心が美菜だった。

「あ、あの、その、朝から喧嘩はやめましょうよ」

「美菜っ……」

「美菜さぁ……」

　リサラとイリアが、邪じや魔まするなと怒った顔のまま美菜に振ふり返り、何な故ぜか押おし黙だまった。

「何かしらこの、ものすごい虚むなしさは……」

「ずるい……ずっるーい……」

　敗北感に打ちひしがれながら美菜の胸をちらちら見つつ、二人が離はなれていく。

「え、あの……ええと」

「げに偉い大だいなのは、バストサイズということかな」

　戸と惑まどう美菜に、玉野がうんうんと頷く。

「いや、玉野先輩。貧しいは貧しいで、味わいはちゃんとあるだろ。俺は大きい方が好きだけど、小さいおっぱいにも小さいおっぱいなりの、侘わび寂さびってヤツがある」

「侘び寂び……私のバストは侘び寂び……全然褒ほめられた気がしないのは、何故？」

　良介の言葉にリサラが、ブツブツと呟つぶやく……。それも、良介に暗い視線を投げながらなせいで、良介の背中に肝試し前にもかかわらず、ひんやりと恐きよう怖ふが走るのだった。

「まぁまぁ、胸の大きさなんてなくたって、二人ともいーじゃないですかぁ。その……ちゃんと女性に見られてて」

　乱橋がボソッと呟いた。その瞳ひとみの色は、眼鏡めがねの奥おくでよく分からない……。

「さ、さてと、ではそろそろみんなの役割を決めようか」

　慌てた様子で玉野が手を叩たたく。

「基本はくじで決めようと思うけど、この配役、ぬりかべだけは、イリアくんにやってもらう」

「ちょ、な、なんでですかぁっ！」

「分からないかな、イリアくん」

「全然、まったく、さっぱり分からないんですけどぉっ。イリア、イリアはアイドルなのに～」

「だが、キミにはおっぱいというものの価値がまったく分かっていない。良介くんの言う通りだ。貧しい乳には貧しいなりの、えぐれた乳にはえぐれたなりの価値というものがある」

「え、ぐ、れ、た……」

　カチンとイリアが固まった。

「そう、イリアくんとリサラくんには、貧ひん乳にゆうというステータスがある」

「あ、あははは、貧乳ってステータスがあるんだって私、あは、あははは、ぐずっ、ぐすぐす……」

　リサラの目に涙なみだが浮うかぶ……。

「それを、それを自覚していないイリアくんには、是ぜ非ひとも自分を再発見するためにも、整地された真っ平らな、ただの板であるぬりかべをやってもらいたい！」

「整地された真っ平ら……」

　イリアが呟き、

「ただの板……」

　リサラが呟き、二人して「うゔゔぅぅぅっ」とむせび泣いたのだった。

　で、くじ引きの結果、良介はミイラ男、リサラが雪女等と決まった。

「最後に、今日のリハーサルでの客役を決めたい」

「私達の中から出さないでも、他の生徒を呼べばいいと思うのだけど？」

　吸きゆう血けつ鬼き役の五十嵐が黒く長い髪かみを軽く後ろに流しながら、疑問を口にする。

　その言葉に、座ざ敷しき童わらし役の鬼崎も元気よく頷うなずく。

「そうだよ。客役の人は、リハ出来なくなっちゃうじゃん」

「なるほど二人の言うことにも一理ある。でもね、僕ぼくとしては他の生徒に肝きも試だめしの内容を明かしたくないんだよ。内部の仕し掛かけも、生徒はノータッチだしね」

「玉野くん、またお金を無む駄だに使って……」

「相変わらず、玉野ってバカだよなぁ」

　同じ三年ということもあって、五十嵐と鬼崎の言葉は容よう赦しやない。

「そう言うなよ。みんなで楽しめるんだからね」

「玉野先輩、もしかして……先輩が客役に立候補するんじゃないでしょうね」

　良介の言葉に、玉野が一瞬肩かたを跳はねさせた。そして、軽く深呼吸をしてから良介を見る。

「な、なんのことだか」

「図星かよ……なら、リサラや美菜を守るためにも、客役を玉野先輩に任せるわけにはいかないな」

「ど、ど、どうしてそう思うのかな」

「一人一人分散配置だろ？　ってことは、周りに人間はあまり居ないわけだ」

「あ、ああ」

「スカートの下のぞける細工とか、転んでおっぱいにタッチするとか、コンニャクでお尻しりをなでたり、雪女の帯をクルクルって回転させながらほどいたり、色々とするつもりだったんだろ！」

　ビシッと良介が玉野を指さす。

「さすがにそこまで馬ば鹿かなことはしないんじゃないかしら……」

　リサラが呟くが、

「な、なんで分かったっ。さては良介くんっ、ゆうべのうちに乗り込んで、トラップを確かく認にんしたな！」

　玉野が自分から白状しちゃう。

「フフッ、乗り込まなくても玉野先輩、男の子の考えそうなことは、推理出来るのさ！」

「くっ、ならば吸血鬼が入る棺かん桶おけが実は二重底になっていて、寝ている下に潜もぐり込んでハァハァ出来るとか！」

　玉野の言葉にサムズアップして、良介が返す。

「ミイラ男の包帯が実はトイレットペーパーで、水を掛かけてスケスケごっことか！」

「くうぅっ、なら半魚人はっ」

「人魚の衣い装しようと見たっ。それも、もの凄すごくハイレグな人魚水着！」

「負けたぁぁっ。僕の一年にわたる大構想がっ」

　がっくりと玉野が膝ひざを突つく。

「ふっ、一年どころか、長年にわたって肝試しならこーいうことしたいってシミュレーションを繰くり返してきたのさ！」

「く、くそっ、さすがは一年生一学期にして、その満みち溢あふれるスケベ魂だましいによって八はつ奇き衆しゆうに選ばれた《エロ介すけ》こと加か賀が良介くんだ！」

「とにかくっ。そんなエッチで羨うらやましいことを玉野先せん輩ぱいにさせるわけにはいかないな。この俺おれが、リサラや美菜を守るっ！」

　腕うでを組み良介が玉野を見下ろし、さらに宣言する。

「そう、だから俺が客役をやる！」

「却きやつ下か！」

　何故か全女性陣じん（のぞく乱橋）から、却下されてしまったのだった……。

　その後三十分ほどかけて、全すべてのエロトラップは撤てつ去きよされた。ただ、良介がクジで引いたトイレットペーパーで作られたミイラ男の衣装だけは、換かえが間に合わなかった。

　そのせいで、良介が客役をやることになったのだった……。




　　　　※　　　※　　　※




「ええと、矢印通りに進むんだよな……」

　薄うす暗ぐらい校舎の中を、貰もらった提ちよう灯ちん型ライトと仄ほのかな灯あかりを頼たよりに歩いて行く。歩き慣れた校舎も、草むら的な装そう飾しよくとヒュードロドロ的なＢＧＭ、そして時折流れてくる生暖かい空気のせいで、まったく別物に感じられる。

「てか、玉野先輩どんだけ作り込んだんだよ」

　校舎は、完全にお化け屋や敷しきになっている。

「しかし、そろそろ最初の脅おどかしポイントが来てもおかしくな──」

　ぴたりと良介の動きが止まった。目の前に下着姿のヒョウ女が居た。

　何を言っているか分からないだろうが、良介にも分からない。

「ウフフフ♡」

　ただ言えることは、マルベックが紫むらさきやピンクのスポットライトを浴びながら、丸い台で寝ねそべり、指先で良介を誘さそっているってことだ。
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「ひょ、ヒョウ柄がらパンツにブラジャーだとっ！」

　しかも、猫ねこ耳みみと猫のしっぽ付き。

「がお～、食べちゃうぞぉ♡」

「食べて下さい!!」

　それ、お化け屋敷の格好じゃないから！的な発想は、欠片かけらも思い浮かばずに、良介は走った。目の前にある、大人の女め豹ひように我わが身を捧ささげるためにっ。

　そう、マルベックのおっぱいは、あの美菜に匹ひつ敵てきするのだ。

　しかも本物。

　ちょっと年ねん齢れいがいってて少したるんでるっぽいけど、そこもまたイイッ。

「すまないリサラっ。男には、男には、分かっていてもこの身を捧げなきゃいけない時があるんだぁぁぁぁぁぁぁぁ。それが男の生き様っ。ヒャッホ──────イ!!」

「がお～♡」

「わお───────んっ！」

　その時だった。

「《捕スらヴえイしテ鎖イ》よ！」

　イリアの声が響ひびき、良介の体が走る姿勢のまま固まる。

「お、おっぱいまであと二メートルぅぅぅっ!!」

「その前に、体が動かないことを心配してよねぇっ！」

「あ、ホントだ」

　はぁ～とため息を吐ついて、ぬりかべ姿でヒョコヒョコとイリアが歩いてくる。

「んとぉ、ホントに単純おバカさんよねぇ。お化け屋敷にこーんなお色気女がいたらぁ、少しは疑うでしょ、ふつー」

「怯ひるむな、怯おびえるな、ためらうな。男には上らないといけない山がある。そう、おっぱいという名の、気け高だかき母なる山が」

「そんな、良いこと言った的な顔されても困るわけぇ」

「てか、巨きよ乳にゆうに走ったら、まな板が出てきた……」

「まな板じゃねぇっぺ!!」

　叫さけんで、イリアがこけた。

「い、痛いの。鼻が……」

「ほら見ろ。巨乳はちゃんとおっぱいがクッションになるけど、お前は鼻が最初じゃないか！」

「ほだっらごとねぇっ。こ、これは、こんの衣装のせいだ！」

「支部長……何してるんですか。さっさとやりましょうよ」

　胸をゆっさゆっさと揺ゆらして、マルベックがイリアを助け起こす。

「うう、これ凄く歩きにくいんだから仕方ないのよぉ……」

「いや、脱ぬげば……」

「あ……」

　待つこと数分。

　普ふ通つうの制服姿に戻もどったイリアが、動けない良介を自信満々に見下ろす。そのバストは、普ふ段だんの豊満なソレではなくて、何の起き伏ふくも見あたらない水平線だ。

「あれ、ぬりかべから着き替がえてないじゃん」

「バストサイズだけで判断しないのぉっ。うぅ～、豊胸の術式をかける時間がなかったのよ……」

「虚むなしいおっぱいだな……」

「だ、誰だれが好き好んで貧ひん乳にゆうに……しくしく」

「あの、支部長。さっさとですね……」

「え？　あっ、ああ、コホン、そうね、さっさと始めちゃおっか」

「え、もしかして二人して俺の初めてを狙ねらってるの？　いやぁ、最初はちゃんと一対一で手ほどきして欲ほしいんだけど」

「誰も狙ってねえべ!!」

「あらでも、年下の旦だん那な様ってのも……」

　マルベックがニマァと良介を見て笑う。その視線に良介は、人生の牢ろう獄ごくという名の危険を感じ取るが、揺れるおっぱいが、揺れるおっぱいが脳みその中で鳴るアラームをかき消してしまう。

「良介くんはこれから女性と結けつ婚こん出来なくなるんだからぁ、発情したって仕方ないでしょぉっ」

「あ、そうでした。残念」

「ちょっと待てっ、それってどういうことだよ！」

「ウフ、理想の女性に会わせてあ・げ・る♡」

　疑問には答えないで、イリアとマルベックが良介の頭に手を置く。

「偽いつわりの中でトールに殺されし、深き深き恨うらみを持つ巨きよ人じんよ。今、ここで汝なんじの花はな嫁よめを取り戻し給たまえ」

「い、偽りの中でトールに殺されし、深き深き恨みを持つ巨人よ。今、ここで汝の花嫁を取り戻し給え」

　ボウッとイリアとマルベックの手が金色に光り、その光が良介の体に纏まとわり付いていく。まるでウェディングドレスのように、金色の光は良介を包み込んでいった。

「《偽りの花嫁スリユム》よ、《偽りの花嫁スリユム》よ」

　その言葉と共に、良介の心の中で何かが目覚めていく。

「《偽りの花嫁スリユム》よ。《偽りの花嫁スリユム》よ」

　その言葉と共に、良介から何かが消え去っていく。

「《偽りの花嫁スリユム》よ！」

「う、うああぁぁぁぁぁぁっ!?」

　根本的な何かが、良介の中で反転していく。

　良介の中で、何かが湧き上がってくる。

　良介の中で、何かが消え去っていく。

　──オッ、オォォォォォォォォォォォォ!!

《折れた剣けんグラム》が、泣くように吠ほえ続け──消え去っていった。

「はぁっ、はぁはぁ……な、何をしたんだ」

　金色の光で出来たウェディングドレスが消え去ると共に、良介は床ゆかに手を突いた。

　体がたまらなく熱い。そして、胸がひどく重い。

　まるで自分の体ではないような感覚だった。

「あは、予想以上ねぇ♡」

「だ、だから俺に何をしたんだよっ！」

「ウフフ、だから言ったでしょぉ。理想の女性に会わせてあげるって。はい、鏡」

　イリアが手鏡を差し出してきた。

「鏡って……おや、見たこともない極ごく上じよう美少女がいる。って、んなぁぁぁぁんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　手鏡の中に、美少女が一人いた。

　優やさしげに輝かがやく瞳ひとみ、豊かで柔やわらかそうで挟はさめそうなおっぱい、微笑ほほえむだけで光り輝いてしまいそうな美び貌ぼう……。

　あげくに、男子の制服をダボダボに着ているのだっ。ポイントが高い！

　そう、自分を映したにもかかわらず、鏡の中には美少女がいたのだ。

「ウフ、それが良介くんの今の姿ってわけぇ」

　座すわり直して、食い入るようにじっと手鏡を見つめる良介に、イリアが笑いかける。

「あの支部長」

「なによ、マルベック」

「でもまた、なんだって加賀良介を女性化したんですか。これ、かなりのスピリットマネーを霊れい力りよくに変えないとダメだったじゃないですか。おかげで私のは、半分以上なくなってるんですけど……」

「もしかして、理解してないのぉ？」

「はぁまぁ」

　マルベックがばつが悪そうに頭をかく。

「この無能……。いい、良介くんを女性化すれば、リサラさんはもうエッチな魂たましいを吸い取れないでしょぉ。今の良介くんは女性を見たところでぇ、ハァハァ興奮しないはずよぉ。だって自分が女の子なんだからぁ。フフフッ、霊力補給の出来ないリサラさんは、惨みじめに死神界に帰るしかないってわけぇ」

「な、なるほど……でもその」

「あによ」

「いえ、鏡見てハァハァしてるんですけど……」

「へ？」

　イリアが慌あわてて良介を見る。

「やだ、可愛かわいい……」

　手鏡を見ながら、良介がホゥッと呟つぶやいた。

「う、うげ……」

「この首筋から鎖さ骨こつのライン……美しい♡」

「あ、あのちょっと良介くん？」

「耳の形も理想的。見つめられるだけで、男を骨ほね抜ぬきにしそうな瞳、ハァァァァ、この指も細くて白くて滑なめらかだ。何よりもっ、このおっぱい。制服の上からでも分かる、この形、この大きさ、この柔らかさ。なにこれ、理想なんだけど。理想の美少女が鏡の中にいるんですけどっ」

　イリアの存在なんか完全に忘れて、良介は手鏡に映った自分を見つめ熱く呟き続ける。

「ヒップラインもイイ、脚あしだって、ああぁ、つま先でグリグリ踏ふまれながら下から眺ながめてみたい。ハァッ、ハァハァ。でも、何よりもやっぱりこのバストが……くっ、行くぞっ、俺おれは大人への階段を上るぞ！」

　良介がゴクリと唾つばを飲み込み、自分の胸を見る。

「揉もむぞ、も、揉むんだ、この理想のおっぱいを……揉むぞ、自分のだから変じゃないはずだっ、ノー問題だっ」

　気力を総動員して、震ふるえる手を胸むな元もとに持って行く。

　その緊きん張ちよう感かんが伝わったのか、何な故ぜかイリアとマルベックも固かた唾ずをのんで見守る。

「くっ、行くんだ加賀良介。踏み出すんだ、加賀良介っ！」

　ゆっくりとゆっくりと、だが確実に手がおっぱいへと近づいていく。

「さ、触さわるぞっ、いいよね、俺っ」

　叫び、

「はい、構いません、俺！」

　自分で答えて一線を踏み越こえる。

　ふにゅっ。

「あんっ♡」

　服の上から触った瞬しゆん間かん、電気が体を走り抜ぬけて良介は思わず吐と息いきを漏もらしてしまう。

　そのまま、フニュフニュと優しく胸を揉む。

「ああぁぁんっ♡」

　声が我が慢まんできない。

　なんだか妖あやしい気分になってきそうで、良介はおっぱいから手を放した。

「ふ、ふぅ、恐おそるべきおっぱいだぜ。服の上からでも吸い付くような手て触ざわりで、柔らかい。柔らかすぎるぜ……」

　額に浮うかんだ汗あせを腕うでで拭ぬぐう。その汗すら、なんだか良い香かおりの気がする。恐るべき美少女っぷりだ。

「だが、俺の野望はこんなところで留とどまらないぜ」

　視線をさらに下に落とす。

　そう、そこはエルドラド。草原が広がる聖域。神秘の世界。

　股こ間かん、だ。

「へへ、やっちまうのかよ、俺。この幸運を逃のがさずに、大人への階段をもう一歩、上っちまう気かよ……」

　ベルトに手を掛かけ、外はずす。

　ボタンを外して、開ける。

「いいのか、本当に。初めてちゃんと見るのが、人類の男子が希求して止やまない聖なる秘境が……自分のでいいのか？」

　悩なやむ。思いっきり葛かつ藤とうしてしまう。

「男だったらケーオー確実なんだぞっ。そう英語で言えば──Ａ　Ｍａｎ　ＫＯ！」

　息を大きく吸い込み、叫さけぶ。ｉｓなんて知らない。

「ねぇ、マルベック。良介くんってぇ、やっぱり……バカ？」

「あーいうのを、死んでも直らないって言うんですかねぇ」

　イリアとマルベックの呟きなんか、今の良介の耳には入らない。この深い深い悩みをどうするかが重要なのだ。

（そうだよ。まずは、そこまでちゃんと女の子になってるかを確かく認にんしなきゃいけないだろ。見るのはその先だ……）

　良介が立ち上がる。そして手を振ふり上げる。

「うしっ」

　振り下ろし──やっぱり怖こわくなって、速度を落とす。

　もう叩たたくっていうよりも、撫なでる感じで触ふれる。

　スソッ、ペタ……。

「なんかこの方がエッチだったな……でも、うむ無い。我わが息むす子こ様の姿はまったくない」

　ということは、中身はきっと女の子ってことだ。まさか、マネキンやフィギュアのようにツルツルってことはないだろう。

　そう思うと、やっぱり気になる良介だ。

「ううんと、あれだ。これは俺のだ。ってことは、正式に見るってのとはちょっと違ちがう。つまり、ノーカンだノーカン。小さい女の子がお風ふ呂ろでお父さんの象さんを見ちゃったのと同じで、ノーカウントね、ノーカウント。うん、これ世界共通ルール」

　そう宣言して、立ったままズボンを脱ぬぎ始める。慌てているせいか、なかなか脱げずにケンケンになってしまう。

「っと、お、落ち着け俺。俺は逃にげたりしないぞ。そう、俺なんだから、これから俺が見るのは、俺なんだから」

　鼻息も荒あらく、なんとか片足を抜く。

「あ、あと少し……」

　ズボンに通ったままの片足を抜いた時、だ。

「まったく、何い時つまで遊んでいるつも、つも、つも、つもぉっ!?」

　なかなか先に進まない良介を捜さがしに来た玉野が、鼻血を垂らした。








[image: ]








「男装のっ、トランクスのっ、美少女……も、もももも……あ、あーあー、コホン。もしかしてキミは、服を脱いで僕ぼくを待っていてくれたのかな？」

　玉野が早歩きで近づいてくる。

「ちっ、ちがっ、これは俺の俺による俺のための美少女だ！」

　良介がジャスト脱げたズボンを、玉野に投げつける。が、そんなことで止まるわけがない。

「くっ、見事なおっぱいの揺ゆれっぷり。いや、その心意気を受け止めないわけにはいかない。男として、玉野光ひかるとして、キミの愛情を僕は受け止めるよ！」

　口調こそ冷静だが、目をハートマークにして、荒い息を吐はきながら近づいてくる。

「い、いや、いやぁぁぁぁ、おーかーさーれーる─────────！」

　逃げる。とにかく逃げるしかなかった。

「ハハッ、ここまで来て照れ屋さんだねっ。さあ、この僕の胸に飛び込んでくるんだっ。一いつ緒しよに夏祭りに行って、夏の海をクルージングして、夏のアバンチュールを楽しもうじゃないかっ。キミのためならハワイを借り切ったっていいさ！」

　良介を追って玉野もまた走り出す。

「ええと、その……見なかったことにしよっかぁ」

「そ、そうですね。元に戻もどすだけのスピリットマネーもないことですし……」

「だっよねぇ。あは、あははははははは」

「あははははははは」

　イリアとマルベックは、今の光景を頭の中から追いやったのだった……。




「何ど処こに隠かくれているのかな、僕のスイートハニーキャットちゃん。ゴージャスでスイートな、熱い熱い夏の夜をキミにプレゼントだよ？」

　玉野の声が、ヒタヒタとした足音と共に聞こえてくる。

「ふふ、分かっているとも。恋こいは駆かけ引きだからね。こうやって僕を焦じらして、恋の炎ほのおを燃やさせているんだろう。でもね、僕のハートはもうバーニングキャンプファイヤーだよ？　さあ、出ておいでマイスイートハニーキャットちゃん」

　玉野の声がどんどん近づいて来る。

「………………」

　お化け屋や敷しき改造で設置された地蔵の陰かげで、良介は膝ひざを抱かかえて息を殺す。

　走ってみて気が付いたのだ。この体、普ふ段だんの良介より力が出ない。元々、さして運動能力が高いとはいえない良介よりも、さらに劣おとるのだ。走り続けても玉野に追いつかれると判断して、仕方なく地蔵の陰に隠れたのだが……見つかったら、間ま違ちがいなく抵てい抗こう出来ない。

　それはつまり、玉野に色々されちゃうってことだ。

（やめてくれっ、お、男に何かされるなんて……くぅぅぅっ）

　考えるだけで鳥とり肌はだが立ってしまう。

　分かるのだ。玉野が今の美少女になってしまった良介にしそうなことが。

　シャツのボタンを三つほど外して、垣かい間ま見える谷間を堪たん能のうする。

　靴くつ下したを脱がして、足の指、足の裏を堪能する。

　背筋を指でツゥ──ってなぞって堪能する。

　ヒップラインを心ゆくまで堪能する。

　いきなり凄すごいことする勇気はないから、とりあえずくすぐって堪能する。

　そうやって女によ体たいに自分の魂たましいを慣れさせてから──ほら、プールに入る前だって体を慣れさせるわけで──その後に、

「おっぱいっ、お尻しりっ、太ももっ！」

　自分の想像に自分で興奮して思わず叫んだ良介だった。

　その結果は当然、

「ハハッ、焦らしっこはもう終わりかい！」

　玉野に自分の所在を知らせることになる。

「俺のバカァァァァァァァッ！」

　周囲を確認する。廊ろう下かの先から玉野が猛もう然ぜんと走ってくる。逆側には階段と廊下が続き、目の前は壁かべ。後ろは……、

「らっきーっ！」

　茂しげみに隠れて扉とびらがあった。何はともあれ、扉に手を掛けて静かに慎しん重ちように音を立てないように開けると、良介は中に転がり込んだ。

　中は教室だった。仄ほのかな灯あかりだけでかなり薄うす暗ぐらい。

「………………」

　良介は、そっと扉を閉めて息を殺した。

「おかしいな、いない。確かにこの辺りから声が聞こえたと思ったんだけど、さてはっ、階段で逃げたのか。フフフフフ、マイスイートハニーキャットちゃん、今すぐ追い付いてあげるからねぇぇぇぇっ」

　玉野の足音が遠ざかっていった……。

「ふぅ、助かった……」

　立ち上がった瞬間、安あん堵ど感かんと全力疾しつ走そうした疲ひ労ろうからよろめいてしまう。

「とっ、とととっ」

「あっ、平気？」

　いきなり後ろから抱き留められる。

「え？」

「男子の制服なんて着てどうしたのよ。しかも、ズボンも穿はいていないし……」

　聞き覚えのある声に振り返ると、案の定リサラだった。雪女の衣い装しようらしき白い着物を──かなり乱れて着ている。不必要に胸むな元もとが露ろ出しゆつして、裾すそもはだけて脚あしが露出してしまっている。そもそも帯がちゃんと結むすべていない。

「あ、私の格好も変か。どうもこーいう服って着たことなくて、苦戦中なのよ」

　リサラが自分の姿を見み渡わたして頭をかく。

「でも貴方あなた、誰だれ？　見たことない子だけど？」

「え、あの」

　この状じよう況きようをどう説明したらいいか、良介は咄とつ嗟さに迷う。

　イリアによって女の子に性せい転てん換かんされてしまったと説明して、普ふ通つう納なつ得とくするだろうか。そもそも、それだけではズボンを穿いていないことも、玉野に追いかけられていることも説明出来ていない。とか悩んでいると、

「ああ、玉野先せん輩ぱいが寄こしたお手伝いの人ね。よかったぁ。この衣装、ちゃんと着られないで困ってたのよ」

　リサラが一人で勝手に納得してしまう。

「悪いんだけど、最初からやり直すから手伝ってね」

「いやちょっと──」

　制止する間もなく、リサラがするすると帯を解ほどいていく。

　悪いことにこの薄暗い空間に、良介の目はもう慣れてきていた。そんな視界の中でリサラがスレンダーなボディを、同性への気楽さで惜おしげもなく披ひ露ろうしていく。

「…………」

　制止する声も、自分が良介だってことを伝える声も出なかった。

　着物をするすると脱いでいくこの情景を、なんと言えばいいのだろうか。

　帯を解いて、灯りを白い肌が照り返しながら露出していく。

　ゆっくりと胸元が見えてきて、白い飾かざり気けのないブラジャーがお姿を現していく。

「……くっ」

　思わず目を逸そらせてしまう。

　のぞき見るのではなく、こうやって堂々と見せられると、良心なのか恥はずかしいのか、とにかく良介には耐たえられなくなってくるのだ。

（み、見るべきだ、ああ、見るべきだとも。でもさ、ほら……情じよう緒ちよっていうか、その、あの、あ────っ！）

　葛かつ藤とうしつつ、結局俯うつむいてしまう。

　もちろん見たい、しかもここから先は下半身だ。パンツだ。もの凄く見たいに決まっている。これがのぞいてる最中なら、不ふ慮りよの事故なら絶対に見る、凝ぎよう視しする。

　でも、でも、堂々とされているとどうしても俯いてしまうのだ。

「どうしたの？」

「そっ、その、だから」

「ふうん。ま、いいわ。じゃぁ着付け直すの手伝ってね」

　下着姿のリサラが、何一つ隠そうとせずに良介に声を掛かけた。今、良介が顔を上げたら目の前にブラジャーとパンツのリサラがいる。そう思うと、顔を上げたい。太もも、Ｖライン、おヘソ、ブラジャー、鎖さ骨こつと、舐なめるように見たい。見たいのに、顔がどうしても上がらない。

　そんな良介の葛藤には一いつ切さい気が付かず、リサラが着物をもう一度羽織る。

「あ……」

　良介から、思わず悲しみの吐と息いきが出てしまう。

「うーん、この帯ってのがどうしても……」

　胴どうに帯を巻きながら、リサラが首をひねる。

「ねぇ、後ろから巻いてみてくれない？」

　帯を外はずして、リサラが良介に手て渡わたしてくる。

「う、後ろから、お、帯を巻く……」

「ええ、お願いね」

　良介は唾つばを飲み込んだ。だって女の子に何かを巻く、それはつまり女の子を縛しばるとも言える。

　そんな経験、全世界の男子高校生の中でいったい何人が経験したことがあるだろうか。

　それも、下着も露あらわな半はん裸ら状態の女の子を縛る！

「ふ、ふおぉぉぉぉぉぉ」

　思わず感動で体が震ふるえてしまう。

「ええと、どうしたの？」

「いえっ、なんでもありませんっ。喜んで！」

　リサラの質問に全力で答えると、良介は帯を握にぎりしめた。

　よく見て見れば、この着物ってヤツはお尻のラインがはっきりと分かるようだ。

　リサラが着物の前を持って、自分の前で閉じているから、生き地じが引っ張られてなおさらお尻のラインがはっきりと分かる。

　少し下着まで浮ういている気がする。

（そういえば、着物の時はパンツ脱ぬぐって聞いたことあったな。あれは、都市伝説だと思っていたけど意外に真実なのか？）

　そう思うと、もう止まらない。だって、ノーパンの女の子を縛れるのだから。こんなチャンス、良介の人生にはもう二度と来ないかも知れない。

　そう、男も女も関係ない。夢を叶かなえるってことは、チャンスを逃のがさない勇気と決断力を持つってことなのだ。

「あのっ」

「なに？」

「着物の下にパンツは穿かないと聞いたことがあります」

「そ、そうなのっ!?」

「はいっ」

　淀よどみなく良い返事をする良介だ。

「初めて聞いたわ。でも、う──ん……」

　さすがにリサラが戸と惑まどう。

「お尻に下着のラインが浮き出てるんです。構わないならいいんですけど……」

　心を落ち着けて、冷静に理知的に指し摘てきする。

「そうなのっ？　うう、確かにそれは恥ずかしいわね」

「はいっ」

「わ、分かったわ。ちょっと待ってね」

　恥ずかしそうに答えたリサラが、着物を押さえていた手を放してパンツを掴つかむ。

　少し前まえ屈かがみになって、ゆっくりと恥ずかしそうにパンツを下ろしていく。

（お、おいおい、縛るだけじゃなくてパンツ脱ぎシーンまでだとっ、おぶぅっ、鼻血出そう……）

　鼻を手で押さえる。脳みその中がショートしてしまいそうな、刺し激げきだ。

（って、俺……女の子になってるのに。そ、そうかっ、これが、女の子が女の子に惹ひかれてしまう百ゆ合り心ごころってヤツか。美しき百合ってヤツか！）

　きっと違ちがうと、頭の片かた隅すみで突つっ込みが入るが、

（百合なら、仕方ない。うん、百合ならこの光景を楽しんでても仕方ない。そう、別に俺はスケベ心で楽しんでるんじゃないんだから）

　そう自己弁護に利用する。

「んっしょ、と」

　リサラが、右足を少し上げてつま先からパンツを脱ぐ。

「んぶぅっ」

　これは良介が、飛び出そうになった鼻血を飲み込む音。

「うう、女の子相手でも恥ずかしいわね」

　左足も抜ぬいて、リサラがパンツを手近な机の上に置いた。

「い、いえその、私は見てませんでしたから」

　大おお嘘うそです。

「そ、そう？　ありがと。それじゃ改めて、帯をお願いね」

「はいっ！」

　パァッと顔を輝かがやかせて、良介は帯をリサラの胴に回す。

「あっ、んっ……ね、ねぇ、ちょっとくっつき過ぎじゃ」

「あ、ごめんなさい。不慣れなもんで。でも、くっついてやらないと、帯が緩ゆるんでしまいそうで」

「う、ううん、構わないけど……んっ……」

　くるくると帯を回していく最中で、腕うでがリサラのお尻しり（ノーパン）に触ふれてしまい、慌あわてて引き戻もどす。

（って、引いてどうするよっ！）

　頭あたまを振ふり、今度は自分から触さわりにいこうと思い……手が震えてしまう。

（お、俺のチキンっ!!）

　最後の一歩を踏ふみ出せないのだ。哀かなしい男の子の心理ってヤツだ。

「んっ……んうっ」

　リサラが吐息を漏もらした。帯を少し強く巻いてしまったようだ。
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「んっ……んっ」

　それでも我が慢まんしている。

　その様子がなんともエッチだ……。

（我慢してる女の子を縛ってるんだな俺おれは今。素す晴ばらしい。こんな経験したのは、校内でも俺くらいじゃないだろうか。うん。満足満足……ん？）

　ゴクリを唾を飲み込みながら良介は、ふと首を傾かしげた。

　なんで、満足なんてしちゃっているんだろうか。

　なんで、もっともっと妄もう想そうが湧わき上がって来ないんだろうか。

　こんな素晴らしいシチュエーションならば、脳内妄想会議が数時間、いや数日は紛ふん糾きゆうするはずだ。

　なのに、満足してしまっている！

（くそっ、嬉うれしいって現状の追つい認にんだけじゃないか！　足りない、根本的に足りないぞ！）

　女の子に触って、幸せだ。

　ノーパンのお尻を生地越ごしに見て、幸せだ。

　我慢している女の子を縛れて、幸せだ。

　でも、幸せで終わりだった。

　興奮を、欲よく望ぼうを超こえるモノ、そう性欲が湧わき上がってこないのだ。

　良介を狂くるわせる、良介を満たす、良介の青春そのもの。

　性欲、エッチな魂たましい。

（そうだ、そうだよ、なんだよ、この空くう虚きよ感かん。リサラに吸われて枯かれ果ててる時より、さらに虚むなしい、この虚きよ無む感かん……あ、ああぁ）

　頭を抱かかえて良介はしゃがみ込んだ。

　興奮も幸せ感も、全すべてはエッチな魂を満たすためにある。なのに注そそぎ込んでも注ぎ込んでも、いっこうに反応がないのだ。

「だって、ない……ないもんな」

　パンパンと股こ間かんを叩たたいてみる。

　そこには、やっぱり熱くたぎる息むす子こが、いない。

　考えてみる。必死に妄想を繰くり広げてみる。もわもわと妄想は湧いて出てくるが、形にはならない。なってくれない。

　流れ落ちる涙なみだで、網あみタイツと書いてみる。

　でも踏まれたいって気持ちが湧き上がらない……。

「どうしたの？」

　異常に気が付いたリサラが、振り返って良介を見下ろす。

　はだけた着物、最高です。

　ええ、凄すごく最高です。

　でも、やっぱり心がたぎらない。

《グラム》の存在も感じない。

　ほとばしる青春がない。

「お、おおぉぉぉぉぉぉぉっ」

　股間を押さえて、良介が吠ほえる。

「ちょっと、ねぇっ、本当にどうしたのよ？」

　リサラがのぞき込んでくる。

　チラリと見える胸むな元もとがステキだ。ただそれだけだ。

「俺のっ、俺のぉっ、俺のエクスカリバーを返してくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　魂の咆ほう哮こうだった。

「え、えくすかりばー？　ちょっと何を言ってるのよ、ねぇ？」

「えぐっ、ぐすっ、あのねあのね、ないの。大事なアレが、ないの。取られちゃったの、うえぇぇぇぇぇん」

「大事なアレ？　な、なんか、嫌いやな響ひびきだけど……取られたって誰だれによ」

「イリアにね、イリアに、アレをね、びぇぇぇぇぇぇん」

「イリアって、え、どういうことよっ。なんでここにイリアが出てくるのよ！」

　リサラが苛いら立だたしげに、泣き続ける良介の肩かたを掴んで揺ゆする。

「聞こえたよっ。マイスイートハニーキャット、あーんどっ、ノーブラシャツでパンイチの君よっ。僕ぼくと夏のアバンチュールする運命の人よ！」

「うわぁ、変な泣き声が聞こえたと思ったらぁ、やっぱり良介くんだったかぁ……」

　玉野とイリア（＋マルベック）が、教室の中に入ってくる。

「イリアに玉野先せん輩ぱい……。え、今、良介って言ったの？」

　リサラが目を丸くする。

「はぁ、リサラさんってば、ほんとぉぉに抜けてるんだからぁ」

　やれやれとイリアが頭を振る。

「な、なによっ」

「分からないわけぇ？」

「だから何がよっ」

「その女の子が、良介くんだってこと♡」

「……は？」

　リサラが言葉を失い、イリアの隣となりにいた玉野ががっくりと崩くずれ落ちる。

「う、嘘うそだっ。嘘に決まっているとも。そうとも、美少女は性別女性であって、良介くんは性別男性だ。ああ、そうとも。良介くん性別女性、美少女性別男性になるわけがない、ああ、ないとも、ないはずだ。ないともさ」

　ブツブツと呟つぶやき出す玉野の耳に顔を近づけて、イリアが告げる。

「目の前の女の子が、加賀良介その人でーす。見た目は可愛かわいくても、中身はあの加賀良介だよぉ」

「────」

　玉野が黙だまった。固まった。心臓まで止まったんじゃないかという、静せい寂じやくが玉野の身に訪おとずれる。

　そして数秒後。

「あ、あははは、やだなぁ、良介くんってば美少女だったのかぁ。そうとも、可愛いは正義だとも。付いてようが、中身がエロ介だろうが、可愛ければいいのさ。ああ、そうさ。可愛ければ女の子なんだよ。だって可愛いんだもんっ。ああ、そっかぁ、良介くんは可愛いのかぁ。そうかそうか、良介くんは女の子だったんだな。だって可愛いんだから、あは、あははは、僕は良介くんと一夏のアバンチュールを送るのか、良介くんと大人の階段を上るのか。あは、あはははは、あは───は─────」

　壊こわれたらしい。

「あらら、人間って意外に脆もろいものなんだぁ」

　玉野を見つつ、イリアが肩をすくめる。

「支部長、自分で壊れる原因もトドメも刺さしておいて、それはちょっと……」

「テヘ♡」

　マルベックに可愛く笑って返す。

　一方その間リサラは、「エクスカリバーを返せ」と泣き続ける良介を、じっと見ていた。

「この女の子が良介……」

　ブツブツと呟く。

「言われてみれば、なんか手つきもエッチだったし、言動もどこか良介っぽかったっていうか……でも良介から感じる、あの手の付けられないエッチな魂はなかったし」

「あは、それは簡単な理由があるんだなぁ」

　イリアがリサラに、クスリと笑う。

「どういうことよ」

「良介くんってばぁ、今は本物の女の子になっちゃってるの。これがどういう意味か、分かるぅ？」

「分からないわよ。なんでこんなことをしたのかもね」

「フフ、リサラさんってば、次席なだけあって、お・バ・カ・さん♡」

　イリアが、唇くちびるの前で『おバカ』の言葉にあわせて人差し指を軽く振る。

「っ……偽にせ乳ちちでずるしたくせにっ」

「ふ、ふんっ、イリアは勝つためにはどんな手段でも使うだけだもん。それより、今の良介くんのことを知りたいんでしょぉ？」

「え、ええ」

　渋しぶ々しぶとリサラが頷うなずく。

「良介くんは、見た目が女の子なだけじゃないって、こ・と♡」

「だから、それってどういう意味よっ」

「んもー、分からないかなぁ。要するに、男の子にとって一番大事な、アレがないってことよぉ」

「アレ？」

　リサラが首を傾げる。

「そう、アレ♡」

　イリアが頷く。

「も、もしかして、興奮したら大きくなる……」

　恥はずかしそうにか細い声でリサラが聞く。

「うんっ。擦こすったら大きくなる」

　平然とイリアが答える。

「女の子には付いてない？」

「むしろ女の子に入る」

　イリアの答えに、リサラがカァァァと顔を赤らめる。

「そ、そーいう、直接的な表現をしないでよねっ」

「あら直接的ってのは、男女がいちゃついてるって意味の『ちんちんかもかも』って言葉の、四文字のこと！　とか、そーいう時だと思うなぁ」

「──っ！！！！！」

　リサラが俯うつむいて、顔を背そむける。

「ど、どーしてそういう、恥ずかしいことをっ」

「アハ、純情さんなんだぁ。『かもかも』の方かも知れないじゃないぃ。そ・れ・と・も、リサラさんってば前の四文字を思い浮うかべちゃったのぉ？」

「そ、それは……その、あの、だって、わ、私だってそのくらいの、ち、知識は……」

　もじもじとリサラが生き真ま面じ目めに答える。

「フフ、リサラさんのエッチ～♡」

「う、うるさいっ」

「ま、からかうのはこのくらいにしておくわねぇ。話が全然進まないしっ」

　イリアが、ニヤニヤとリサラの顔を見る。

「ま、仮に『かもかも』ってしておくわねぇ。意味はリサラさんも分かってるみたいだしねっ」

「わ。わかってる……わ、よ」

　もじもじとリサラが答える。

「うん。つまり、良介くんはその『かもかも』まで無いってわけぇ。どれだけ興奮したって、『かもかも』が無ければ男の子は、どーしょもないでしょぉ？」

「ど、どーしょうもないって……ま、まぁ、そりゃ」

「要するに、男の子としての興奮っていうのかなぁ。エッチな魂、性欲ってものが、今の良介くんには湧わかないわけぇ」

「え……エッチな魂が湧かないって、それって生きる力がっ」

「その通りっ。良介くんってば、女の子になって『かもかも』無くなっちゃったからぁ、可哀かわい想そうに生きる力を封ふう印いんされちゃったってわけ。これがどういう意味か、分かる？」

「意味って……」

「よーするにっ。リサラさんがぁ、これ以上の霊れい力りよく補給が出来なくなったってことぉ。アハ、アハハハ、《存在ボドウライス》が何日保もつかしらねぇ。惨みじめに死神界に帰っちゃってねぇ。アハハハハハ」

　勝ち誇ほこったイリアが高笑いを上げる。いつの間にか復活させていた偽乳を揺らしてだ。

「………………」

　リサラは、良介を見ながら黙った。微かすかに肩が震ふるえ出す。

　そんなリサラに、イリアが楽しそうに声をかける。

「なーにぃ、悔くやしいのぉ？　ねぇ、今どんな気持ちっ、どんな気持ちぃ？」

「イリア、一つだけ聞くわよ」

「ん、なーにぃ。許して下さいなんて聞きたくないんだけどぉ」

「誰があんたにそんなこと言うもんですか。違ちがうわよ、良介のことよ」

　イリアをリサラが睨にらみ付ける。

「良介くんがどーしたの？」

「私が、《生存ボドウライス》を使うスピリットマネーを失って死神界に強制送そう還かんされたら、良介を元に戻もどすんでしょうね」

「うーん、どうしよっかなぁ」

　イリアの言葉に、マルベックが素すで驚おどろく。

「え、そ、そうなんですか？」

「うっさい、黙っててよ」

　一言で終わらされて、マルベックがすごすごと黙る。

「イリア」

　リサラが、イリアを見み据すえた。

「もし戻さないなら人間に危害を加えたって、上層部に訴うつたえるわよ」

「あら、そんなことしたら、リサラさんだって、良介くんに《グラム》を刺したってことをイリア、チクっちゃうけどなぁ。他ほかにも色々ありそーだしぃ」

「ふんっ、今いま更さらよ。どうせ死神界に強制送還って恥はじをかくんだしね」

「恥だけじゃなくてぇ、罰ばつ則そく付くんだけどぉ？」

「それが何よ。この上、良介に迷めい惑わくかけるなんて、レストール家の名にかけて出来ないわ」

「…………本気？」

　探さぐるようなイリアの視線にリサラは、きっぱり言い切る。

「ええ、本気よ」

「はぁ、やってられないんですけどぉ。たかが人間一人に～、イリアの出世の邪じや魔まになって欲ほしくないもん」

「それは、元に戻すと受け取っていいのね？」

「はいはい、元に戻しますぅ」

　イリアがうんざりとため息を吐つく。

「なら、いいわ。もっとも、何日余よ裕ゆうあるかは知らないけど、私とキュールでこの術式を先に破るとは思うけどね」

「アハ、メルロー独自の術式理論に、イリアの改造が加わってるんだもん。無理よ、む・り♡」

　イリアが自信ありげに胸（偽）を張る。

「さあ、それはどうかしらね。私もだし、キュールだってまだ見習いとはいえ、術式の才能はかなりあるんだからね」

「あら、お姉様ってばキュールを褒ほめて下さるんだ。感激で涙なみだが出そうですわ。ねー、カエサル」

「オンッ」

　いつの間にかキュールとカエサルが、並んでリサラ達を見つめている。

「キュ、キュールっ、何い時つから」

「『かもかも』ってあたりからですわ。ええ、その後のお姉様が良介さんの身を必死に案じるところも、ばっちり聞いてましたわよ」

「だ、誰だれが何時、どこでそんなことしたっていうのよ！」

「フフ、さー、何時でしょうねぇ」

「キュール！」

「オンッ（黙だまって認めるのも、女の可愛かわいさだぜ？）」

　と、リサラには聞こえた気がしたカエサルの吠ほえ声だ。

「カエサル……」

「オン……（もっとも、当の本人は何も気が付いちゃいないけどな）」

　カエサルが、今なお『エクスカリバーが、僕のエクスカリバーが』と泣く良介の頭にポンと手を置く。

「……カエサル？」

「オンッ（エクスカリバーってのは、与あたえられるもんじゃない。自分で引っこ抜ぬくもんだろ？）」

「…………自分で、引っこ抜く」

　なんか良介的には、そう聞こえた気がしたのだ。その言葉が気になり、良介が呟つぶやき返した時だった。

　ヴォォォォォォォンッ。

　体ごと、いや魂たましいまでもが歪ゆがむような、強きよう烈れつな違い和わ感かんが走る。

「な、なんだぁ？」

「これっ、もしかして!?」

　驚くリサラを横目で見ながら、イリアが同意する。

「間ま違ちがいなく、そーだと思うけどぉ……規模が桁けた違ちがいかもぉ」

「ええと、何がどうなってんだ？」

「《隔離の小島リユングヴイ》ですわ。ただ、水着コンテストの時にイリアお姉様が掛かけたのとは、規模が段だん違ちがいですけど……」

　キュールが、心なしか怯おびえ気味に良介に答えた。

「《隔離の小島リユングヴイ》って、ええと外からも入れないし内側からも出られない結界だっけ？」

「上級の結界術式ですわ。外と内側を、音も漏もれないように切り離はなしてしまいますの。ただ、かなりのスピリットマネーを消費する上に、複雑な術式ですから力量も必要なはずなんですけれど……」

　キュールの説明に、良介は暫しばらく考えてから頷うなずく。

「ええと、要するに閉じ込められたんだろ。この教室ごと閉じ込められたのか？」

　良介にリサラが首を横に振ふった。

「違うわ。正確には分からないけど、この感覚からすると……あり得ない規模だけど、校舎全体ってところじゃないかしら」

「校舎全体ぃっ!?」

「ええ。目的は分からないけどね」

「目的どころか、誰が掛けたかも分からないんだけどぉ」

　そう言うイリアに、リサラが難しい顔をした。

「そうね。これだけの規模の術式を行使出来るってことは、間違いなく一級クラスの死神だわ。下級の死神なら、死神契けい約やくであちこちにいるだろうけど……。メルローが実は他にも死神を配置してるってことはないんでしょうね」

「ないない。そもそもメルローは、決して大手じゃないんだからぁ。一級死神なんて、数えるほどしかいないわけぇ」

「そうよね。だから貴方あなたはレストールを裏切って、メルローに行ったんだし……」

「ふんっ。上がつかえてる所よりぃ、すいすい出世出来る方が好みなだけだもん」

「メルローの線はないとして、他の組織かしら」

「キュールもそう思いますわ。レストールの系列に動きがあれば、キュールにそれとなく情報が入るはずですもの」

「なら目的は、やっぱり特異者絡がらみってこと？　先に捜さがしてる私達をまとめて始末しようとか……」

「そんな乱暴なっ」

　キュールが悲鳴を上げる。

「あらぁ、表向きは平和なものだけどぉ、組織同士の裏での暴力沙ざ汰たなんてよくあるでしょぉ？」

　平然と答えるイリアに、マルベックが手を挙げた。

「なによ？」

「あの、もしかしてこれって、去年の今いま頃ごろに特異者の周りで起きたトラブルに関係あるんじゃないですか？　メルローの調査員死神が失しつ踪そうした、あの事件に」

「あっ」

　壊こわれたままの玉野をのぞく全員が、一いつ斉せいに声を上げる。

「なるほど、マルベックさん鋭するどいな」

「当然よ、良介くん。だって、私が一番危険だったかも知れないんだから。もう、ず──っと頭にこびりついてたわけ」

「そりゃそうだ」

　そう良介は苦く笑しようし、気が付いた。携けい帯たい電話がブブブッと振しん動どうしていることに。

「誰だよ、こんな時に……って、美菜？」

　ディスプレイに『大おお倉くら美菜』と表示されている。

「どうしたんだよ？」

　そう尋たずねた瞬しゆん間かん、携帯電話の向こうから、

『キャァァァァァァァ!!』

　悲鳴が聞こえた。

「お、おい、美菜っ！」

『りょ、良介くんっ。わ、私じゃないの、今のは、でもっ』

「何があったんだよっ。てか、今、どこだ！」

『わ、私の、そのあの、五十嵐先せん輩ぱいと鬼崎先輩がっ。あっ、キャァァァァァッ！』

　ツーツーツー。

　電話が途と切ぎれた。

「おいっ、美菜っ、美菜！」

「良介、どういうこと？」

　そんなこと、分かるわけがなかった。聞きたいのは良介なのだ。だから、再度美菜に電話を掛けている。

　だが、出ない。

「くそっ、美菜の受け持ち場所ってどこだよっ」

「美菜さんでしたら、屋上近くだった気がしますけど……正確な場所は、玉野先輩が知ってると思いますわ」

　確かに、しきり役の玉野なら間違いなく知っているはずだ。

「あは、あははは、良介くんが女で可愛くて男で、美少女で、アバンチュールで」

　相も変わらず壊れてるけど。

「ったく、この先輩は……」

　苛いら立だたしげに舌打ちしてから、良介はそっと耳打ちする。

「リサラは今、ノーパン和服姿」

「ノーパンツ、ノーライフ！」

　覚かく醒せいした。

「って、あれ、みんな集まって何事だい？」

「玉野先輩、美菜の配置場所を教えてくれ」

「くっ、だ、騙だまされないぞ。キミの中身は加賀良介、美少女は加賀良介……」

「早くしてくれっ。何かが起きてるんだよ！」

　良介の気き迫はくに、玉野が気け圧おされる。

「え……ええと、屋上がゴールなんだよ。だから、上り階段の踊おどり場ばだ」

「了りよう解かいっ」

「良介、一人で行ってどうするのよ。ほぼ間違いなく、騒そう動どうを起こしてるのは、この結界を張った死神よ。なら、私達が居ないと話にならないんじゃないの？」

　リサラが、走り出した良介の隣となりに並ぶ。

「リサラ……」

「それに、美菜は私の友達だもの」

　ウインクをして、リサラが一気に良介を追い抜く。

「まー、キュールもなんやかんやでお世話になってますし……カエサルが行けって言うから、仕方がないですわね」

「オンッ（ま、美菜のためだ。言い訳のネタくらいにはなってやるよ）」

　キュールとカエサルもまた良介を追い抜いていく。

　そしてさらに、

「イリアはぁ、単に人のシマで勝手に暴れるヤツが、フフ、嫌きらいなだけよぉ？」

「そして私は、ついて行かないと後でひどい目に遭あうんで……」

「フフッ、僕はこう見えてもボクシング部部長だからねっ。華か麗れいなフットワークで、リサラくんのハートも一発ＫＯさ！」

　イリアにマルベックに玉野もまた追い抜いていく。

「てかこの体っ、マジで使えねぇっ。おっぱい揺ゆれて、走りにくいんだけどぉぉぉ！」

　女によ体たい化した良介は、おっぱいをブルンブルンと上下させながら必死に走るのだった……。








※注意：これは誰がなんと言おうと『だから僕は、Ｈができない。３』です。






　前々から目を付けていたが、こうして三人を並べて見るとやはり今年の研究素材はかなり優ゆう秀しゆうだ。

　茶さ道どう部部長五十嵐郁いく恵え。

　黒く光る長い髪かみを持つ、綺き麗れいという言葉がよく似合う美女だ。やや細い、切れ長で長いまつげを持つ目は、罵ば詈り雑ぞう言ごんと共に睨にらんでくれたら素す晴ばらしいだろう。

　実際、ゴミを見るような視線を投げかけられた時、私は至福の吐と息いきを漏らしたものだ。

　そんな彼女に睨まれながら、手に程ほどよくフィットする大きさのおっぱいを搾ると思うと、私はもうたまらない。

　女子プロ同好会会長鬼崎有ゆう希き。

　実は股こ間かんにエクスカリバーがぶら下がっていることは、私も知っている。

　そして男の胸からは搾っても何も出ないことは知っている。

　故ゆえに残念ながらまだ男から搾り取る方法はない。

　もっとも、美少女と見まがうあの鬼崎がノーパンスカートになる。その情景そのものには興味はある。

　そう、研究者という人種はいつだって好こう奇き心しんに溢あふれる存在なのだ。

　乱橋……下の名前は忘れた。

　あれは、まぁ……刺さし身みのツマみたいなもんだ。

　最後に、大倉美菜。

　素晴らしい。エクセレントだ。

　あのおっぱいは、校内トップスリーと噂うわさされている。だが、太っていておっぱいがでかいのは、私にとっては違ちがう。その点、大倉美菜はおっぱいそのものがしっかりと大きく──いや、でかい。そしてウエストもしっかりと締しまっている。お尻しりも大きめなところがまたたまらない。

　何より、あの気弱な視線。

　恥はずかしさで涙なみだ目めになったところを、揉もみたい──違う、搾りたい。

　五十嵐共々成績もよく、さぞ素晴らしいものが搾り取れるだろう。

　ああ、楽しみだ。

　これでまた一つ私の研究が進み、私は力を付ける。

　そうだな。

　でかい大倉と、程よい五十嵐のおっぱいを揉むのだ。

　ここはやはり、誰がどう見ても無いリサラとかいう死神のおっぱいも、撫なでてみるとしよう。

　搾っても仕方のない貧ひん乳にゆうだが、撫で心ごこ地ちはさぞよかろう!!





※注意：これは『だから僕は、Ｈができない。３』だと注意する必要はなかったようです。










　四章　搾るのは手だ。摑むのも、手だ！




　時間は少し遡さかのぼる。

　それが起きたのは、屋上へ繋つながる階段の踊り場で、美み菜ながよくある白い布を被かぶっただけの幽ゆう霊れい姿の準備をしていた時だ。

　客役の良りよう介すけなら下から上がってくるはずのところが、何な故ぜか屋上から足音が響ひびいてきた。

（あれ、準備してる間に通り過ぎちゃったのかな……）

　そう首を傾かしげつつ、美菜は慌あわてて白い布を被って外に飛び出るべく、隠れていた場所から降りてくる相手を確かく認にんした。

「ひっ？」

　思わず悲鳴を上げてしまっていた。

　その男は、異い形ぎようとしか言いようがなかった。

　深い闇やみが動いてる、本物の幽霊が蠢うごめいている、美菜にはそう思えた。

　だがよく見れば、それは人の形をしている。

　光を遮さえぎった薄うす暗ぐらい校舎の中ですら黒と分かる、より深い漆しつ黒こくを全身にまとっているのだ。その頭部は、三本の山や羊ぎの角がねじ曲がりのたうち回りながら巻き付いている。何よりも、顔と思わしき箇か所しよを覆おおう金色の縄なわで編み込まれた仮面が、暗い校舎の中で異様に光っていた。

「そこか」

　男が、悲鳴を聞きつけて美菜が隠れている場所を向いた。

「や、や……いや……」

　体が震ふるえた。

　逃にげ出したいのに、震えて動かない。

　叫さけびたいのに、震えて声が出ない。

「声からすると、大倉美菜か」

　男が美菜の名を呼んだ。その恐きよう怖ふが切っ掛かけになり、美菜の体が呪じゆ縛ばくから解き放たれる。

「いやっ、いやぁぁぁぁぁっ！」

　叫びながら白い布を脱ぬぎ捨すてると、美菜は隠れた場所から飛び出て階段を走った。

　まさしく転げ落ちるように階段を下りる。

「はぁっ、はぁはぁ、なにあの人……」

　階段を下りて後ろを振ふり返ると、男がパチパチと拍はく手しゆをしていた。

「いや、流石さすがの揺れ具合だったぞ。見事なおっぱいよ」

　一つのことをのぞけば、それは不思議ではなかった。

　そう、男の体が階段の上から飛び降りている最中ではなければだ。重力を無視したゆっくりとした速度で、浮うくように男が降りてくる。

　その光景に、美菜はリサラ達の《装束デイスラード》を連想した。

「し、死神さん……？」

　確かに、あの黒い衣い装しようは酷こく似じしている。ただリサラ達のソレは、この男のように全身をくまなく覆うのではなく肌はだの露ろ出しゆつがあった。

　呆ぼう然ぜんとその姿を見上げる美菜に、声が掛けられる。

「どうしたの、大倉さん」

「なになに？」

　騒さわぎを聞きつけてやってきた五十嵐いがらしと鬼おに崎ざきだ。二人ともこの階段の側に配置されていたおかげで、美菜の悲鳴と階段を駆かけ下りる足音に気が付いたのだ。

「なんですか、あの人っ」

「どう見ても不ふ審しん者しやじゃないかなぁ」

　当然、ふわりと降りてくる男に気が付く。

「分かりません。でも、たぶん死神さんだとは……」

「聞いたことありますね。死神が本気を出す時には、おかしな姿になるって」

　美菜に五十嵐が頷うなずく。

「ほう、博識だな。《清せい楚そなる野や獣じゆう》五十嵐郁いく恵えよ」

「その恥ずかしい二つ名を知ってるってことは、学園の関係者ですわね？」

　元々細い目をさらに細くして、五十嵐が睨み付ける。

「関係者か。確かに、ここ暫しばらくは不本意ながら関係者ではあるな」

「死神が、生徒に紛まぎれ込んでたっての？」

　女子プロ同好会会長である鬼崎が、ポキポキと拳こぶしを鳴らしながら男を睨む。誰がどう見ても、子供っぽい美少女にしか見えない（現に、女生徒の制服を着ている）が、れっきとした男だ。

「《プリティモンスター》鬼崎有ゆう希きか。悪いが今日のところは貴様に用はないんだがな」

　男が苦く笑しようする。

「うるさいっ。この不審者！」

　叫びながら鬼崎が一気に階段を駆け上る。その姿に男は、

「やれやれ、人間が死神に勝てるわけないだろうに」

　苦笑したような口調と共に手を差し出す。

「《盾アスタルツフ》よ」

　黄金の膜まくが男の目の前に出現し、鬼崎がもろに衝しよう突とつしてしまう。

「ギャンッ!?」

「鬼崎さんっ！」

　弾はじき飛ばされた鬼崎を、五十嵐が間かん一いつ髪ぱつ拾い上げる。女性が、小こ柄がらとはいえ男性の体を受け止めたのだ。

「ほう、噂通り腕うでっ節ぷしもなかなかのようだな」

「世の中、物ぶつ騒そうですので……」

　鬼崎を降ろして、五十嵐が男を睨み付ける。殺意──あの良介のスケベ心をすら萎い縮しゆくさせた強力な殺意を込めてだ。

「くっ、この私にプレッシャーか。恐おそるべき霊れい力りよくだな」

　男が一いつ瞬しゆん、身を震わせる。

「後こう悔かい、させてあげます」

　一歩一歩、五十嵐が階段を上がっていく。

　その背中を見つつ、美菜は携けい帯たい電話を取り出した。

　そう、良介に、リサラ達に連れん絡らくを取るために。

「良介くんっ、は、早くっ！」

　呼び出し音がもどかしい。

　その間も、五十嵐は男を睨にらみ付けながら階段をゆっくり上がっていく。

　男は、階段の途と中ちゆうで何もせずに五十嵐が上ってくるのを待っている。

「覚かく悟ご、出来てるようですね」

　五十嵐は、その動かない姿を恐怖ですくんでいると受け取った。実際、今まで彼女に下心も露あらわに近寄ってきた連中は、みな立ちすくんだ。

　死神といえども、男は男だ。

　この男も同じだ。

　五十嵐はそう思っていた。

　だがそれは、大きな間ま違ちがいだった。

「覚悟なら、私はとうの昔にしているよ。死神と人間の関係を正すと決めた時からね」

「え？」

　五十嵐の視界から、男の姿が消える。

「ど、どこにっ」

「《装束デイスラード》を身にまとった死神が、人間に後おくれを取るわけがないだろう。まして、六十九スタンザに列するこの私の動きだ。見えなかっただろう」

　五十嵐の後ろで、男が嘲ちよう笑しようする。

「その数字に、その声っ、もしかしてあのっ」

「ふむ、学園では確かにそう名乗っているな。だが、仮の名だ」

「仮ってっ──」

　振り返ろうとして五十嵐は動けなかった。

　存在する力が違ちがい過ぎた。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、動くことが出来ない。

「では、まず貴き様さまから私の糧かてになりがてら、実験に付き合ってもらおうか」

「じ、実験ですって」

「ほう、口がきけるか。これは、やはり期待出来るな」

「何をっ、何をする気っ」

「なに、貴様は私に感謝することになる。ちっぽけな自我によって押さえ込まれている貴様本来の魂たましいを解放するだけなのだからな」

「やめ──」

　五十嵐が言い終わる前に、

「《豊穣の神フレイ》よ。全すべてを解放する者よ。この哀あわれな者の戒いましめを解き放ち、我を育て給たまえ」

　男は静かにそう呟つぶやいた。

　それは良介が美菜の携帯電話に出たのと同時だった。

「キャァァァァァァァ!!」

　五十嵐の悲鳴が、携帯電話越ごしに良介の耳に向かう。

『お、おい、美菜っ！』

　慌てた良介の声が、美菜の耳に飛び込んでくる。

「りょ、良介くんっ。わ、私じゃないの、今のは、でもっ」

　そう返す美菜の目の前で、五十嵐が胸を押さえてうずくまった。

「フフ、さあ解放するがいい。五十嵐郁恵、魂の奥おく深ふかく眠ねむる生きる力をな」

　男が五十嵐を見下ろしながら、何かを掴んだ手を見た。

「わ、私の、ブラジャーが……」

　その手には、五十嵐の意外にも可愛かわいらしいフリフリのブラジャーが握にぎられていた。

「さあ、解放するのだ、自分をっ！」

「な、なに、胸が疼うずいて、あっ、ああぁぁっ、なに、熱い、湧わき上がってくるわ、こ、これ、なに、熱いのぉぉ……あふ、ふあぁぁぁん」

　五十嵐が背中を大きく反そり返らせる。そう、胸を男に見せつけるように。

『何があったんだよっ。てか、今、どこだ！』

「わ、私の、そのあの、五十嵐先輩と鬼崎先輩がっ。あっ、キャァァァァァッ！」

　良介に答える美菜の前で、五十嵐の胸──おっぱいから、制服越しにプシャァァと白く輝かがやく何かが噴ふん出しゆつしていった。

「来い！」

　男の言葉と共に、それは一筋の流れになるとその体に吸い込まれていく。

　その信じられない光景に、美菜は携帯電話を落としてしまう。

　カラカラと足あし下もとで、外はずれたバッテリーが転がっていく。

「フハハハハハ、そうだ、これだっ。このおっぱいから噴ふき出る霊力こそが、我わが研究が完成にまた一歩近づいた証しよう拠こだ」

　男が高らかに笑う。

「それにこの霊力量っ、いいぞっ、五百万は軽く超こえているではないかっ。フハハハハハハ、我が力になるがいい。この私が、研究が完成するその日まで人間界に隠かくれ続ける力になるがいい!!」

　おっぱいから噴き出た白く輝く霊力が、男の体の中に消えていく。

「どういうこと……？」

　美菜が呻うめいた。

　何かがおかしい。

　そもそも人間の体から霊力が、母乳とかならいざ知らず出るわけがない。

「これって……」

　美菜が眼鏡めがねの位置を直した。考え込む時の彼女のクセだ。

　思考が一つの方向に収しゆう斂れんしかけていく──。

「素す敵てきな王子様と一いつ緒しよに手を繋つないで歩くの。もちろんペアルックで」

　五十嵐の声が、美菜の思考を断たち切った。

　おっぱいからの噴出が途と絶だえた五十嵐が、呟いている。

　とても彼女の口から出たとは思えない言葉を。

　だっておかしいのだ。

　極度の男おとこ嫌ぎらいで名の通った、あの《清楚なる野獣》五十嵐郁恵が素敵な王子様、よりによってペアルック!?

　美菜は思わず自分の耳を疑った。

「夏祭りは浴衣ゆかたで一緒に花火を見て、凄すごく可愛いよって言ってもらって、初めてのキスをするの。秋は一緒にたき火して、一つの焼やき芋いもを二人で分け合うの。冬は、私が作った長いマフラーを一緒にするの。クリスマスには夜の遊園地で花火を見て、王子様がキミの全てが欲ほしい、一生幸せにするからって指輪と共にプロポーズしてくれて、私達は初めて繋がるの」

　疑いようもなく、五十嵐がやけに偏かたよった乙女おとめ妄もう想そうをブツブツと喋しやべり始めている。

「フフフ、驚おどろいたかな。あの普ふ段だんは、一歩でも近寄ったら殺すとばかりに男を睨んでいた五十嵐の本音に」

　男が美菜を見る。

「どういうことですか？」

「人は誰だれしも、素す直なおには生きられないということだ」

　一歩一歩下りてくる。

「ボクは素直に生きてるってんだよっ」

「鬼崎さんっ？」

《盾アスタルツフ》によって弾はじき飛ばされて意識を失っていた鬼崎が、ガクガクと膝ひざを震ふるわせながら起き上がる。

「五十嵐になにしやがった！」

「やれやれ、貴様には用はないんだがな」

　鬼崎の問いに答えず、男は苦く笑しようする。

「この野や郎ろうっ」

　鬼崎は、今度は突とつ進しんせずに腰こしを落として両手を挙げた。

　レスラーの構えだ。

「無む駄だだと思うぞ？」

　男がトンッと階段を蹴けり、十段ばかし飛び降りる。

「油断っ！」

　鬼崎がその胴どうにニーキックを放ち──軽々と、その脚あしを踏ふみ台だいにして男が鬼崎を飛とび越こえてしまう。

「《豊穣の神フレイ》よ。全てを解放する者よ。この哀れな者の戒いましめを解き放ち給え」

「んなっ!?」

「正直、男のパンツには興味ないんだがな」

　鬼崎の後ろで男が呟く。その手には、可愛らしいショーツが握られていた。

「てめぇっ！」

　五十嵐の時とは違い、崩くずれ落ちることなく鬼崎が男に挑いどみ掛かかる。

「《捕スらヴえイしテ鎖イ》」

「な────」

　鬼崎が糸の切れた操あやつり人形のように、倒たおれた。

「心まで縛しばれば、人は動くことはないからな」

　倒れ伏ふした鬼崎に目もくれず、男は美菜の前に立つ。

「…………」

　恐きよう怖ふで声が出ないでいる美菜を、男がじっくりと眺ながめる。

　体を屈かがめて、しげしげとその胸を見る。

「ふぅむ。さすがだなこのおっぱい。イリアの偽にせとは違う、まさに本物だけが持つ覇は気きと熱量だ。こうして顔を近づけるだけで、おっぱいの熱でパフパフされていく。これぞ、乳ちち、これぞ人を育て慈いつくしみ駆かり立てる、おっぱいｏｆ　ｔｈｅおっぱい。パイパイだな」

「もしかして無理矢理、生きる力を引きずり出して……最も貴重な霊れい力りよくを胸から奪うばい取っているんですかっ！」

「ほう、この状じよう況きようでまだ頭が回るか。これだけのパイパイを持ちつつ、頭も回るとは。まさに奇き跡せきの女よ。この私の実験に相応ふさわしい」

　男がどこからともなく、牛乳瓶びんのような人間の背せ丈たけほどもある大きな瓶を出現させる。

「では、大倉美菜。お前のパイパイから搾しぼり取って満たさせてもらうぞ。誰もが使えるようにな！」

　男が、いやらしい手つきで美菜の胸に手を伸のばす。

「やっ、やだっ、いやぁぁぁぁっ」

「《豊穣の神フレイ》よ。全てを解放する者よ。この哀れな者の戒めを解き放ち、我を育て給え」

　高らかに男が術式を唱となえる。

　男が手を握った。

　開けた時、そこにはもう美菜の可愛らしい、いかにも女の子な大きな大きなブラジャーが握られていた。

　が、ブラジャーを確かく認にんするはずの男の視線は、おっぱいから離はなれなかった。

　いや、離すことが出来なかった。

　何しろ──。

　バル─────────────ン。

　プルルル───────────ン。

　ボヨンボヨン。

　おっぱいが、ブラジャーという抑おさえを失ったおっぱいが、制服越しとは思えないほどに、お皿に落としたプリンを遥はるかに上回る弾だん力りよくと柔やわらかさでボヨンボヨンと揺ゆれているのだ。

　見ないわけにはいかない。

　これは、男として見ないわけにはいかない奇跡だった。

「ほ、ほんとうにこうやって揺れるのか、おっぱいって……」

　ゴクリと唾つばを飲み込み、男は呟く。

　そして、研究者として考え出す。

　大きいだけでこんなに揺れるわけがない。

　現に、人間界に来て手に入れたエッチなＤＶＤの中のお姉さん達のおっぱいは、どんなに大きくてもこんなに揺れなかった。

「何な故ぜだ、何故にこれほどまでの震しん動どうを見せるんだ。漫まん画がのおっぱい表現ではないかっ」

「分からないのか！」

「ああ、分からない」

「それは、女子高生だからだっ」

「じょ、女子高生だからだと!?」

「女子高生。それは不可能を可能にする若さと可能性に満みち溢あふれた、プルンプルンな存在。女子高生。それは夢と希望が詰つまった神の奇跡すら超える、プルンプルンな存在！」

「なるほどっ！」

　おっぱいの揺れを堪たん能のうしつつ、男が手の平を打つ。

「良介。それなら、女子大生はどうなるのよ」

「女子大生。それは大人へと俺おれ達たちを導いてくれる可能性を有する、あねんあねんな存在！」

「僕はＯＬさんも好きだけどね」

「ＯＬのお姉様っ。それは大人の色いろ香かで俺達を弄もてあそんでくれる、ムンムンな存在！」

「女子中学生はなんなんですの？」

「ロリロリんな存在！」

「もっと下はどうなんだろぉ」

「怒られるから言えません！」

「って、貴様ら何い時つからそこに！」

　男がようやく美菜のおっぱいから目を離して、その揺れを一緒に見ていた良介（美少女）の存在に気が付く。

　いや、良介だけではなく、リサラ達も一緒だ。

「なに、この僕ぼくがおっぱいの地じ震しん波はを感知したものでね」

　玉たま野のがかっこつけて髪かみの毛に指を通す。

「うう、俺だって感知したさ。でも、でも……ぐすっ……凄く楽しく見てるのに、その先が、その先が来ない……」

　重い重いため息を良介が吐つく。

　と、美菜が胸を押さえてしゃがみ込んだ。

「み、美菜っ!?」

「フフ、始まったようだな」

　男が美菜から離れて、大きな牛乳瓶に寄より添そう。

「美菜に何をした！」

「そもそも貴様は誰だ。この学園に貴様のような美少女がいたか？　マンコカパックパーティーのリストにはなかったと思うが……」

「加賀良介だ。諸しよ般はんの事情によって、今日は美少女です！」

「諸般の事情って、そんな便利に性せい転てん換かんしていたら、全国の中高生男子は今いま頃ごろ自分の体で保健体育しているぞ」

「くっ、しかけただけに強く言えない」

「そうか、術式か。後ろの死神達に悪戯いたずらされたわけか。面おも白しろいことをする……くく、貴様のおっぱいからも搾れるか試してみたいところだな」

「ひえぇっ！」

　ゾクゾクッと悪お寒かんが走る。これが、いやらしい目付きで見られる感覚──そう思うと、良介はちょっと嬉うれしく、ではなく今後は自重しようかなと思ってしまう。

　そんなやりとりをしている間も、狂くるおしげに胸を押さえていた美菜が、

「奥おくから先にっ、あっ、ああぁっ、熱いっ、な、なんでっ……こんなっ、んっ、奥から来てる、で、出る」

　激しく悶もだえ出した。

　両りよう腕うでで必死に胸を押さえようとする。まるで空気が漏もれだした風船の穴を押さえるように、押さえつける。

「んっ、んくっ、出ちゃうっ……だめぇっ、出ちゃったら、あの人にっ」

「ほう、まだ耐たえられるか。まだまだ、術式には改良の余地があるようだな。だが、そろそろ限界だろう」

「あっ、あっ、あ───────────っ！」

　胸を張るように背中を反そらせながら、美菜が叫さけぶ。

　その胸──ノーブラのおっぱいから白く輝かがやく霊力が制服越ごしに噴ふき出たと思うと、そのまま大きな牛乳瓶に吸い込まれていく。
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「母乳っ[image: ???]」

「バカっ、違ちがうわよっ」

　良介の言葉を、顔を少し赤らめてリサラが否定する。

「あれは、霊力よ。霊力が噴き出てるんだわ……」

「霊力……？」

「ええ、それもあの輝きは生きる力からね。魂たましいの奥おく底そこに眠ねむる純じゆん粋すいで強い霊力が、噴き出してるわ。でも、生きる力なんて普ふ通つうは触さわることすら出来ない奥底にあるのに……」

　良介は、美菜を見る。その胸からはもう何も出ていない。ただ、魔ま法ほうか何かのように（実際、術式なのだろうが）、自然に大きな牛乳瓶の中が白い霊力で満たされていく。

「ふふ、新しく作ったこの霊力タンクは成功のようだな。今までは、この私しか恩おん恵けいにあずかれなかったが、今後はこの中から自由に取り出せるのだよ！」

　男が高らかに宣言する。

　だが良介にはそんな言葉は耳に入っていなかった。

　要するにだ。

　美菜の胸から霊力を搾り取って、あの牛乳瓶に入れているわけだ。

　おかしい。

　これは、絶対におかしい。

　納なつ得とくがいかない。

　これは、納得いってしまってはいけない光景だ。

「りょ、良介？」

　肩かたをわなわなと震ふるわせる良介を、リサラが心配そうに見た。いや、その内に籠こもっていく強い意志に、男ですら眉まゆをひそめている。

「やめろぉっ、今すぐっ、それをやめるんだ！」

　絶ぜつ叫きようした。

　エクスカリバーのない身でも、これは認められないのだ。

「なんだ急にっ。このおっぱいから噴き出ていく光景が、貴様は美しいと思わないと言うのかっ！」

「ああ、そうとも！」

「良介っ、そうよね……そうよ、こんな不自然な、無む理り矢や理りでエッチなのは許しちゃいけないわ！」

「違う！」

　間かん髪はつ入れず、良介が否定する。

「え？」

「おっぱいを、おっぱいを搾るのは、手じゃなきゃダメだろぉぉぉぉぉぉっ[image: !!!]」

　心からの叫びだった。

　そう、共感を得ない。場が静かになっちゃう感じの。

　ついでに、ものすごく冷たい視線が良介に集まる。

「あ、あれ？」

「いや、良介くん。気持ちは分からないでもないが、さすがに美菜くんがされてる時に、それはどうかと思うんだが……」

　玉野が戸と惑まどいながら良介に言う。

「違ちがうっ。そうじゃない」

「何がだい？」

「女の子のおっぱいを搾っていいのは、赤ちゃんと、好きな人の手だけなんだ！」

　シーンと、場がまた静まり返る。

「……紛まぎらわしい言い方をしないでよね。一いつ瞬しゆん、真しん剣けんに殴なぐり飛ばそうかと思ったわよ」

「リサラお姉様と同じくですわ」

　リサラとキュールがはぁと肩を落とす。

「りょ、りょうすけ……くん……」

　か細い、それでもはっきりと聞き取れる声だった。

「馬ば鹿かなっ。この私の術式が始動してなお抗あらがうだとっ」

　男がぎょっとした目で美菜を見た。

「美菜っ」

「ど、どこ……？」

　美菜が弱々しく周囲を見み渡わたす。

　そうだった。今の良介は理想の美少女姿なのだ。分かるわけがない。

「わたし、りょう……すけ……くん……に……しぼ……」

「ええいっ、《豊穣の神フレイ》よ！」

　男が術式を強化し始め、美菜の声はどんどん小さく聞こえなくなっていく。

「くそっ、どうにかならないのかよ！」

「ええ、なんとかしないと」

「提案してもいいかなぁ」

　イリアが眉をひそめて、小さく手を挙げた。

「何か手があるの？」

「一時撤てつ退たいすべきだと思うの。アレがイリアの思っている男なら、絶対に準備がいるんだよねぇ。リサラさんには思い当たる節ないの？」

「……あっ」

　リサラが小さく声を上げた。

「その前に美菜をどうすんだよ。五十嵐先輩も鬼崎先輩も」

「良介くん、急がば回れって言葉もあるんだよ？」

　イリアがやれやれと首を振ふる。

「だからって見殺しにするのかよ」

「……良介」

　リサラが良介の肩を掴つかむ。

「なんだよ、リサラ。お前まで一時撤退っていうのかよっ」

「今は、イリアの判断が正しいと思うわ。私も少し思い当たる節があるのよ。だとすれば、闇やみ雲くもに向かっていっていい相手じゃないの。美菜達を助けたいなら、なおさら作戦が必要だと思う」

「でもよ！」

「良介さん」

　キュールがニコリと笑った。

「なんだよ」

　スコン。

　首筋に感じる痛み。

「なっ──」

「こうした方が早いですわよ」

　ニコリとキュールは、リサラに笑った。首筋を叩たたかれて、意識を失った良介の手を取りつつだ。

「キュ、キュール……」

「さ、お姉様。女の子になってる良介さんならキュール達でも運べると思いますし、さっさと行きましょう」

「そ、そうね」

　少し唖あ然ぜんとしつつ、リサラが頷うなずく。

「イリア。あの男から撤退する妙みよう案あんがあるんでしょうね」

「ええ、一つだけあるの」

「なら、それでいくわよ」

「オッケ──♡」

　場ば違ちがいに明るい声を出すと、イリアがマルベックを手招いた。

「はい、なんでしょう？」

　少し不安そうな顔をしつつ、マルベックが手招きに応じる。

「二人で《装束デイスラード》をして、あの男の目を引きつけるわよ」

「へっ、お、囮おとりですか。でもでも、今の話だととっても危ない気が」

「イリアもいるから、平気だってば。イリアが自分を犠ぎ牲せいにする死神に見える？」

「はい、見えません」

　即そく答とうです。

「こ、このっ」

　一瞬怒りかけ、イリアが深呼吸と共に笑え顔がおを作る。

「ね、そうでしょ。だから行くわよ」

「は、はい」

　マルベックが渋しぶ々しぶと頷いた。

「リサラさん、その隙すきに貴方あなたが隠かくれてた教室に行ってね」

「イリア、貴方……」

　イリアのまさかの献けん身しんに、リサラは不覚にも感動してしまっていた。少し潤うるんだ瞳ひとみで、イリアを見つめる。

「すぐに追い付くから、ね♡」

「ええ、待ってるから。絶対に待ってるから」

「もちろん」

　イリアが答えたのが合図だった。

　イリアとマルベックを置いて、回れ右して良介を引きずりながら走り出す。

「んん？　なんだ逃にげ出すのか……」

　牛乳瓶びんから視線を外はずし、男が少し驚おどろく。

「だが、私の存在はまだ死神界にばれるわけにはいかないのでね」

「えっとね、お相手はイリア達なの」

「せ、僭せん越えつながら私も……」

　イリアとマルベックが男に対たい峙じする。

「《装束デイスラード》しよっか」

「は、はい」

　マルベックがペンダントのモーモーラビットを握る。メルロー人生保障のシンボルでもあるそれは、スピリットマネーを蓄たくわえる力も持っていた。

　イリアもマルベックも、メルロー幹部連帯直属特務室極東支部所属として、上層部から通常の死神を遥はるかに超こえるスピリットマネーを与あたえられてその中に蓄えているのだ。

「《装束デイスラード》」

　術式を唱となえる。周囲の塵じん芥かいがマルベックの周りを回り、衣い装しようを替かえていく。

　まるでハイレグ水着のような、随ずい分ぶんと扇せん情じよう的てきな死神姿にだ。

「四級、あたりか。その《装束デイスラード》からすると」

　男がまるで相手にならないと苦く笑しようする。

「わ、私はそうでも、上司は一級なわけっ。ね、支部長！」

　マルベックが横を向く。

　──誰だれもいなかった。

「へ[image: ???]」

「貴様が《装束デイスラード》してる間にさっさと逃げ出してたぞ。だから私は、貴様が主力だと思っていたんだが……なるほど捨て石か。哀あわれな四級だな」

「あ、あの腐くされ上司ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　その怨えん嗟さの声は、男の漆しつ黒こくの衣装よりもさらにさらに黒かった……。




　　　　※　　　※　　　※




「美菜をっ──」

　目を覚ますと、そこはリサラが和服への着き替がえを行っていた教室だ。

　薄うす暗ぐらい中で、制服に着き替がえたリサラがイリアを睨にらんでいた。

「良かった、目を覚ましたのね」

　イリアを睨みながら、リサラが言う。

「悪かったとは思うけど、仕方なかったのよ」

「くそっ、ここまで連れてこられたら何言ったって無む駄だだろ」

　ドンッと良介は床ゆかを叩いた。

（美菜達を見捨ててきちまった……分かってる、それが正しい判断だろうってのは、俺おれにだって分かってるさ。でもな、女の子を守れないで、エッチで可愛かわいくて俺の心を幸せにしてくれる女の子を、しかも美菜を守れなかった）

　またドンッと叩く。

「クソッ」

「良介……ごめん」

「いいよ。リサラ、お前が悪いんじゃない。俺がダメだってだけだ。女の子は大事だ宝物だ、それがポリシーだといったところで、ただの、いいや一いつ般ぱん人にも劣おとる俺が悪いんだ」

　リサラの視線から逃げるように良介は教室を見渡した。その視線はきっと励はげましや労いたわりだろうからだ。そんなものを貰もらっても、何の慰なぐさめにもならない。

「リサラ、一ついいか？」

　薄暗い教室の中でも、誰がいるか程度は確かく認にん出来る。

　そう、一人足りないのだ。

「マルベックさんは？」

「ええ、私もまさにそこが聞きたかったのよ。イリア、なんで貴方一人なの？」

　リサラがイリアに低い声を投げる。

　そう、マルベックはいない。イリア一人だった。

「犠牲は少ない方がいいって思って♡」

「人ひと身み御ご供くうかよ……マルベックさん、可哀かわい想そうに」

「ウフ、ま、マルベックってば、あー見えても優ゆう秀しゆうなのよ。平気平気」

　良介の非難の目も、イリアにはまったく通じなかった。

「それより、リサラさんもあの男の正体、思い当たったんでしょ？」

「ええ、たぶんイリアと同じよ」

「昔々、レストール家で騒そう動どうを起こしてぇ、全死神組織を敵に回して行方ゆくえ不明になった男？」

「私も同じ考えね。あの《装束デイスラード》、正直に言えば私の《装束デイスラード》よりかなりレベルが高いわ。そんな死神が人間界に来ていれば、私やキュール、そしてイリアの耳に絶対に入るはずよ。キュール、何も聞いてないでしょ」

「ええ、キュールは何も。でも、誰なんですか？」

「かつてレストール家にいた死神よ」

「レストールに？」

　キュールが目を丸くした。

「あのバストを使った術式でピンときたなぁ、イリアは」

「そうね。死神界でも屈くつ指しの力を持ち、六十九スタンザに列している男よ」

「スタンザぁっ？」

　イリアの言葉にキュールがイリアとリサラを交こう互ごに見て、「嘘うそですよね？」と視線で訴うつたえる。

「玉野先せん輩ぱい、スタンザって知ってる？」

「いいや、残念ながら」

「オン（俺も知らないね）」

「スタンザ。特別な功績や強大な力を持った死神に与えられる、死神界の名めい誉よ称しよう号ごうみたいなものよ」

　リサラが、説明してくれる。

「スタンザには一から百まで位階があって、より功績がある、つまり強力だと少ない数字が与えられるのよ」

「ってことは、百人もいるのか？」

「いいえ。一つのスタンザに六名までよ。だから最大で六百人ね」

「ちなみにリサラ。お前は？」

「バカ言わないでよ。一級死神になって間もないのよ。いくら名門レストールの名を持ってたって、与えられるような軽い名誉じゃないのよ」

「でも、一つに六人で六百人もいるんだろ？」

「いいこと教えてあげる。スタンザって一度与えられると永久なのよ。罪を犯おかしても、死神が死んでも名誉としてその名前はスタンザに残されるわけ」

「は？」

「要するに、ほとんどのスタンザは昔の偉い人じん達ってことよ。生きててスタンザを貰ってる死神なんてほとんど居ないわよ。もうスタンザの空きもそうないはずだから、新規に与えられる死神も減っているわけ」

　リサラの言葉に、イリアが暗い声で呟つぶやく。

「あのガルダーブロウグは、それだけ難関のスタンザを与えられるだけの力があるってことなのぉ」

「要約すると……超ちようヤバイってことか？」

「残念ながら、正解ね」

　良介の要約に、リサラがうんざりと答える。

「そもそも、何をしたヤツなんだよ」

「今の死神と人間の関係を壊こわそうとしたのよ」

「壊す？」

「そう、壊そうとしたの。死神が人間のサポートなんてする必要はない、それは死神の堕だ落らくだと言ってね」

「いやでも、ライフジュエルはどうすんだよ」

「無理矢理奪うばうのよ。人間を、霊れい力りよくを供給する家か畜ちくにする研究をしていたそうよ」

「なっ」

「メイズ・ガルダーブロウグ。超危険人物よ」

　リサラの話が真実なら、今の社会そのものをぶち壊そうってことだ。

「似たような話を聞いたことがあるな」

　玉野が、自分の記き憶おくを探さぐる。

「確か『黄昏たそがれの戦い』か、何かだったか」

「ふうん、玉野先輩って意外に博識なのねっ」

　心底意外そうな顔をイリアがする。

「おい、なんだそれは」

「良介は、予想通り知らないのね」

　意外さの欠片かけらもなくリサラが苦笑した。

「昔の話よ。死神が、ライフジュエル欲ほしさに……多くの人間を殺してしまった時代があったのよ」

「そんなことがあったのか？」

「私だって、歴史の中でしか知らないわよ。というか、死神も人間も目を背そむけてる歴史だからね。元々、死神だって自分達なりのルールで、人間に接していたそうよ。殺すなんて、野や蛮ばんな真ま似ねは禁止してね」

「それが、どうしてそうなったんだよ」

「死神界で激しい戦乱があったのよ。そのせいで、それぞれの勢力が勝利のために、生き残るために、人間界を荒あらしてしまったの。その結果、人間界もまた荒れて不幸が満みち溢あふれたわ。それはつまり、本来の輝かがやきを持つライフジュエルが無くなるってこと」

「ええと、幸福な人生を送った人間のライフジュエルは、そのままスピリットマネーに変へん換かんできる純度がある、だったか？」

「ええ、そうよ。そのせいで本来の輝きを持つライフジュエルは減り続け、死神界もまた疲ひ弊へいしていったってわけ。だから、死神界と人間界の間で、色々とルールが正式に出来たのよ。今は、お互たがいに上う手まくやってるでしょ？」

「なるほどなぁ。って、じゃぁその……なんだっけ？」

「あの死神、メイズ・ガルダーブロウグのこと？」

「そうそう。そのガルは、今の関係を壊して昔みたいに戻もどそうって言ってるのかよ」

「かも知れないってだけで、私だってそう詳くわしく知ってるわけじゃないわ。なにぶん大昔の出来事だし……」

「一つ、疑問があるのですけれど」

　腕うでを組み俯うつむいていたキュールが顔を上げた。

「確かメルローの新式レーダーに特異者の影かげが映ったのは、去年のこの時期でしたわよね」

「ええ、そーだけど？」

　イリアが首を傾かしげる。

「玉野先輩、確か去年も肝きも試だめしを行ってるんですわよね」

「ノンノン、期末試験休きゆう暇か祭だよ」

「名前なんてどうでもいいですわ……。とにかく、やってるんですわよね？」

　キュールの語ご気きに気け圧おされて、玉野がコクコクと頷うなずいた。

「何も、起きなかったんですの？」

「何もって……うーんと…………」

　玉野が考え込むこと、十秒。

　周囲が苛いら立だち始めたと同時に、ポンッと手を打った。

「そういえば例年、肝試しでは何人か気分が悪くなって倒たおれたな。しばらくは野性味あるっていうか欲よく望ぼうに忠実っていうか、とにかくおかしくなってたらしいね。ま、一週間ほどでみんな元に戻ったけど」

「いや、それって普ふ通つうは当面イベント禁止だろ！」

「ははは、いやだな良介くん。この僕ぼくが、熱ねつ中ちゆう症しようか何かってことで揉もみ潰つぶしたに決まってるじゃないか。だって、キミも知らなかっただろ？」

「ああ、初はつ耳みみだよ、初耳だ！」

「まぁまぁ、そう怒らないでくれ。当人達にも後こう遺い症しようはなかったんだから、問題ないだろ。あ、いや……」

「あったんじゃないかっ」

「いやいや、やけに開けっぴろげに欲望をばらしたもんだから、みんなしばらく引きこもりになっただけだって」

「…………あのな」

「ふむ、そういえば被ひ害がい者しやはみんな女性だったな」

「やっぱりですわね……。肝試しってイベントが、特異者捜さがしになると思ったのは、キュールやリサラお姉様だけじゃなかったってことですわね」

　キュールがうんうんと頷く。

「去年も、ガルダーブロウグが動いてたっていうわけ？」

　リサラが、まじまじとキュールを見た。

「ええ、そうですわ。メルローの調査員は、偶ぐう然ぜんか有能だからか知りませんけれど、そのことを知ってしまい消されたんですわ。その証しよう拠こに、さっきガルダーブロウグは手に美菜さんのビッグサイズブラジャーを握にぎってましたわ。ほら、調査員が残したもう一つの言葉、下着強ごう盗とうってあいつを指すんじゃありません？」

「でもでも、大きな霊力反応は複数あったんだけど？」

　そのイリアの疑問にキュールは、小こ馬ば鹿かにしたように薄うすい笑みを作った。

「あの、おかしな霊力吸収方法の反応だと思いますわ。あれ、生きる力から直接搾しぼってるわけでしょう。それって、直じかに計測したりしなければ普通は分からない、生きる力の霊力を表に出すってことでしょう？」

「あ、え……ええと、うんうん、そうよね。そーだと思ったんだぁ、イリアも！」

　白々しくイリアが、分かっていたフリをしながら何度も頷いた。そんなイリアを堂々と無視して、キュールがリサラを見る。

「いいですか、それはつまり──普通は良識や常識で隠かくしている、人間が人に知られたくない本ほん性しようを、無理矢理表に引き出したってことですのよっ」

　キュールが吐はき捨すてるように言う。

「……リサラ、生きる力は人間が人に知られたくない本性だってよ？」

　良介は、非難の視線をリサラに向けるが、

「あら、良介は普ふ段だんから隠してないじゃない」

　平然と言い返されてしまった。

「……ごめんなさい」

　何の反論も出来ない良介だった。

「とにかく、五十嵐って人と何より美菜さんの霊力を、それも最も純じゆん粋すいな霊力がある生きる力から吸い取ったんですのよ。かなりのスピリットマネーを蓄たくわえていると考えるべきですわ」

「キュール、もしかして怒ってる？」

「……え、ええと、その、ほらっ、人のシマで好き勝手やられるのって、キュールの趣しゆ味みじゃないんでっ」

「フフ、気持ちは私も同じよ」

　ワタワタと手を振ふって否定するキュールにリサラが微笑ほほえんだ。

「でも、相手の方が実力は上。その上、蓄えているスピリットマネーも多いってなると、やっぱりかなりの強敵ね」

「ほーら、イリアの言った通り作戦とか考えて正解でしょ～？」

　イリアが鼻を高くする……マルベックを捨ててきたくせに。

「で、作戦はいいけど、何か考えはあるのか？」

　良介の指し摘てきに、イリアがビクンッと固まった。

「考え？」

「そう考えだ。あれだろ、お前とリサラが準備万ばん端たん整えればなんとかなるとか、その程度だろ」

「え、ええと…………ダメかなぁ」

　両りよう拳こぶしを顎あごの前で合わせて、可愛かわいく微笑む。

「ダメに決まってるだろ！」

「ええぇぇっ、なんでよ───。そりゃ、スタンザとかあーいうアホみたいな名めい誉よはイリア、持ってないけどぉ。一級試験首席よ。リサラさんだって次席よ、じ・せ・き！」

　次席をわざわざ強調して言うイリアに、一いつ瞬しゆんリサラがこめかみをヒクつかせるが、コホンと咳せき払ばらいをして心を落ち着かせる。

　そんなリサラに「ちっ」と舌打ちしたイリアを、良介は見なかったことにした。

「でも、良介。イリアが言っていることも一理あるわよ。キュールだっているんだし、やりようによってはどうにかなると思うんだけど」

「…………」

　リサラの言葉に、良介は何も言わずにその手を取った。

「な、なによ」

　そのまま自分の胸むな元もとにリサラの手を置く。

　フニュン。

「あんっ」

　良介の悶もだえ声。

「な、何よっ」

　驚おどろくだけのリサラに「はぁ～」とため息を吐くと、良介はその手を股こ間かんに導いた。

「えっ、ちょ、ちょっと、い────や─────────っ」

「んぅっ」

「あれ？」

　リサラが首を傾げる。

　そして顔を赤らめながら怖おず怖おずと、再さい確かく認にんのために、ゆっくりとなで回す。

「ふあんっ……って、リサラっ。手付きが凄すごくエッチだぞ！」

「えっ、あ、その、ごめん……」

　ただの赤から、さらに顔を真っ赤にしてリサラが慌あわてて手を引く。

「お姉様……こんなところで大だい胆たんですのね。も、もしかして、もうそんな関係になってたんですの！」

「嘘うそだっ、この僕を差し置いてかいっ。なんでだっ、そんな馬ば鹿かなことがっ！」

「うっそっ、芸能人のナンパも胸がバレるのが怖こわくて我が慢まんしてきたイリアを差し置いてっ!?」

　キュールの叫さけびに、玉野とイリアが飛び上がった。

「……イリアさん。その割には、良介さんには随ずい分ぶんとその偽にせ乳ちちでアピールしてると思いますけれど？」

「トップの芸能人ってのは、やっぱり霊力強い人が多いんだもん。かなり不安なのよね」

　キュールの突つっ込みに、イリアが胸の前で人差し指と人差し指を押し当てる。

「なるほど、お預け状態ってわけですのね。つまり、まだ初体験をしていない……」

「別に無理して捨てる気はないけどぉ、うう、良い男がいっぱい転がってるのに……くぅぅっ、それが、それがまさかリサラさんに先を越こされるなんてっ。相手が、良介くんでもなんか悔くやしい感じ！」

「ま、まぁ、あれはあれで、そー悪くは、な、ないかなぁと、思わなくはないですけれど……でも、そう思うと、なんかお姉様やっぱりずるい！」

「そもそも、良介くんがリサラくんみたいな美少女に食われたってのが、納なつ得とくいっか─────ん！」

「食ってないっての！」

　リサラが金切り声で否定する。

「違ちがうわよっ。なんでおかしな誤解をしてるのよ！」

「でも、お姉様。そんな普通に股間を触さわるって……普通は……ねぇ」

「そうそう、キュールちゃんの言う通り。普通は無理だなぁ」

「今いま頃ごろ、あの白く細い指の下で……熱く熱く……くぅぅっ、いいなぁ」

　そうなればどれほどいいか、良介は心の中で血の涙なみだを流す。

「そもそもだ、イリアっ。お前がどーして誤解すんだよっ。俺おれのエクスカリバーを取っちゃったのは、お前じゃないか！」

「あっ」

　良介に、イリアが間の抜ぬけた声を上げる。

「でも、リサラ。分かっただろ。今の俺は、お前に霊力の補給が出来ない。それどころか《グラム》の存在だって感じないだろ」

「ええ、良介。なんどか《グラム》にアクセスしようとしたけど、返答はなかったわ。無くなるってことはないはずだから、女になった良介の魂たましいの中で完全に眠ねむってるんでしょうね」

「起こす方法は？」

「基本的には、女の子の術を掛かけた張本人に解いてもらうことね」

　リサラに見られた瞬しゆん間かんイリアが、

「ごめん、無理っ！」

　謝あやまった。

「どういうことよ。スピリットマネーが足りないの？」

　ぶんぶんとイリアが首を振る。

「じゃぁ、なんでよっ」

「もしかして……美しい私に惚ほれてしまったの？」

　良介の言葉は、無視されました。

「マルベックと一いつ緒しよじゃないと無理なの。あれってば、マルベックと二人で掛けた術だから、二人揃そろってないと解かい呪じゆ出来ないもんでぇ」

「お、お前っ、そのマルベックさんを捨ててきたってっ、じゃぁ俺は、俺は一生このままかよ！」

「いや、強ごう引いんに解呪は出来るんだけど、それってばアホみたいにスピリットマネー使うから、少なくとも今は無理な感じ？」

「お、お前なぁぁぁぁっ」

「イリア、これで作戦ってどうするのよ……」

「うーん、そーだなぁ」

　頭を抱かかえたリサラに、イリアが腕うでを組んで目を閉じて、悩なやみながら教室をうろうろと歩く。そんなイリアの手首を、キュールが握った。

「もしかしてイリアさん。一人で逃にげちゃえとか、思ってませんわよね？」

「あ、あら、キュールちゃんってば……相変わらず狡ずるいことには頭が回るんだ」

「あら、イリアさんの腹黒さには負けますわ」

「うふふふ…………」

「クスクス…………」

　二人が笑い、頷うなずきあう。

「友情は忘れないからね♡」

「そーいうことですのでっ」

　窓に向けて走り出す。

「ふ、二人ともっ!!」

「リサラ、平気だ」

「どうして──」

　良介にリサラが問い返すと同時に、

「オンッ！」

　イリアとキュールの足あし下もとをカエサルが走り抜け、二人して顔面から床ゆかにすっころんだのだった。

「痛いの……」

「ひどいですわ……」

　突っ伏ぷす二人の後頭部を、一回ずつぽんっとカエサルが叩たたいた。

「オン（誰だれかと出会うってのは奇き跡せきなんだぞ。その出会った相手を見捨てて、明日あしたから楽しい夢を見られるのかい？　俺達犬族だって、逃げた後こう悔かいってのは苦しいもんなんだ）」

　カエサル（ジャーマンシェパード。雄おす。三歳）が、何か昔を懐なつかしむような遠い目をする。

「……オン（まして死神なら、どうだろうな。想像してみな、お嬢じようちゃん達）」

「そ、それは……カエサル、ごめんなさいですわっ」

　キュールがカエサルに抱きつく。

「キュール……やっぱり、貴方あなたは優やさしい子よね」

　その感動的なシーンを見たリサラも、嬉うれしそうに目め尻じりを拭ぬぐう。

「リサラお姉様の不幸っぷりで頭がいっぱいになって、美菜さんのことを、あの美菜さんのことを失念してしまいましたわぁぁっ。お姉様は不幸でも夢は楽しいですけど、美菜さんはダメです!!」

「おい……」

　続くキュールの言葉に、リサラは張り付いた笑えみを浮うかべたのだった。

「はぁ……やってられないのよね。なーんで、このイリアがあんな無能のために。ええ、なんで、このイリアが……」

　イリアがブツブツ言いながら、ゆっくりと体を起こす。

「オンッ（いいのかい、立場ってものもあるんだろ？）」

　ニヤリとカエサルが笑った（気がする）。

「……立場かぁ。そうよね、部下を見殺しにしただなんて噂うわさが広まったら、組織内での立場って、やっぱり危ないって感じよね。うんうん、なら仕方がないかなぁ」

　歩み寄り、イリアがギリッとカエサルの頭を掴つかむ。

「イリアさんっ！」

　カエサルに抱きついていたキュールが弾はじかれたように顔を上げて、イリアを睨にらみ付ける。

「イリアはね、気が利ききすぎる男って嫌きらいなのよねぇ」

　睨み付けるイリアを正面から見返して、カエサルが小さく吠ほえた。

「オン（素す直なおになれてよかったな）」

「ふ、ふんっ！」

　イリアがプイッと顔を逸そらすと、キュール共々振ふりほどいて、カエサルは良介のもとに歩いた。

「カ、カエサル……いや、モテ師し匠しよう？」

「オン……オン（女に嫌われるのも男の優しさの一つだ、よく覚えておくんだな）」

「モ、モテ、モテ師匠ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

「ぼ、僕ぼくも弟で子しにして下さいぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　良介と玉野に抱きつかれて、ちょっと迷めい惑わくそうなカエサルだった。

「ええと……まぁ、てわけで、みんなで一緒に頑がん張ばりましょうね」

　リサラがなんとか場をまとめようとする。

　が、キュールはともかくイリアは、

「何よっ、かっこつけちゃってさ。ちょっと、その、ああぁぁっ、犬にときめくことなんて、ないっ、ないったらないもんっ、初はつ恋こいが……ないっ、ないのぉぉっ、ぜーったいにありませ──んっ」

　ブツブツ言いながら髪かみの毛けをかきむしっている。

「モテ師匠っ、俺も、俺もいつかダンディになってみせる！」

「オン（相棒、まずはエクスカリバーを抜いてからだろ）。オン……（女になってても、中身が男じゃ嬉しくないぞ……）」

「カエサル師匠っ、僕も、僕も一緒に弟子にして下さいっ。ちゃんとモテたいんです！」

「……オン（お前、モテなさそうだもんなぁ）」

「そんなぁぁぁ」

　カエサルは、良介と玉野に抱きつかれて心底うんざりしている。

　誰がどう見ても、これから戦おうって集団の状じよう況きようじゃない。

「どうしろってのよ、この緊きん張ちよう感かんのない連中を……」

　そんなリサラの悩みを解決したのは──もしくはさらなる混こん沌とんに陥おとしいれたのは、声だけで成人指定されてしまいそうな色っぽい声だった。

「ああぁん、良介くぅん。あは、み───つけったぁんっ♡」

　ガラッと扉とびらが開き、美菜が入って来た。

　その顔は、赤い。

　良介には分かる。照れているのではなく、あの赤さはエッチなＤＶＤを見ていて女優さんが本気になった時の桃もも色いろの赤──欲よく情じようしている赤だ。しかも、制服の胸むな元もとは何な故ぜか半ばはだけていて、あの驚きよう異いの胸囲によって生まれる谷間がはっきりと見えてしまう。

　そう、だってノーブラだもん。

「お、おふっ、ふおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ、おっぱいんぱいん!!」

　玉野が、瞳ひとみをおっぱいにして飛び上がり、カエサルに股こ間かんを頭ず突つきされた。

「バウッ（胸を揉もんでいいのは、好きな相手と赤ちゃんだけだって、相棒も言っただろ）」

「あがぁぁぁぁぁぁ、し、師匠……だからって、ヒドイ……」

　玉野がその場に沈しずむ。

「良介くぅんっ♡」

　美菜が、おっぱいをたゆんたゆんと揺ゆらして駆かけ寄よってくる。

「み、美菜っ！」

　どう考えても、いつもの美菜じゃない。

「美菜っ。落ち着いて、貴方はガルダーブロウグの術式で生きる力が暴走してるのよ！」

　リサラが美菜の前に立った。

　そうだった。

　美菜は生きる力を無理矢理表側に引き出されてるんだった。

（そーかぁ、美菜の隠かくれた本ほん性しようって……あーいう、お色気だったのか。まぁ、体通りってか、あれで隠してなければ、今いま頃ごろお色気むんむんで学園の、いや街の女王様になってたもんな。世のためには、隠して正解かな）

　うんうんと良介が納なつ得とくする。

「とにかく、美菜。落ち着いてっ」

「リサラ、どいて下さいっ」

　美菜がリサラの耳元に口を近づけて、ボソボソと何か呟つぶやく。

　ボンッ。

　そんな音が聞こえた気がした。

　リサラが、茹ゆで蛸だこ状態になってその場にへたり込む。

「フフ♡♡♡」

　色気たっぷりに美菜が、リサラを見下ろす。

「お、大人の世界、すごい……膝ひざ枕まくらなんてお子様なんだ……そんなこと、で、できるなんて…………無理、私には……」

　リサラは、何かよく分からないが敗北感に蝕むしばまれている。しかも、真っ赤な顔でぽーっと目を丸くしながらだ。

「はぁぁ、リサラさんはホント使えないんだから」

　イリアが腕を組み、仁に王おう立だちで美菜を見み据すえる。

「なんだかよく分からないけど、ちょっと寝ねててね！」

「んもぉっ、邪じや魔ましないで下さいっ。イリアさんと違ちがって、私のバストは天然物なんですよ？」

「ひどいべっ、そらぁ、に、偽にせだども……」

「ぬりかべおっぱいですもんね♡」

　ドサッ。イリアが突つっ伏して泣き出した……。

「じゃ、良介くん。覚かく悟ごは…………イイ？」

　何故か四よつん這ばいになって、美菜が良介に近寄ってくる。

「か、覚悟って何の覚悟でしょうかっ」

「ん、もぉ。分からないのぉ？」

　脚あしに美菜が巻き付いてくる。

　おっぱいが、良介の脚に絡からみつく。

　上うわ目め遣づかいが、濡ぬれた瞳が、紅潮した頬ほおが、ヤバイ。

　天然物のおっぱいの谷間が、スゴイ。

「てか、そもそも……ほら、私、良りよう子こちゃんだから！」

「フフ、聞いたよぉ。今、女の子になってるって♡」

「あ、あの野や郎ろうぉぉっ、余計なことしやがって!!」

「私ね、女の子でいいからぁ、ふふ、一いつ緒しよに大人……ううん、天国の階段をのぼろうね、良介くん♡」

　本当に、蛇へびのように美菜が良介の体に巻き付いてくる。

　右手が、お尻しりから脇わき腹ばらを通り、胸に伸のびてくる。

　左手が、下腹部から下を愛いとおしそうに撫なでる。

　おっぱいは、脚を挟はさみ込み燃えるように熱い。

　顔は、脇腹をすりすりとほおずりしてくる。

「ああぁ、良介くんだぁ……舐なめちゃおうかしら♡♡♡」

「や、やめ……」

　ちろりと美菜の唇くちびるに舌先が見えた。

　本気だっ。

（俺っ、貞てい操そうのピ──────────ンチッ！　ああ、まさか童どう貞ていより先に乙女おとめを失うことになるなんて……。てか、エクスカリバーぁぁ。この、この中ちゆう途と半はん端ぱな興奮はマジ辛つらいぞ。いっそ、女の子の快感を知ってしまえば、楽になれるんだろうか……）

　そんなダメな葛かつ藤とうをしていると、

「はい、そこまで。中学生には目に毒ですわ」

「オンッ」

　キュールとカエサルが美菜の後ろに立っていた。

「もうっ、キュールちゃんまで邪魔するのぉ？」

「あら、お友達として正常じゃない美菜さんを止めてあげるだけですわ」

「だよなっ、正常じゃないよなっ、こいつっ。あいつに操あやつられてるんだろ！」

「まー、そのあたりは良介さんの判断に任せますわ」

　そう苦く笑しようしたキュールの耳元に、美菜が顔を寄せる。

　そう、さっきリサラを撃げき沈ちんさせたアダルトワードアタックだ。

「それが、何か？」

　平然としている。

「そうかっ、お子様過ぎてリアリティが全然ないから平気なのか！」

「真ま面じ目めなだけですわ。では、美菜さん。ちょっと眠ねむってて下さいね……《捕スらヴえイしテ鎖イ》よ。この者の心を縛しばり給たまえ」

「あ──」

　美菜がその場に崩くずれ落ちる。

　寝ているというよりも、完全に意識を飛ばしてしまっているようだ。

「平気なのか？」

「心が動かなければ、人間は動かないってだけですわ。ま、キュールの術式なら一時間もすれば勝手に元通りになるから平気ですわよ」

「ならいいけどさ……」

「いいや、よくないな」

　ガルダーブロウグの声が響ひびいた。

　さすがにその声に、リサラもイリアも、おまけで玉野も現実に帰ってくる。

　堂々と教室の入り口から、ガルダーブロウグが入って来る。

「五十嵐郁恵と大おお倉くら美菜のおかげで、霊れい力りよくの補給と研究はほぼ完かん璧ぺきに終わったんだがね。生きる力通りに動いた大倉美菜の霊力が、どの程度回復するかのデータも欲ほしかったのだよ。まったく、邪魔をしてくれる」

　仮面の下で舌打ちをする。

「どうせ、この私に始末される連中だというのにな。まったく、この私の偉い大だいな事業の邪魔をするとは死神の風上にもおけん。私の研究が完成すれば、死神はもう人間に媚こびへつらってまでライフジュエルを得る必要がなくなるのだぞ。そう、人間の女子を家か畜ちくとして、誰だれもがおっぱいから純じゆん粋すいな霊力を得ることが出来るのだ。それも、このタンクに詰つめ込む形でな。そうともっ、死神が人間の霊力を管理する正しい時代に戻もどるのだ！」

　最後は、興奮したのかガルダーブロウグが蕩とう々とうと語った。

「正しい時代か何か分からないけどね、キミが毎年期末試験休きゆう暇か祭の邪魔をしてるそうだね。僕ぼくとしては、そのことの方が許せないんだよ！」

　玉野がガルダーブロウグに無む謀ぼうにも詰め寄る。

「なんだお前は？」

「桃もも園ぞの学園一の男前。ボクシング部部長《ピンクボクサー》とは、この玉野ひか──ぎゃんっ」

　突き飛ばされてあっという間に気絶しちゃう……。

「玉野先輩、何やってんだよ……そうだ、マルベックさんはどうなったんだよ！」

　倒たおされた玉野を見て、マルベックのことが連想されたのだ。

　そんな良介の言葉に、ガルダーブロウグが意外そうな声を上げる。

「ほう、人間のお前が死神を心配するのか」

「当たり前だろっ。死神だろうがなんだろうが、女の子は女の子なんだよっ。あ、いや、いくら何でもマルベックさんに女の子はちょっと辛いか……」

「本人聞いたら泣いちゃうなぁ、きっと」

　イリアが良介の前に立つ。

「ほう、仲間を見捨てた死神が何か言うつもりか？」

「見捨てた？　馬ば鹿か言わないで欲しいなぁ。一時的に貸しただけよ。利子付けてきっちり返して欲しいな♡」

　可愛かわいらしく言った瞬しゆん間かん、イリアが両手を掲かかげて死神装しよう束ぞくを纏う術式を叫さけぶ。

「《装束デイスラード》」

　塵じん芥かいが渦うずとなって、イリアの周囲を回り始める。

　制服すらも分解して異なる物質を構成し、イリアの体を覆おおい始める。

　黒い、黒光りする革かわのような質感をもった薄うすい生地が、イリアの体の大部分を覆う。

　頭部では、鈍にぶい光と共に一本の角が力強く額に生えてくる。

　その様子を、ガルダーブロウグは特に何をするわけでもなく見ていた。

　いや、最後に拍はく手しゆを数度する。

「いや、見事な《装束デイスラード》だ。まだ若い死神だから期待していなかったが、一級の、それもかなり上位の力とはな。これは見事だ」

「へぇ、なら……驚おどろくのはまだ早いと思うな、おじさま」

「ほう？」

「《装束デイスラード》」

　リサラだ。そのイリアと違う静かな発音と共に、リサラの制服が分解され、周囲の塵芥をも取り込んで、その体を覆っていく。イリアと同じく、ほぼ体の全すべてを覆う黒く光る生地で出来た衣装だ。

　さらに側頭部から二本の角が、メキメキとねじ曲がり震ふるえながら生えた。

「その年で二本角だと……貴様、ただの家の者ではないな」

「あら、三本角を持ってる人には言われたくないわね」

「貴様には分かるまい。私が、どれだけの研けん鑽さんの果てに三本角を得たのかをな」

「そのあたりの苦労話は、イリアにしてあげると喜ぶわよ」

「え、まぁ、知りたい……じゃなくてっ」

「フフ、キュール。貴方あなたも早くしなさい！」

　リサラがイリアの抗こう議ぎを笑って受け流して、キュールを見る。

　あからさまにキュールは嫌いやそうな顔をするが、リサラとイリアに睨にらまれて、渋しぶ々しぶと手をかざす。

「ううぅ、この流れでキュールの衣装、まして角まで。はぁ～、絶対に睨まれますわ……《装束デイスラード》！」

　塵芥の流れが、リサラとイリアよりやや乱れながら、キュールの体を覆う衣装を作り上げていく。

　リサラとイリアのそれよりは、やや露ろ出しゆつの多い衣装だった。ただ、スカート部分にはフリルが付いていた。

　メキメキと生えた角は、リサラと同じく側頭部に二本だ。

　ただ、あまりねじ曲がったりはせずに、小こ振ぶりな角だ。

「ほう、この小こ娘むすめまで二本角か。余よ程ほどの血筋と見えるな。何より、未熟な割に見事な《装束デイスラード》だ。すでに三級には匹ひつ敵てきしている」
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　ガルダーブロウグの様子は、ふんふんとまるで教師が生徒を見るようだ。

「だが、それだけの力があるのなら、私に勝てないのも理解出来そうなものだがな」

「武器の差は、どうかしらね」

　リサラが顎あごを上げて、ガルダーブロウグを見み据すえる。イリアもリサラの隣となりで、挑ちよう発はつ的てきに笑う。それが虚きよ勢せいだと良介には分かった。そもそも、作戦らしい作戦は立てられなかったのだ。

「お、おい──」

「シッ、静かに聞いて下さる？」

　キュールが、数歩下がって振ふり向くことなく良介に声を掛かけた。

「今から良介さんの周囲を幻まぼろしで隠かくしますわ。去年までの例を見ても人間が殺されることはなさそうですし、静かに隠れていれば良介さんは平気なはずですから」

「ばかなことをっ」

「静かに。リサラお姉様のお願いなんですから、少しは聞いてあげてもいいと思いません？」

「リサラの……」

「《幻術の巨人ウートガルザ・ロキ》よ。我わが願いにより、この者を見える者には見えず、見えない者にのみ見させ給え」

　小声で呟つぶやく。

　微かすかな違い和わ感かんのあと──良介の体は透とう明めいになった。

　自分で自分の手を見ても、透すけて見える。

　自分自身ですら、自分の体を透とう視ししてしまう。

　ふと、これでエッチしたら揉もんでても透けて見えて楽しそう。とか、場ば違ちがいな感想が湧わいてしまうが、それはすぐキュールの真しん剣けんな声で打ち消された。

「キュールの術式なんで、すぐに解けますから安心して下さいね」

　そうささやくと、キュールがリサラの隣に戻る。

「…………では、先に私の武器を見せてやろう」

　待っていたかのように、いや待っていたのだろう。ガルダーブロウクは静かに言う。

　両手をゆっくりと突つき出す。

「栄光と共に破は滅めつをもたらすものよっ」

「なんですってっ!?」

　ガルダーブロウグの言葉に、リサラが叫んだ。

「来たれ《不幸の運び手テュルフィング》」

　地面から岩が迫せり上がる。その岩が割れて、黄金の柄つかを持つ一振りの大剣が姿を現した。ガルダーブロウグは、その大剣を軽々と抜ぬき放はなち肩かたに担かつぐ。

「……そう、貴方が持っていたってわけね」

　リサラが大剣を、見定めるように睨む。

「ほう、これを知ってるのか」

「レストール家に古来より伝わる秘宝でしょ。それも黄昏たそがれより伝わる《旧ふるき五つ》の一つ。世界が再生される前の時代から残る偉大な宝具、それが《旧き五つ》。レストール家から貴方によって盗ぬすみ出された《不幸の運び手テュルフィング》はその一つよね」

「その通りだ。この《テュルフィング》は、持ち主に望みと不幸をもたらす呪のろわれし剣が故ゆえにレストール家によって封ふう印いんされていた。だがね、この私なら使いこなせるのだよ」

「それがどーしたのよぉ。イリアのだって秘宝なんだからねっ。《フロッティ》ちゃん、出てきて♡」

　空間を刺さし貫つらぬいたように出てきた金色の剣を、イリアが手に取る。

「フフ、今日も元気そうねっ」

　そしていきなりガルダーブロウグに斬きりかかる。

　目映まばゆい火花が教室中に飛び散った。

「ハハハッ、これはいいっ。これほどの武器を持っているとはなっ。格が落ちるとはいえ、そうお目にかかれるものではないぞ！」

「イリアの《フロッティ》ちゃんの、どこが格下だっていうわけぇっ！」

「待ってイリアっ。《フロッティ》じゃっ！」

　リサラの制止など耳を貸さずに、イリアが力任せに《フロッティ》を叩たたき付ける。

　重さに加えて《フロッティ》自身が持つ強い力を、《テュルフィング》は易やす々やすと受け止めると──物理法則だのなんだのを悉ことごとく無視して──そのまま持ち上げて、イリアごと放り上げた。

「うっそぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

《フロッティ》ごとイリアの体が天てん井じように叩き付けられる。かろうじて猫ねこが床ゆかに落ちるように──逆さまだが──天井に足をつき、イリアが下に落ちる。

　その体を、ガルダーブロウグが《テュルフィング》で斬りつける。

「真っ二つになる気はないのよっ。《盾アスタルツフ》！」

　光の膜まくがイリアとガルダーブロウグの間に生まれ、

「…………」

　すぐに斬り裂さかれる。

「ふぎゃっ」

　斬ざん撃げきの余波でバランスを崩くずしてしまい、イリアがベチャッと床に俯うつぶせに落ちる。

「《旧き五つ》ではないが《フロッティ》もまた力ある宝具だ。だが、貴様は全く使いこなせてないな。まさに宝の持もち腐ぐされだ。これでは《フロッティ》が哀あわれというものだな」

《テュルフィング》を握にぎり直す。

「カエサルっ」

　キュールが走りながら叫ぶ。

「オォォォォォンッ（守るぞ、《リジル》!!）」

　カエサルが狼おおかみと聞き間ま違ちがいそうな咆ほう哮こうを上げると跳とんだ。

　カエサルが黄金に輝かがやき、キュールとすれ違ちがう。

「本当に自分から抜き放てるなんて、さすがはキュールのパートナーですわ」

　キュールが握り、抜く。カエサルから長い鎖くさりと共に剣が姿を現す。

　黄金の柄と両りよう刃ばに龍りゆうの装そう飾しよくが施ほどこされた長い刀身持つ──《竜りゆう殺しの剣リジル》だ。

　そのままキュールは立ち止まることなく、

「エヤァァァァァァッ！」

《リジル》をガルダーブロウグに突き出す。

「っ！」

　ガルダーブロウグが、息を飲み《テュルフィング》で《リジル》の切っ先を斬り上げる。

　イリアの時のように天井に放り上げる芸当は出来ない。

　ただ、弾はじき返す。

「まだですわよ！」

「オンッ！」

　キュールとカエサルが吠ほえる。

《リジル》の切っ先に炎ほのおが巻かれていく。

「ファフニールの炎よ！」

　キュールが《リジル》を突き出すと、炎が槍やりとなってガルダーブロウグに襲おそいかかる。

　ガルダーブロウグは、炎の槍を──握った。《テュルフィング》から離はなした左手でだ。

「なっ──」

　手が焼けただれるわけでもなく平然と握り、潰つぶした。

　その手の平を一度見ると、ガルダーブロウグは《リジル》に視線を移した。

「……ふぅ。まさか《テュルフィング》以外の《旧き五つ》をここで見るとはな。その輝き、紛まごうことなく《竜殺しの剣リジル》、旧世界でファフニールを屠ほふったあの《竜殺しの剣リジル》のものよ」

《テュルフィング》を床に重い音と共に刺すと、嬉うれしそうに舌なめずりをする。

　それは、《リジル》をも自分のものに出来るという確信だった。

「へぇ、ならイリアの《フロッティ》はいらないんだっ」

　いきなり身を起こしたイリアが、ガルダーブロウグの脛すねに斬りかかり──刀身ごと蹴けられた。

「ぎゃんっ！」

　イリアの手から《フロッティ》が弾き飛ばされて、計算したのか、ガルダーブロウグの背後にストンと縦に刺さった。

「こ──このイリアが歯が立たねぇだなんて、嘘うそだべ……」

　握る物がなくなった手を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

「イリアぁっ！」

「へ、良介さ？」

　ポカンとイリアが顔を上げた時には、もうガルダーブロウグの脚あしが目の前に迫せまっていた。

「キャァァァァァァッ」

　ギリギリで顔を腕うででカバーしたが、吹ふっ飛ばされる。

　気絶したイリアの脱だつ力りよくしきった体が、頭を下にして、脚を天井に放り出して──回転するように吹き飛んでくる。

（そっ！）

　良介が飛ぶ。

　あんなのでも、女の子は女の子だ。

　宝物なのだ。

（偽にせ乳ちちでもな!!）

　ゴールキーパーが横っ飛びにボールを掴つかむように、イリアの胴どう体たいを空中で抱きかかえる。

　そのまま、肝きも試だめし用に校内を改装した際に出たゴミの中に突っ込んだ。

「む、むぎゅ……」

　良介の意識は、目の前でイリアのバストが縮むのを見ながらかき消えた……。

「さてと、次は《リジル》か。だがまずは──《捕スらヴえイしテ鎖イ》」

　術式を発動させてイリアの意識を奪うばうと、ガルダーブロウグはキュールに向かって足を踏ふみ出す。

「ひうっ」

　キュールの腰こしが引ける。

「オンッ！」

　カエサルが吠えた。腰が引けたキュールを叱しつ咤た激げき励れいするようにだ。

　その姿には、まるでキュールの保護者のような雰ふん囲い気きすらある。

　そもそもキュールが持つ《リジル》は、彼女が人間界に居続けるのに必要な霊れい力りよくを得るために犬の中の犬、犬の英えい雄ゆうともいえるカエサルの魂たましいの奥おく底そこ、生きる力に刺さっているのだ。

　そう、良介にとっての《グラム》と同じようにだ。

　もっとも、リサラの尻しりに敷しかれている良介と、キュールの保護者的になっているカエサルでは、同じとはいえないが。

「で、でもぉっ」

「ん…………なんだ、その犬と繋つながっているのか。そうか、契けい約やく媒ばい体たいに《リジル》を使って生きる力から霊力を吸い取っているのだな。クク、随ずい分ぶんと懐なつかしい技わざを使うものだな」

　興味深そうにカエサルと《リジル》を繋ぐ鎖を観察してから、ガルダーブロウグは無造作に《テュルフィング》を振ふり下ろした。

　キュールまで、まだ三メートルはある。

　だが《テュルフィング》の斬撃は、教室の床を一いつ切さい傷つけることなく滑すべるように、キュールに向かう。

　その斬撃をキュールは《リジル》で受け止めて、後ろに弾はじき飛ばされる。

「こんなぁっ!?」

　数歩たたらを踏んで、なんとか体勢を立て直す──した時には、もう遅おそかった。

《テュルフィング》が生み出した滑る斬撃が、今度は連続で三つキュールの目の前に、もうあった。

　観念する余よ裕ゆうすらない。

　斬られた。

　キュールではない、斬撃がだ。

《カルヌーンプラデュール》を呼び出したリサラが、その赤黒い死神の鎌かまの切っ先で、立て続けに斬撃を斬り裂いていく。

「ぼさっとしてないのっ！」

「お姉様っ!!」

「イリアも貴方あなたも、好き勝手突つっかかるんだから。三人力を合わせてとか、そんな協調性を期待した私が馬ば鹿かだったわ……」

　鎌を肩に担かついだリサラが、やれやれと呆あきれたように軽口を叩く。

「《カルヌーンプラデュール》……かつてレストール家が秘術の粋すいを集めて作り上げた死神の鎌が、何な故ぜ此こ処こにある？」

「それを言うなら貴方の《テュルフィング》も《フロッティ》も《リジル》も、此処にあるべきじゃないでしょ。この子──《カルヌーンプラデュール》なんて可愛かわいいものだわ」

《カルヌーンプラデュール》、リサラが一級死神合格の際に《グラム》と共に渡わたされた、レストール家の古い鎌だ。赤黒い長い柄えと、赤黒い巨きよ大だいな刃を持つ、まさに死神が持つに相応ふさわしい鎌だった。

「確かにそれはその通りだ。だが去年、この私の周りをこそこそと嗅かぎ回ったのは、メルローとかいう雑ざ魚こ組織の死神だったはずだぞ」

「ご愁しゆう傷しよう様さま。今年から、ここはレストールのシマになったのよ」

「なるほどな。そうなるとお前達はレストールの、それもかなり上位の死神ということになるな。実力はまだまだでも持っている武器から考えると、な」

　ガルダーブロウグが、顎あごに手を当ててリサラを探さぐるように見る。

「仲間内から聞いたことがあるな。レストールの次期当主候補のご令れい嬢じようは、久しぶりに生きつ粋すいの赤い髪かみを持つ天才児だと。そして水平線の基準になりそうなほどの、水平線から何センチ？　な貧ひん乳にゆうだと」

「ちゃんと数センチ標高あるわよ[image: !!!]」

　思わずリサラが叫さけんでいた。それはバストサイズの誇ほこりを守ると同時に、自分がレストールの次期当主候補だと宣言したに等しい。

「ほう、やはりそうか。確か、ナイムネ・レストール……」

「プッ」

　場ば違ちがいにキュールが吹き出す。

「リサラ、リサラ・レストールよ！」

「そうかリサラ・レストールか。では、後ろの小こ娘むすめは貴様の従者かメイドというところかな」

「失敬ですわねっ。キュールだって、立りつ派ぱにレストールの血族ですのよっ。キュール・ゼリア、お姉様を蹴け落おとしてレストールを継つぐ女ですわ！」

「あのね、私のいる所で堂々と言わないでよ……」

「いない所でも言いますから、安心して下さいな」

「はぁ……」

「なるほど。確かに《リジル》を血族以外に渡すわけがないか。しかし、傍ぼう流りゆうごときに《リジル》を渡しているとなると、私はレストールのご令嬢リサラ・レストールには敬意を込めて言わねばならない言葉があるな」

「…………死神界に帰して下さいってのは、聞けないわよ」

「馬ば鹿かをいえ。私が帰るときは世界を正す時だ」

《テュルフィング》の切っ先をリサラに向ける。

「《カルヌーンプラデュール》では力不足だ。貴様の本当の武器を出せ。そして、私を楽しませろ」

「っ！」

　リサラの顔が歪ゆがむ。

　当然だ。今、自分の武器は教室の隅すみで透とう明めいになっている良介の中にあるのだ。

　そして良介は──それが普ふ通つうだが──自分で《グラム》を覚かく醒せいさせることなど出来ない。つまり、武器として《グラム》を使うことは、通常では出来ない。

　それが可能となるのは、良介のエッチな魂が必要以上に満たされ、興奮し、大興奮しまくっている時だけだ。

　それも、イリアの馬鹿のせいで女によ体たい化されてしまい、《グラム》は完全に眠ねむりに就ついてしまっている。おかげでアクセスすら出来ない状じよう況きようだ。

　そもそも、そのために自分から色々と良介にするなんて、リサラには出来ない。

　恥はずかしいし──。

　そんな目的でってのはなんか違ちがう気がするし──。

　いやいや、自分は何を考えている。そもそも良介にエッチな刺し激げきを与あたえるなんて、リサラ・レストールともあろうものが、するべきことではない──。

　いやでも、必要に迫せまられてる時は仕方ないような──。

「…………キュールと言ったな。一つ聞いていいか？」

「なんですの？」

「何故、リサラは顔を赤らめているんだ。本当の武器を出せとは言ったが、別に私はその水平線より何センチ？　なおっぱいを出せとか、さらにはパンツ脱ぬげとか、そういう意味ではないんだが……」

「ええと、まぁ……色々と複雑な事情がありまして」

　なんとなく想像がついたキュールが、リサラの背中をつついた。

「お姉様、シリアスやってる時に乙女おとめやらないで下さい……」

「え、あれ……ええと、あ、あははははは」

　ひとしきり照れ笑いを浮うかべてからキリッと真ま面じ目めな顔をするとリサラは、《カルヌーンプラデュール》の切っ先を肩かたよりやや高い位置に構え、腰を落として、上半身を後ろに捻ひねる。

「本当の武器とか、まずは私の《カルヌーンプラデュール》に打ち勝ってから言いなさいっ。このリサラ・レストール、我わがレストールの名にかけて犯罪者如ごときに負けはしないわよ！」

「この期ごに及およんで良いい啖たん呵かだ。余よ程ほど神経が図太いのか、隠かくし球だまがあるのか──ただの馬鹿か、だな！」

《テュルフィング》を振り上げて、大きく、無造作に踏み出すと同時に袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

「《盾アスタルツフ》！」

　左手を放し、《テュルフィング》に向けて突き出すと同時に術式を発動させる。

「無む駄だだっ」

「分かってるわよっ！」

《盾アスタルツフ》が紙切れのように斬り裂さかれると同時に、右手で《カルヌーンプラデュール》の柄つか尻じりを床ゆかに押おし当てて、自らのやや斜ななめ後方に跳とぶ。

「それが──っ！」

「ファフニールの炎ほのおよ！」

　退しりぞいたリサラを追おうとしたガルダーブロウグに、元々リサラの後ろにいたキュールが《リジル》の切っ先を向けて、炎の槍やりを放つ。

「ちぃっ！」

　右手を柄から放して炎の槍をはたき落とす。

「《盾アスタルツフ》！」

　ガルダーブロウグの眼前に、再びリサラが作り出した光の膜まくが生まれる。

「無駄だとっ」

　左手一つで《テュルフィング》を斬り上げて《盾アスタルツフ》を斬り裂く。

「分かってるって言ったわよねっ。《カルヌーンプラデュール》、刈かり取りなさい！」

　ガルダーブロウグの《テュルフィング》を斬り上げて伸のびきった左ひだり腕うでに、《カルヌーンプラデュール》の鎌かま刃はが振り下ろさた。

「────────！」

　驚きよう愕がくが漏もれた。

　目の前の光景が信じられない。

　斬きれなかったのだ。

　ただ、折れた。

「こんな…………」

《カルヌーンプラデュール》の鎌刃が、ぽっきりと折れていた。

「だから、無駄だと言っただろう？」

　ガルダーブロウグが、左腕を軽く振りながら苦く笑しようした。

「さすがにやや痛かったか。遊ぶものではないな」

「い、痛い……痛かっただけですって？」

「ああ。その鎌は予想より力があったってことだ。この程度を見誤るとは、私もまだまだ未熟だな」

「お姉様っ！」

「小娘の時間は終わってるぞ？」

　踏ふみ込んできたキュールの《リジル》に刀身を合わせて、ガルダーブロウグが上から押しつぶす。

「う、ううぅぅぅぅぅぅっ！」

　顔を真っ赤にしてキュールが踏ん張り出した瞬しゆん間かん、ガルダーブロウグは後ろに飛び退のいた。

「えっ!?」

　前のめりになりバランスが崩くずれる。その《リジル》の刀身に、《テュルフィング》を叩たたき付ける。

　ギィィィィィィィィィィン。

　鈍にぶく、金属が震ふるえる音と共に《リジル》が床に落ちる。

「あ──」

「遅おそい。《捕らえしスヴイ》──なんだとっ!?」

「ヴヴヴヴヴッ、ヴォンッ！」

　カエサルが、自分の胸から伸びる鎖くさりに繋つながった《リジル》をくわえて、今まさにキュールに術式をかけようとしたガルダーブロウグの腕うでに斬りかかる。

「チィィッ、フェンリルにでもなったつもりか！」

　慌あわてて《テュルフィング》を握にぎりしめ、床すれすれに切っ先を置いて回転するように斬りつける。

「ヴオォンッ！」

「っ！」

　金色の花火が数度が弾はじけた。

「キャイィィンッ！」

　花火が終わると同時に、カエサルが教室の壁かべに激げき突とつする。

「ちっ、最後まで離さないか」

　カエサルが《リジル》をくわえたまま、床に落ちた。

「カエサル、う、嘘うそでしょ？」

　リサラの声に、カエサルが脚あしを震わせたまま起き上がろうとして、崩れた。

　ただ「オン……」と、か細いながらも芯しんのしっかりした鳴き声を上げる。

「カエサル、無事ですのっ!?」

　走り寄ろうとしたキュールの頭を、ガルダーブロウグが掴つかんだ。

「眠っていろ──《捕スらヴえイしテ鎖イ》」

「──────」

　今度こそ意識を失ってキュールが崩れ落ちた。

「キュールっ!?」

「なに、レストールの関係者なら色々と利用しがいがあるからな。そう悪くない待たい遇ぐうにするつもりだ」

「その言葉を信用すると思う？」

　リサラが、折れた《カルヌーンプラデュール》を構え直す。

「ん、なんだ。修復しないのか？」

「こ、こっちにも事情があるのよ」

　リサラが呻うめいた。

　全力で《装束デイスラード》を行い、術式も連発している。

　三日前に良介から補給した霊れい力りよくが、もう尽つきかけているのだ。

　この状態で《カルヌーンプラデュール》を修復するとなると、《装束デイスラード》で作り上げた霊力の固まりともいえる死神装しよう束ぞくから補給するしかない。

　それは、身体能力の低下を意味していたし、何よりも──。

　装束が欠けて、どんどん恥ずかしい格好になることを意味していた。

　ふと苦笑が三分ぶに微笑ほほえみ七分程度の笑えみが漏れて、リサラはチラリとイリアと良介が吹ふき飛とんだゴミためを見た。

（無事だといいけど……）

　今回は、そもそも助けは求められない。

　それ以上に、良介を色々なゴタゴタに巻き込みすぎてしまっている。リサラには、そんな後ろめたさもあって、良介に助けを求めることを良しとはしたくなかった。

　今は、この騒そう動どうが終わる時まで気絶したままで、そして目の前の男に見み逃のがして貰もらうことを祈いのるだけだ。

　女体化の件は間ま違ちがいなく条約違い反はんの行こう為いで、訴うつたえ出ればどこかの死神組織が元に戻もどしてくれるだろう。

「ふぅ」

　軽く息を吐はく。

　一人でどうにかしようと思い定めれば、心なしか体も軽くなる。

「もう少し、私の可愛かわいい《カルヌーンプラデュール》に付き合ってもらうわよ」

　呆あきれた顔をするガルダーブロウグに向けて、リサラは雄お叫たけびと共に斬りかかった。




　　　　※　　　※　　　※




　それは不思議な夢だった。

　女の子の妄もう想そうばっかりしていた良介が、その罰ばつに女の子にされて、しかも貧ひん乳にゆう美少女におっぱいを揉もまれる夢だ。

　あげくにどんだけ興奮しても、弄いじるべきエクスカリバーはそこにはない。

　もういっそ女の子の快感でもいいか！　と割り切っても、相手は女の子なので向こうもエクスカリバーを持っていない。

　ああもうっ、どうしろってんだ！

　そんな地じ獄ごくのような夢だった。

　お願いだから、夢だったら早く覚めて下さい……。

「ぎゃ───すっ!?」

　神様は少々手て荒あらいらしい。目覚めさせるために、いきなり何かをぶつけてきた。

　それも大きい。

　上にいるイリアごと押おしつぶされそうな痛みだった。

　と、いきなり手が伸びてきて良介のおっぱいを揉んだ。

「あ、ああん、そこはだめぇ──って、いつまで人のおっぱい揉んでるんだよっ。揉むのは俺おれの役目だろっ」

「シッ！」

　リサラの声だ。

　よく見れば、良介のおっぱいに伸びたリサラの手は揉むためではなく、たまたま起き上がる時に突ついてしまっただけのようだ。

「静かに、このままにしていれば、良介はやり過ごせるかも知れないから」

　小さく小さく呟つぶやいて、リサラがよろよろと起き上がる。

「やり過ごすって、なんだよっ」

　伸びているイリアを上からどかすと、見えた。

　プリンとしたリサラのお尻しりがだ。

「なぁぁぁぁぁっ!?」

　思わず良介は顔を手で覆おおった。

　でもでも、見えちゃう！

（そうだった。キュールに透とう明めいになる術式を掛かけられてるんだった！）

　自分の体を見ると、何も見えない。完全に透明状態だ。

（って、それよりもだっ。なんだよ、リサラのあのお尻！）

　リサラの今の死神装束が問題だった。

　元々短いスカートは、お尻が半ケツ状態になるまで切り取られていた。

　胴どう回まわりには既すでに生き地じはなく、バストは……おっぱいの先せん端たんにある大切な所をなんとか隠かくしているだけのマイクロビキニ状態だ。

《カルヌーンプラデュール》を振ふり上げて体を捻ひねると、微かすかな横よこ乳ちちがはっきりと見える。

　お尻がプリンとするのが見える。

「色いろ仕じ掛かけのつもりか？」

　ガルダーブロウグが戸と惑まどいながら、《カルヌーンプラデュール》を《テュルフィング》で斬り飛ばす。

　その余波でリサラが、飛ばされてしまう。

　そう、さっきと同じ良介に向かって。

「クソッ！」

　両手を差し出す。

「キャァァッ!?」

　すぽんと、リサラの軽い体が透明な良介の腕に収まった。

「ハァッ、ハァハァ……」

　正面から抱き留めたリサラが肩かたで息をして、吐と息いきが良介の耳から首筋にかかった。見れば、疲ひ労ろうからだろう。その顔は赤く、体は汗あせでまみれている。

　何しろ、良介の体は透明なのだ。

　密着しているところまで、自分の体を透とう視ししてしっかりと見えてしまう。

　マイクロビキニ状態の薄うすいおっぱいが、良介の胸むな元もとで、薄いは薄いなりに潰つぶれる様を。

　汗が滴したたるおヘソを。

　ムレた腋わきの下を。

　色っぽかった。

　セクシャルだった。

　エロティカルだった。

「りょ、良介、ダメじゃない……し、静かにしてないと、バレちゃうでしょ……」

　息も絶え絶えにそう言うと、リサラがまた立ち上がった。

「お、おい、《カルヌーンプラデュール》だって、半分斬きれて無くなってるし、無茶だろ絶対！」

「あら、まだ死神装束を、ハァハァ……削けずれば、直せるわよ……んっ、そ、それに勝機だって見えてきてるし……ね」

　あからさまに嘘だった。

　誰だれがどう見ても、勝ち目はない。

「やれやれ、何を考えているのか分からないな。死神装束を削ったせいで、人間並みの身体能力になってきてるんだぞ。そこまでして、本来の武器を出さない理由が、私には分からないぞ」

　ガルダーブロウグが、首を振る。

「も、持ってないかも知れない、わよ？」

「いいや、それはないな。私も伊だ達てに長くは生きていない。貴様は持っている。そして、何な故ぜか隠している。まったく、その意図さえ分かれば、こんな茶番に付き合わないでも済むんだが……」

「茶番ですって、ハァハァ……私には、勝機だって、ある……あるわよっ！」

《カルヌーンプラデュール》の鎌刃が元に戻っていく。

　そしてその代だい償しようとして、リサラのお尻がさらに見えてくる。これ以上は、前から見たら大切な所が見えてしまうレベルだ。

（いや、待てよ……）

　ハタと気が付く。

　ここまでお尻が見えてパンツが見えないってことは──。

「あの馬ば鹿かっ。パンツから先に霊力に変へん換かんしやがったなっ。ノーパンかよ！」

　それはまずい。

　これ以上は、リサラの赤い草原がガルダーブロウグの野や郎ろうに見られてしまうってことだ。

「くそっ、あの草原は……せめて、特異者が見つかるまでは、あの赤い草原を見たのは俺だけにしたいんだよっ」

　ドンッと床ゆかを叩たたく。

　男の子には独どく占せん欲よくがあるのだ。

　そう、少なくとも今は、リサラと契けい約やくしているのは良介だ。

　良介のリサラでいて欲ほしい。

　毛を含ふくめて！

「ちくしょうっ、《グラム》っ、お前だって男の子だろっ。契約してるリサラを取られていいのかよっ！」

　ドンドンと胸を、おっぱいを叩いても、《グラム》はうんともすんとも言ってくれない。

　そんな良介の脚あしが舐なめられた。

　カエサルだ。床に《リジル》を置いて、透明なはずの脚を少し震ふるわせながら良介を見上げている。

「カエサル、よく分かったな」

「オンッ（相棒の匂においくらい分かるんだよ。何年一いつ緒しよだと思ってるんだ）」

　三年です。

「オン（で、お前は一生、女として生きてくつもりかよ）」

「俺だって、俺だって立って欲しいんだよっ。でも、うんともすんとも……くそっ！」

「……オンッ（やれやれ、そんなんじゃ男の姿に戻ったってモテやしないぜ）」

「カエサル？」

「オンッ（相棒。モテレッスンだ）」

「は、はい、師し匠しよう！」

「バウッ（女ってのは、立たせてもらう男よりも、自分で立つ男に惚ほれるもんだぜ）」

「立たせる……」

「ヴゥゥゥゥ、ヴォンッ！（女が待ってるんだ。立たせなかったら男じゃないだろ！）」

　大きく吠ほえると《リジル》の柄つかをくわえて、カエサルが走り出す。

「カエサル!?」

「また貴様か！」

「ウオォォォンッ（嬢じようちゃん、行くぜ！）」

　リサラを押おしのけて、カエサルが斬りかかっていく。

「ええっ！」

　リサラも同時に斬りかかる。

　薄いおっぱいが、なんとか揺ゆれる。

　お尻がプリンとしている。

　これを見ても、良介は興奮しかしない。

　フツフツと魂たましいの奥おく底そこから熱く、マグマが暴れるような、あの感覚が来ない。

　頭の中が真っ白になるくらい、爆ばく発はつしてくれないのだ。

「くそっ、俺ってヤツは……もうダメなのか、師匠。いやっ！」

　顔を上げる。

　たとえ男としてダメになっていても、心は男の子だ。

　そうだ。

　ならばやることは一つだ。

　恥はずかしい格好までして戦っている女の子──リサラを守ることだ。

　女の子を守れないで、どうして男だ。

　足を踏ふみ出す──出ない。

「あ、あれ？」

　戦おう。そう決意した良介に、戦いのリングにようやく上がった良介に、初めて伝わってくる。ガルダーブロウグと彼の持つ《テュルフィング》の禍まが々まがしい迫はく力りよくが。

　あれは、人間に太た刀ち打うち出来るものでは、いや人間が立ち向かおうとしていい存在ではない。人を喰くらう存在だ。

「くそっ、でもな俺っ。師匠が、カエサルだってあそこにいるんだっ」

　でも、動かない。根が生えたように、いや実際に恐きよう怖ふという名の根が、魂から床に生えてしまっていた。

「うるせぇっ。犬がエッチ出来ない女を守ってるんだっ。俺が、エッチ出来る女を守らないでっ、エロ介すけの名を名乗れるかってんだぁっ！」

　ドンッ！

　ぬかるみから引き抜ぬくようにして右足を上げると、前に出す。

　ドンッ！

　今度は左足だ。

　まるで泥どろ沼ぬまの中を歩くように、引き抜き、踏み下ろす。

　そんな遅ち々ちたる進みだった。

　それでもなんとか、近づいていく──。

「キャイィィィンッ！」

「キャァァァァァッ！」

　カエサルとリサラが吹ふき飛ばされた。

　ガルダーブロウグが、二人同時の斬ざん撃げきを《テュルフィング》で諸もろ共とも吹き飛ばしたのだ。

「リサラッ！」

　目の前にリサラが迫せまる。

「くそっ！」

　慌あわてて両手を差し出して、なんとか抱き留めようとする。

　ゴッ！

　受け止めきれずに良介は転がり、強したたかに後頭部を床にぶつけてしまう。

「いってぇぇぇぇぇっ！」

「りょ、良介、術式解けちゃってるじゃない…………」

　良介の体が、元に戻もどっていた。

　透とう明めいではなく、しっかりと見えている。

　その良介に正面から密着する形で、リサラが抱きしめられながら乗っていた。

　起き上がろうとするが、疲労しきっているのか、女の体になっている良介の腕うでさえも振りほどけない。それどころか、半ば脱だつ力りよくして体を良介に預けてしまっている。

「オ、オンッ（立たせろよ）」

　その脇わきをよろよろと立ち上がったカエサルが、《リジル》をくわえて歩いて行く。

「カ、カエサルっ」

　リサラが身じろぎした。

「んあっ!?」

　良介が声を上げる。

「ど、どうしたの？」

「……こ、これって、ふんごぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　良介の豊かなおっぱいの上に、リサラのおっぱいがあった。

　抱き留めた時に衝しよう撃げきで、良介の制服の胸ボタンが弾はじけて……おっぱい全開中。

　そして、そして、リサラのマイクロビキニ（死神装しよう束ぞく生き残り）は、上に、鎖さ骨こつから七センチ辺りにずれていたのだ。

　その結果、乳ち首くびと乳首がコンニチハ。

　女の子と女の子が、ごっつんこ。

「ゆ、百ゆ合りの一つの至高をこんな所で拝めるとは……」

「ばっ、馬鹿言ってないでっ早く離はなしてよね！」

　リサラが身じろぎした。

　乳首も一緒に擦こすれて、

「ああんっ♡」

　既すでに体力限界のリサラが堪たえられずに、とっても素す直なおに吐と息いきを漏もらした。

　感じた。

　いや、リサラは確かに感じた。

　だが、良介も感じたのだ。

　女の子が、感じるのとは違ちがう。

　男の子が、エッチなシーンを見ていてズボンを窮きゆう屈くつにしてしまう時の苦しみを、刹せつ那なだが感じたのだ。

「もしかして……」

　良介が自分から体を、リサラの乳首を擦るように動く。

「ちょ、やめ──あはぁぁぁんっ♡」

　抵てい抗こうなんて出来ずにリサラが熱い熱い吐息を漏らす。

　そして、やっぱり感じた。そう、《グラム》がいきり立っているにもかかわらず、魂の奥底で窮屈そうにしているのを。

「そうか……そういうことか……」

　リサラと乳首を擦りながら、良介はにやけた顔で真しん剣けんに考える。

「やめっ、ああんっ♡　ひんっ、だからぁ、ああんっ♡　だ、だめぇっ、んっ、あはぁんっ♡」

　下着強ごう盗とうガルダーブロウグは、何な故ぜ下着泥どろ棒ぼうだったのか。

　そう、女の子のブラジャーを取ることで生きる力を解放して、おっぱいから搾しぼり取るためだ。

　だが、男の子はブラジャーをつけない。一部はいるが、今は無視。

　とにかく、ブラジャーのない男の子が生きる力を解放する比ひ喩ゆ行こう為いはなんだ。

　そうだ。

　パンツだ。

　パンツを脱ぬぐことだ。

　男はパンツを脱いで、野性の男に戻るのだ。

「あ、ああんっ♡　って、な、何してるのよっ、モゾモゾしてっ！」

「うむ。俺おれは気が付いた。男が男に戻る時、それはパンツを脱いだ時だってことに」

　キリッと大変ダンディな男らしい顔で、良介が答える。

「はぁぁぁぁぁぁぁ？」

「パンツとは、文明が人間に科した枷かせなのだ。男は、時に野性に帰らなければならない。だから、男はパンツを脱がなければならない。パンツを脱げない男は、男じゃない。何故って？　男の本質はケダモノだからさ」

「分からないからぁぁぁっ、や、やぁぁぁ、いくら何でも、こ、こーいう所で初めては、いやよぉ─────っ！」

　なんだか、リサラがひどく誤解している気がするが、良介は気にせずパンツを脱ぐ。

　それがリサラのためなのだ。

　カエサルも『女に嫌きらわれるのも男の優やさしさの一つだ』と言っていた。

「それに、女の子を守るのは何い時つだって雄お々おしい男の仕事だ。雄々しいってことは、ケダモノってことだ！」

　というわけで、ズリズリとお尻しりを動かして、手を使わずに器用にパンツを脱いでいく。

「や、やぁぁぁっ、ちゃんとベッドでぇ───っ！」

　泣なき叫さけんだリサラが乙女おとめの力か、良介をついに振ふりほどいて体を起こした。

　良介が最後のトドメとお尻と床ゆかとでパンツを脱ごうと、体を上に動かした。

　ストン。

　リサラが良介の脚あしの間に、パンツを脱がしながら尻しり餅もちをついた。

「ふえ？」

　リサラがポカンとする。

　そのもはや腰こし巻まきに近いスカートの奥に──見える。

「ブホォォッ、リ、リサラっ、それ……それはノーパンより破は壊かい力りよくがっ！」

　リサラはノーパンではなかった。

　極限まで細めたヒモパン、だったのだ！

　前を隠かくしてる所なんて、五センチくらいです。

「いやだって、水泳授業でちゃんとお手入れしてて、はみ出ないかなって……って、何を言わせるのよぉぉ───────っ!!」

　ほとんど無いスカートの生き地じを引っ張って、顔を真っ赤にして必死に股こ間かんをリサラが隠す。涙なみだ目めになって隠す。

「オッ、オォォォォォォォォォォォォォォォォォオォォォオオォォォ!!」

　咆ほう哮こうした。

　男が咆哮した。

　ドクンドクンと湧わき上がってくる。

　女の体にもかかわらず、体の奥おくから確かに起立してくる。

　たくましく、太く、硬かたく、確かに良介の魂たましいの奥おく底そこから突つき上がってくる。

　雄お叫たけびと共に、男が持つ野性が吠ほえる。

　良介の内側で壁かべが破れた。

　男がみなぎってくる。

　出せ、出させろと、呻うめくのが聞こえてくる。

「待ってろ」

　良介は、立ち上がると両手を胸の前に置いた。

　だが、そこには何もない。

　女の体にされている良介の体に、掴つかむような物があるはずなかった。

「何をしている。エロ介と聞いていたが、どうにも貴様がしたいことは分からないな。何もない所に手を置いてどうする気だ」

　ガルダーブロウグが、呆あきれたような声を出す。

「何もないね。そうかな」

　良介は嘲ちよう笑しようした。

「男の覚かく悟ごってヤツが、お前には見えないみたいだな」

「ますます何を言っているか分からないな」

「なら分からせてやるよ。俺は、リサラを守る」

「だから何を言っている？」

　ガルダーブロウグが苛いら立だつ。

「《グラム》っ。今、引きずり出してやるっ。その代わりリサラを守る力を寄こしやがれ！」

「《グラム》だとっ。まさか《旧ふるき五つ》の中でも最も兇きよう暴ぼうとされる《折れた剣けんグラム》を持っているとでもいうのかっ!?」

　良介が何もない空間を掴んだ。

（良介、お前に術式が破れるのかよ）

《グラム》の声が心に響ひびく。

　その言葉に、良介は笑う。

「女の子を、リサラを守るために戦うって決めたんだ。なら俺はもう男だろ？　あとは、有るべき物を立てればいい、ケダモノに戻ればいいだけだ」

（ケダモノに、軟なん弱じやく者ものだらけの今の時代に、お前は戻れるのか？）

「伊だ達てにエロ介って呼ばれてないんだよっ。エロいってことはそれだけケダモノってことだろっ」

（それだけか？）

「分かってるじゃないか、相棒。そうさ、女の子を大事にするって俺の決意は本物なんだよっ。美菜を見捨てちまった時みたいに、リサラを見捨てたりは──しないっ！」

　叫び、掴む。

　有るべき物を、しっかりとリアルに思い浮うかべてだ。

　ズルズルと、ズルズルと抜ぬけ出ていく。

　間ま違ちがいなくそう感じる。

　そして抜けながら、術式が壊こわれていく。

　良介の体が男に戻っていく。

「おりゃぁ！」

　良介が手を振り上げると《折れた剣──いや、《戦神の剣グラム》がしっかりと握にぎられていた。
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「良介っ、だめよっ。《グラム》は危険なのっ。抜いていいものじゃないのよ！」

《戦神の剣グラム》を見たリサラが声を、悲鳴を上げる。

「《グラム》と話は付いてるんだ。リサラは黙だまって見ててくれ」

「でもっ」

「男の決意だ。受け入れてくれ」

「良介……」

　リサラの呟つぶやきに微び笑しようして、良介はガルダーブロウグを睨にらんだ。

「おっぱいを搾しぼるのにも拘こだわり一つない、空っぽなアンタにも分かっただろ？」

《戦神の剣グラム》を見せつける。

「馬ば鹿かな、まさか本当に《グラム》を取り出すとはな。しかも《折れた剣グラム》の真の姿である《戦神の剣グラム》としてな……」

　ガルダーブロウグの声が震ふるえる。

「ただの人間であるお前にこんな芸当が出来るとはな。まして私が調べた限りでは、特異者どころか一いつ般ぱん人より霊れい力りよくの少ないエロ介だぞ、貴様は」

「驚おどろいただろ？」

「ああ、素す直なおに驚いたよ。だがな、貴様に《戦神の剣グラム》を使いこなせるとは到とう底てい思えないな。まさに宝の持もち腐ぐされというものだ」

「ああ、分かってるさ」

「分かっている、だと？」

　ガルダーブロウグには答えずに、良介は《グラム》の刀身を見つめた。

　長い、長く太くたくましい刀身の剣だった。

　見るからに硬そうなその剣には、装そう飾しよくなどは何も無い。

　柄つかにも何も無い。ただ、グリップを強くするために柄は深く彫ほり込まれているだけだ。

　斬きるためだけに、存在していた。

　戦うためだけに、生まれていた。

　そして、柄から鎖くさりが良介の胸に延のびていた。まるで心臓に呼応するように、鎖自体も鼓こ動どうしていた。

「《グラム》。相当溜たまってるんだろ」

（当たり前だ。どれだけ抑え込まれたと思ってやがる）

「なら好き放題暴れればいい。ただし……守れよ」

（分かっている。リサラ・レストール、あの忌いま々いましい我わが主あるじを守ればいいんだろ？）

《グラム》に良介は苦く笑しようして頷うなずく。

「ああ、リサラを守ってくれ。女の子を守る、女の子のために何だってやる。それが俺の一番の根っこだ」

（分かってるさ。だからお前はスケベなんだ、ケダモノなんだよ。女が好きで好きで堪たまらないからな）

《グラム》が楽しげに笑った。

（頼たのむぞ、相棒！）

「ハッ、任せろ。ここまで俺を奮いたたせたお前の魂に免めんじて、約束は守ってやらぁっ」

　その鎖を通して、抑おさえに抑え込まれていた良介の魂が刀身に注そそぎ込まれる。抑えに抑え込まれていた《グラム》の荒あら々あらしい苛立ちを暴力として表すためにだ。

《戦神の剣グラム》だった。

　清すが々すがしいほどに、兇暴な気分だ。

　男を封ふうじ込まれたこの怒いかりを、とにかくどこかにぶつけたかった。

　今は女よりも、破壊をしたい。

《グラム》はそう思った。

　床のシャツを取ると、腰こしに巻いた。

　恥はずかしいわけでも、押さえるわけでもない。

　ただ股間は、戦いの邪じや魔まであり弱点だから隠すだけだった。

「《戦神の剣グラム》に体を乗っ取らせただと……馬鹿な、己の心が消え失うせるかも知れないんだぞっ」

　ガルダーブロウグとかいう男が、呻く。

「ま、馬鹿なヤツさ。女一人守るために、そーいう覚悟をしちまうんだよ。ヤッたわけでもないのによ」

《グラム》は苦笑した。

　何しろ、今この瞬しゆん間かんも良介の意識を感じ取れるのだ。

《グラム》の兇暴な力の中で、しっかりと『宝物』を守れなかったら承知しない、そう《グラム》を睨んでいる良介を感じるのだ。

「しぶといバカだぜ、まったく」

《グラム》は呆れたように言うと、脇わきを見た。

　そこには《リジル》を持つ犬が気が抜けたように横たわっている。

「《リジル》に戦う意志はないか……」

　リサラを守ってやるにしても、押さえ付けられていた苛立たしさを解消する遊び相手は、もう少し欲ほしいところだ。

　周りを見る。

　キュールとかいう小こ娘むすめでは、遊び相手にもならなかった。もしなるとしても、良介に怒おこられるだろう。イリアとかいう偽乳女には興味はない。

　やはり、男──ガルダーブロウグで満足するしかないようだ。

「ま、そいつなら意外に満足出来るか。《テュルフィング》、一度抜き放たれれば、誰だれかを殺さねば収まらぬなどとほざいていたが、この俺をどこまでも満足させてくれよ！」

　無造作に、刀身をぶら下げながら間合いを詰つめる。

「ハハッ、ハハハハハッ、《グラム》か。《グラム》が私の相手をしてくれるのか！」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を構える。

「オーディンすらも傷つけたと言われる、《テュルフィング》の切れ味を味わうがいい！」

《テュルフィング》が歓かん喜きした。

　薄うす暗ぐらい教室の空気がおののく。

　それでも《グラム》は無造作に間合いを詰めていく。

　あと数歩で互たがいの間合いに入る。

《グラム》が、唐とう突とつに立ち止まり腰こしを落とす。

　ガルダーブロウグと《テュルフィング》が、息を吐はいた。

　──跳とんだ。

《グラム》が、音もなく床ゆかを蹴けって跳び上がった。

「身軽い！」

　ガルダーブロウグが叫さけぶ。

　それを押おし潰つぶす、そう決めた。斬るのではなく、存在そのものを圧あつし、破は壊かいするべく、《グラム》は頭頂に高く高く掲かかげた刀身を、開いた両足の間に叩たたき落とす。

「耐たえろよっ、《テュルフィング》！」

　ガルダーブロウグが、右手で柄を握り左手で刀身を支える。

　ギィィィィィィィィィィィン！

　耳みみ障ざわりな金属音が鳴り、弾はじける。

「オラァァァァァァァァァァァァ！」

「グアッ、グッ、グオォォォォォォォォォ!!」

　ミシリ。

　建物全体が軋きしんだ。

　ドコッ。

　床がひび割れる。

　ビシビシビシビシビシッ。

　次々にひびが走り──、

　ボコォォォォォォォン。

　鉄筋コンクリート製の校舎の床が、抜けたのだった……。
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「ちっ、脆もろい建物だぜ」

　忌々しげに《グラム》が吐き捨てた。

　やはり戦いは原野に限る。山を穿うがち、森をなぎ倒たおし、川の流れを変える。そんな戦いこそが、戦いだ。

「《テュルフィング》の野や郎ろう。この程度で壊れたりはしねぇよな」

　上の階から降ってきた瓦が礫れきを蹴け飛とばしながら、《グラム》は周囲を探さぐった。

　気け配はいがない。

　数あま多たの戦いくさを経て、黄昏たそがれの戦いを生き延びた自分が、戦場で敵の気配を感じ取れないなど、あり得ないことだ。

「手て応ごたえはなかったしな。さては逃にげやがったか、あの野郎」

　舌打ちする。

「やれやれ、単たん細さい胞ぼうなことだね」

「なっ──！」

　胸に衝しよう撃げきが走った。

「さっきまで加か賀が良介を透とう明めいにしていたのは、《幻術の巨人ウートガルザ・ロキ》の力だろ。いや、おかげで咄とつ嗟さに思い付くことが出来たよ。あの小娘には感謝しないといかんな」

　徐じよ々じよに、ガルダーブロウグの姿が現れてくる。

《グラム》の──いや、良介の胸にその手が埋うまっていた。

　その手は、良介の魂たましいの奥おく底そこに届いた。

　動けなかった。

　良介の生きる力そのものを、そして《グラム》が埋うまるソコを掴つかまれて、動けるわけがなかった。

「正直、少し危なかったのは認めるよ。《戦神の剣けんグラム》、評判通りの力だ。ああ、それとも覚かく醒せいさせた加賀良介を褒ほめるべきかな」

　ニヤリと笑う。

「貴様は、ああ《グラム》は、加賀良介に括くくられているのだろう。《テュルフィング》と違ちがってね」

「そ、そんなこと、戦いには関係ないだろうがっ」

　なんとか口を開く。

「私はね、貴様のように意味もなく戦う下等な存在ではないのだよ。れっきとした目的がある。そして、そのためにこの男は、加賀良介はどうやら役に立ちそうだ」

「な、なにするつもりだ」

「ああ、あまり暴れない方がいい。もう作業は始まっているのだからね」

「さ、作業だと？」

「そうとも。この男の霊れい力りよくは、私にも少々分からないところが多すぎる。生きる力から霊力を吸い取れば、死神が活動するに足る、十分な量を確かに得ることが出来る。だけれどもね、それで《折れた剣グラム》を覚醒させることなど、出来るわけがないんだよ。現に、《リジル》はまだまだ覚醒したとはいえない。あの犬とよほど相あい性しようがいいのか、おまけで姿を現しているようなものだ」

「だ、だから、何をっ」

「ふむ、分からないかな。加賀良介は、私の研究の対象としても、そして私の霊力補給としても役に立つと言っているのだよ。だが、残念ながら《グラム》の契けい約やく者はリサラ・レストールだ。リサラは、この加賀良介から霊力を得ているわけだろう。ならば……」

　ガルダーブロウグが、意味ありげに沈ちん黙もくを作る。

「フフフ、この私が貴様の契約者となれば、加賀良介はもう私のモノも同然だろうが！　そしてそう、この私にとって契約者を強制的に代えることなど、造作もない」

「くっ、ぐぅぅぅっ」

「フフ、抵てい抗こうしても無む駄だだな。確かに、理由は分からないが加賀良介の魂はいささか複雑で、手こずっている。ま、そこも研究しがいがあるところだが──。どちらにしろ、もう魂の奥底でのプロテクトの解除は終わり、貴様本体に手が届くのだ。フハハハハハハハ、《グラム》よ、今日からこの私が契約者だ!!」

　高らかに、勝かち誇ほこって笑う。

「い、いや……だ……」

「なんだい、《グラム》ともあろう存在が、あんな貧ひん乳にゆうにご執しゆう心しんなのか？　だが、観念するんだな。今から書き換かえるのだからね。この私、メイズ・ガルダーブロウグという男と、契約で結むすばれるのだよ！」

　その言葉が、トドメだった。

　だって、嫌いやなのだ。

　嫌に決まっている。

　この男の、そう男の言葉通りなら！

（俺おれはっ、男と結ばれるみたいじゃないか！　それは──）

（そうだぜ。俺は女の方が好きだっ。男と契約なんて──）

　良介と《グラム》の意志が一つになる。

　だって、男と結ばれるって、

「男と結けつ婚こんするみたいで、絶対に、い、や、だ─────────────!!」

「グ、グアァァァァァァァァァッ!?」

　弾はじかれるように手が良介の胸から抜ぬけ、ガルダーブロウグが瓦礫に転がった。

「馬ば鹿かなっ。今のは……《グラム》の力ではない？　加賀良介の……。馬鹿なっ、あり得ない。現に私は、生きる力全すべてを制せい御ぎよ下に置いたはずだ、その状じよう況きようで抵抗する、だと……まさか、全てでは、ない？」

　ガルダーブロウグが、転がったまま姿勢も直さずに呆ぼう然ぜんと良介を見上げる。

「ハァッ、ハァッハァッ……い、いいか、ガーターベルトとかいうヤツ！」

「ガルダーブロウグだ！」

「とにかくだっ。俺も《グラム》も、女の子が大好きなんだよ！　男なんて、死んだって契約してやるもんか!!」

（フルチンでそこまで堂々と言い切れるのかよ……加賀良介、やはりおもしれぇな）

　いつの間にか引っ込んだ《グラム》の声が、心に響ひびく。

（感謝するんだな。てめぇは面おも白しろいからな。あの野郎に壊こわされた魂、俺の力で修復してやるよ）

「《グラム》……って、え、フルチン？」

　言われてみれば、《グラム》が腰こしに巻いた上着などとうの昔になくなり、真まっ裸ぱだかだ。

　股こ間かんでブーランブーランと揺ゆれてる。

「お、おおうっ!?」

「くそっ……まだ貴様を手に入れるには研究不足のようだな。いいだろう、今日のところは退ひいてやろう」

　ガルダーブロウグが悔くやしそうにあたまを振る。

「だがなっ、私は諦あきらめないぞ加賀良介っ。必ずや屈くつ服ぷくさせてみせるっ。私のモノにする。貴様の心は私のモノだ!!」

　良介を見上げて、ガルダーブロウグが叫んだ。

「……ホモかしら」

「……ゲイっていう方が、格好良くないかなぁ」

「……何にせよ、良介さんモテて良かったですわね」

　リサラにイリアにキュールが、凄すごく冷たい目を、良介とそのフルチンを見上げる形のガルダーブロウグに向けた。

「違ちがうっ、違うぞっ、私はっ、私は……くそぉぉぉっ、覚えておけよぉっ。私は、ちゃんとおっぱいとかお尻しりとか大好きなんだからなぁぁぁ!!」

　ガルダーブロウグが、元々帰るとは言っていたものの、なんだか違う理由で教室から駆かけ出てしまう。

「ああ、新しい性に目覚めたってことですわね」

　キュールの容よう赦しやない感想に、廊ろう下かでズデンとこけた音が聞こえたのだった……。








※注意：これは『だから僕は、Ｈができない。３』です。






　私はホモではない。

　純じゆん粋すいに女性の方が好きだ。

　だが──。

　…………。

　…………。

　…………。

　加賀良介。

　…………。

　…………。

　…………。

　って、何を恥はじらってるんだ私は！

　違うぞ。

　違うと言ったら、違うのだ！

　ただ、男から霊力を搾しぼり取る方法もだな、コホン、その研究する必要があるかなぁと思っただけだ。

　男なら、おっぱいではなくエクスカリバーから出すものだ。

　うむ。

　加賀良介のエクスカリバーから、か。

　フゥ……………………。





※注意：決して、男が男にＨをする物語ではありません。










　終章　れじぇんど　おぶ　ひもぱんつ




「まぁ、マルベックさんはノビてただけだし、とりあえずは一段落ってところかしらね」

　リサラが頬ほおをひくつかせた。

「まとめようとしているところに悪いのですけど、キュールにはどこが一段落かさっぱりですわ」

「イリアも同感～。この大穴、どぉするつもりなの？」

　キュールとイリアがうんざりと、床ゆかを見る。

　そこには、大穴が開いている。

　開いているも何も、《戦神の剣けんグラム》に意識を乗っ取られた良りよう介すけ自身が、ガルダーブロウグごと鉄筋コンクリートの床をぶち抜いた大穴だ。

「まぁ、そこでまだノビてる玉たま野の先せん輩ぱいがどうにかしてくれるだろ」

　良介が頭を掻かいた。

　その股間には、シャツがしっかりと巻き付けてある。

「あの人、イベントが何より好きっぽいし、潰つぶれるくらいなら揉もみ消してくれるだろ。何しろ、あの危ない死神が毎年来て生徒の生きる力を吸い取ってても、熱ねつ中ちゆう症しようで揉み消しやがった人なんだしな」

　ちなみに五十嵐いがらしはブツブツと乙女おとめな夢を呟つぶやいていたので、鬼おに崎ざき共々今日の記き憶おくを消去して眠ねむってもらっている。

　この二人も玉野のコネで、哀あわれ熱中症になるのだろう。

「言われてみれば、その通りね」

「そんなことよりも、だ」

　良介が立ち上がり、まだ寝ねている美み菜なの側そばに座すわる。

「美菜のヤツ、目覚めたら元に戻もどるのか？」

「五十嵐先輩もそうだけど、魂たましいをあそこまで弄いじられたら……一週間程度は厳きびしいと思うわ。良介が霊れい力りよくをいっぱいくれるって言うなら別だけどね」

　リサラの答えを聞いて、良介が思わず身構える。

「フフ、さすがに今は無理だって分かってるわよ」

「そこはイリアが上に掛かけ合って治ち療りようしてもいいかな。今回は、間ま違ちがいなくイリアの得点にもなるしっ」

　嬉うれしそうににやつくイリアだ。

　グラビアアイドルの顔とは裏腹に、素すは腹黒い上に出世に意い地じ汚きたないイリアだった。

　だが、正直助かる。

　美菜は、ガルダーブロウグに生きる力を無理矢理搾り取られたせいで、暴走お色気女になっているのだ。目覚めた後にまた襲おそわれるってのは、小さい頃ころから世話してる身としては、なんともやり難にくい。

　美菜は美菜であって、そういう対象ではないのだ。

　時々、そのおっぱいの凄さに暴走しちゃうけど、それは仕方ない。何しろ、良介の色々な理性や想おもいを上回るおっぱいなのだからっ。

「それに、美菜があのままお色気に走ると……桃もも園ぞの学園が、桃色学園になっちまうぞ。正直、美菜が自分のポテンシャルに目覚めて全力お色気攻こう撃げきしてきたら、この学園で逆らえる男子はほぼいないしな」

　今のどちらかというと地味な美菜でも、ファンはかなりいるのだ。これが、扇せん情じよう的てきな方向に走ったら──ルージュを唇くちびるに塗ぬり、舌先で軽く舐なめる。胸むな元もとは少しだけはだけさせる。それで十分だ。何しろチラリと見せつけるだけではっきりと分かる深い谷間なのだ。太もももお尻も、色っぽい。それが、パンツが見えるか見えないかのギリギリで脚を組む。

　少し紅潮した頬。

　熱く潤うるんだ瞳ひとみ。

　そんな美菜に迫せまられたら──、

「うん、誰だれだって間違いなく陥かん落らくだな」

「それって、良介くんもだよね♡」

「え、俺おれは──ええぇっ!?」

　いきなり押おし倒たおされた。

　上に、美菜が乗りかかってくる。

「あちゃ、見習いのキュールが掛けたんで、もう勝手に解けたみたいですわね」

　キュールが呟く。

　その傍かたわらでイリアが興味深そうに見つめ、リサラはカチンと何な故ぜか固まっている。

「でも案の定、美菜さんの生きる力はまだ表に出たまんまですわね。エゴ──良識とかの抑おさえが利きかないから、ものすごーく欲よく望ぼうに一直線ですわ」

　他ひ人と事ごとだと思ってキュールが呑のん気きに言ってくれる。

　良介にとっては一大事だ。

　何しろ、妄もう想そうの中の美菜と同様に、紅潮した頬、熱く潤んだ瞳なのだ。

　唇はルージュの代わりに濡ぬれ光り、ほつれた髪かみの毛を数本甘あま噛がみしている。

「ああぁっ、下へ手たなルージュより色っぽぃぃぃぃっ」

「ウフ♡　嬉しいなぁ、りょ・う・す・け・くん♡」

　色っぽく微笑ほほえみながら、美菜が押し倒した良介の腰に手をやる。

「ああぁぁっ、脱ぬがしちゃだめぇぇっ!!」

「み、美菜っ！」

　リサラだ。

　リサラが美菜の両手を取って、押さえてくれる。

「リサラっ、邪じや魔ましないで！」

　美菜らしくなく、怒ど気きも露あらわにリサラの手を押し返す。

「今の貴方あなたは普ふ通つうじゃないんだからっ」

　リサラもまた押し返す。

　それを数度繰くり返した結果──リサラと美菜が、両手をがっしりと握にぎり合って押し合いする形になっていた。

　そう、良介の上で。

（ええと、ここは桃とう源げん郷きようですか？）

　そう良介が思ったのも、無理はない。

　下半身側に居た美菜を押し戻すために、必然的にリサラは良介の上半身を跨またいでいた。

　そう、ガルダーブロウグとの戦いで極限まで無くなってしまった死神装しよう束ぞくのままでだ。

　良介の顔の上で、白いお尻がプリプリ揺ゆれている。

　ヒモパン状態のパンツが、大事な所を辛かろうじて隠かくしているのも、またイイ。

　この見えそうで見えない。

　でも、凄く恥ずかしい格好ってのが堪たまらない。

（でもなぁ。やっぱり俺はこーいうお色気満まん載さいよりも、制服姿で白いパンツを下からのぞく方が、芸術点が高いと思う……うん）

　思わず頷うなずく。

　その動きが、リサラにも伝わったらしい。

「え──っっっっ[image: !!!]」

　状じよう況きようをようやく把は握あくして悲鳴を上げる。

「ちょっ、目を、目を閉じてよ！」

「え、あ、ああ」

　言われるがままに目を閉じてしまい、思った。

（いやいや、こんなチャンスを逃のがしていいのか！）

　はっきりとそう思って、再度目を開けようとして──視界が真っ暗になる。

「なっ!?」

　良介に見られていると意識したリサラの集中力が途と切ぎれて、美菜に押し込まれたのだ。

　その結果、良介の顔の上にリサラのお尻しりが落ちてきた。

　そう、良介の視界はリサラのお尻で塞ふさがれてしまったのだっ。








[image: ]








「もがっ、もが──っ！」

「リ、リサラ、ずるいっ！」

「ずるいって、美菜がやってるんでしょぉ────っ、いやぁぁっ、良介ぇぇっ、息しないでよぉぉっ！」

　涙なみだ目めのリサラが、無茶な要求をしてくる。

　人間は息をしないと死んでしまうのだ。

　そう、たとえそれが女の子のお尻で、顔面を埋うめ尽つくされていたとしてもだ。

　的てきなことを言おうとして、「もがっ、もごごごごっ」と意味不ふ明めい瞭りようなものになってしまう。

「いっ、いっやぁぁぁぁぁっ、喋しやべらないでっ、ひうっ、ひぁぁっ、くすぐったいっ、あんっ、ちょっ、息も掛かってぇっ！」

　もう悲鳴に近い。

「うゔっ、リサラずるい！」

「だったら、あんっ、は、放してよぉぉぉぉっ！」

　リサラが身み悶もだえる。

　良介も酸素欠けつ乏ぼう症しようになりかけつつ、お尻だけの視界でようやく状況が分かってきた。

　要するに、このお尻プレスはリサラの意図することではないわけだ（当然だ）。

（なら、ど、どかないと。俺は、妄想はするけど直接行動で女の子が嫌いやがることはしないっ。そう、女の子は大切にっ。お触さわり厳げん禁きん！）

　たまに暴走してるけど。

　とにかく、そう決意して良介がお尻プレスからなんとか脱だつ出しゆつしようとする。

「いっ、いやぁぁぁぁ、ずれるっ、パンツずれちゃうから、良介動くなぁぁぁぁぁぁっ」

　リサラがお尻をさらに押しつけてきた。

　パンツがずれる……？

　言われてみれば、さっきから鼻先にパンツが擦こすれて妙みようにくすぐったい。

「お、俺の鼻っ、ズルイぞっ自分だけ──ふがっ、ふえ、ふえぇっ……」

「あひんっ、ちょっ、な、何、モゾモゾしてっ、ひあぁぁんっ♡」

「もがっ、もがががが」

　くしゃみがと言いたかったが、きっと伝わっていない。その証しよう拠こに、

「も、もう、いやぁぁぁぁっ、美菜ぁっ、許してぇっ!!」

　涙目を通りこして、泣いちゃっている。

　だが、良介だってなんとかしたいのだが、リサラがお尻で頭部を押しつけているものだから、どうにも出来ない。

（あ、手があった）

　ようやく人間最大の武器に思い至って、両りよう腕うでを動かしてリサラの脇わき腹ばらを掴つかむ。

「ひゃぁぁぁぁぁぁんっ、いやあぁ─────っ！」

　リサラが激しく悶もだえる。

「もががががががっ[image: !!!]」

　後頭部が床ゆかにゴリゴリと押しつけられる。

　鼻先が股こ間かんに翻ほん弄ろうされる。

　目の上をお尻の柔やわらかいお肉が行き交かう。

　つまる所、すっごく痛いけど、すごく幸せで……手を放さざるを得なかった。

（くそっ、リサラって脇腹弱いのか……くそっ）

　打つ手無しだ。

　いや、一箇か所しよだけしっかりと行動している所があった。

　そう──、

「フフ、良介くんってばぁ、すっごく大きくしてるぅ♡」

　美菜がうっとりと告げる。

　それがどこだか、言われないでも分かっている。

　シャツ一枚で覆おおわれているエクスカリバー様が、しっかりとはっきりと、テントを張って存在を強きよう烈れつに示しているのだ。

「うーん、面おも白しろかったんですけれど、そろそろ終わりにしないと……キュ、キュールの目が汚よごれてしまいそうですわ」

「そ、そーねぇ。イ、イリアも、ついつい見入っちゃったけど、こーいうのは、その、やめさせたほーがいいわよねぇ」

　キュールとイリアの声だ。

「《捕スらヴえイしテ鎖イ》」

　イリアが唱となえる。

　ガクンッ。

「きゃぁっ!?」

　リサラが悲鳴と共に、前のめりに倒れる。

　思いっきり押し合っていた美菜が、いきなり意識を失ったせいで、支えを失って前のめりに倒れたのだ。

　そう、リサラの顔面からシャツでテントを張っていた良介のエクスカリバーに落ちる。

「──────────!!」

　声にならない悲鳴が、良介から上がった。

　折れそうなあまりの痛みに、直感的にリサラの体を持ち上げる。

　お尻を掴んで！

「──────────!!」

　声にならない悲鳴が、リサラから上がった。

　エクスカリバーに刺ささった痛さではない。

　良介の指がヒモパンのヒモに掛かかっていたのだ。

　である以上、ヒモパンがキュゥゥゥゥゥと食い込んでしまう。

「ちょっとまてー、これはまずいだろっ！」

　それはなけなしの良心か、それともシャイな男の子の純情か、叫さけんで思わず目を閉じてしまう良介だ。

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　リサラの体が跳はねた。同時に、

「《折れた剣けんグラム》！！！！　なんでもいいから、ぱっぱと魂たましいの力を捧ささげるのよ！」

「不可抗りょ……くぅ………………ひぇぇぇぇぇぇぇぇ[image: !!!]」

　魂の奥おく深ふかくに突つき刺さった《グラム》から、生きる力がリサラに吸い上げられていく。

　目の前に、ヒモパンが食い込んだお尻と、なんかチラチラ見える赤い絹糸があるが、なんかもうどうでもよくなってくる。

　遠い遠い存在になっていくのだった……。

（なにやってんだ、お前ら……）

《グラム》の苦く笑しようが聞こえた気がした……………………。

「あのぉ、リハーサルってもう終わっちゃったんですかぁ？　先生、ビール呑のみながら待ってて寝ねちゃったもんでぇ、って皆みなさん集まってるんで──」

　乱らん橋ばしが入って来て、固まった。

「あ、あらあらぁ、最近の高校生は進んでるんですねぇ。薄うす暗ぐらい所で、エッチを友達に見せつけるなんてぇ」

「ちっ、違ちがいますっ、乱橋先生っ、これは！」

「でも、こーいうことしちゃダメですよ！」

　珍めずらしく乱橋が教師らしい顔つきで、強い声を出す。

「ちゃんと床には布ふ団とん敷かないと、背中が痛いでしょぉ？」

「そっちか───い！」

　思わず突っ込むイリアであった。

「うう、乱橋先生にもこんな姿を見られた……」

　良介の隣となりに、ペタンと座すわってリサラがシクシクと泣く。時折チラチラと良介を睨にらみながらだ。

「いやでも、今回は不ふ可か抗こう力りよくだと思うんですけど……」

「うゔぅ、私、もうお嫁よめに行けない……」

　聞いちゃくれない。

　てか、マイクロビキニでヒモパン食い込んでて、ペタンと床に座っている女の子。

　お尻が床で少したわんでて、ああ、お尻の柔らかさも捨てがたいって思える。

　にも拘かかわらず、欲よく情じよう出来ない良介の方が泣きたかった……。

　とりあえず身を起こして、雪女用の着物をリサラの肩かたにかける。

「うゔぅ、帳消しのつもり？」

「いいや」

　きっぱりと否定する。

「なら、何よ……」

　ムスッとしながらリサラが見上げてくる。

「やめてくれ、その姿。男として、男として……くっ……興奮出来ない俺が、本当に哀かなしいんだ……くぅぅぅ」

　涙ながらに答える良介だ。

「私だって、好きでこんな格好してないわよ……うぅっ、こっちに来てから、はしたないことばっかりしてる気がするわ……シクシク……」

　気絶してる美菜の脇わきで、良介とリサラは仲良く涙したのだった。

「ま、あれですわね」

「オン？」

「お嫁の行き先が無ければ、良介さんに貰もらってもらえばいいんですわ」

「オンッ（確かにだ）」

　キュールとカエサルが、気絶している美菜の脇で仲良く泣き続ける二人を見つつ、思わず苦笑したのだった。




　　　　※　　　※　　　※







　薄暗いマンションの部屋で、バスローブに身を包んだガルダーブロウグが牛乳を──腰こしに手を当てて──一気に飲み干した。

「ふぅ……美う味まい。やはりおっぱいから分ぶん泌ぴつする物は、すべからく素す晴ばらしい」

　牛乳瓶びんの蓋ふたを引き出しに入れて満足そうに頷うなずき、すぐに顔を引き締しめた。

「加か賀が良介。《折れた剣グラム》を、いや《戦神の剣グラム》を奮い起こし、語る男か。そしてあの魂……特異者とも思えないが、何かがある」

　ブルーチーズを口に含ふくみ咀そ嚼しやくしながらガルダーブロウグは、ゆっくりと目を閉じた。

「幸い私の仮の姿はばれてはいまい。ならば調査してみるか。そうだな、楔くさびを打ち込んだ手て駒ごまもあることだしな……」








　あとがき






　本作を手にとって頂きありがとうございます。

　お堅かたい入りをしてみた橘たちばなぱんです。一巻二巻を買って頂いている方はお久しぶりです。本三巻で初めて買って頂いた方は初めまして。障しよう子じを男のピストルで突き破る作品を書いて文芸賞を取ってみたいと考えている、健全作家の橘ぱんと申します。

　昨今の色々と煩うるさいご時世に三巻を出すことが出来ました。本当に編集のＫ女史や、編集部、もっと偉えらい方々には頭が上がりません。ナイス勇気です。

　そしていつもいつも可愛かわいくてエッチなイラストを描かいてくれる桂かつら井いさんには、もうお尻しりが上がりません。間違えました、頭が上がりません。感謝しきりです。お寿す司し奢おごります。

　そして何より、この本を手に取ってくれている皆様。本当にありがとうございます！　身も心も捧ささげたいくらいに感謝しています。




　そしてなんと！

「ドラゴンエイジ」三月号からコミカライズ掲載がスタートしちゃいます。ちょこドラからまさかの移動です。作画は岡おか霧ぎり硝しようさん。この三巻が出ている頃には発売していますので、もしよろしければ是ぜ非ひ是非お手にとってみてください。よろしくお願いします！




　さて困った。

　あと三頁ページもあります。

　モンハンに現実逃避したくなってきました。




　…………。




　ああ、そうだ。三巻の内容紹介ってオサレな物がありました。

　三巻も色々と試し行こう錯さく誤ごの連続で苦労しました。

　締しめ切きりとか締切と締切とか。

　ある意味、Ｋ女史に放置プレイをかました気がします……。

　もっともネタ出し自体は、意外にすんなりと決まっていました。

　そう。おっぱいから何か噴ふき出すって、夢と希望に溢あふれていると思いませんか？

　人間は誰だれしもおっぱいから噴き出す何かで大きくなったのです。

　それはほ乳類発生から変わらぬ歴史的、科学的事実です。

　だとすれば、おっぱいから噴き出す何かは人間を育てる健全な物に決まっています。

　おっぱいから非健全な物が噴き出すわけがありません。

　僕は、そのおっぱいからメッセージを皆様に受け取って頂き、人間として、健すこやかで健全で美しくなって欲しいと思うのです。

　あと、中高生時代に何度も自分が女の子になれば、触さわったり見たりやり放題なのになぁと夢見ていた、あの頃の青春を思い出し、その夢を皆様と分かち合いたかった！

　そんな熱い熱い想いに満ち溢れて本作を書き上げてみました。

　これが俺の作家性だ！




　まぁ、女によ体たい化かして自分で飲むとか考えたんですけど、Ｋ女史にお尻ペンペンされるでは済まなさそうなので、そこは自重してみました。




　…………。




　あれ、まだ空くう白はくがいっぱいあります。

　実はこの原稿を書いている今日が、あとがき締切日です。

　はい。今回も今日までねと言われて、まさにその日に書いております。しかもあと二時間……。どうしよう。また怒られる。

　そうそう。四巻も出る予定みたいです。

　嘘うそみたいですが本当の話です。

　コレも偏ひとえに応援してくださる皆様のおかげです。ありがとうございます。

　そんなところでギリギリ頁も埋まったと思いますし、あとがきを終えようと思います。




　暇ひま潰つぶしに軽い気持ちで読んで、頭悪いなぁと笑いつつ楽な気分になって頂ければ幸いです。今後もそんな方向で、あまり気負わずに頑張ろうと思いますので、軽い気持ちで応援して頂ければ何よりのご褒ほう美びです。

　それでは、次は四巻でお会いしましょう！

　グッパイパイ！





橘ぱん










だから僕ぼくは、Ｈができない。３




死しに神がみと世せ界かい革かく命めい














橘たちばな　ぱん
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